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その腕で溺れたい







　お風ふ呂ろ上がりにベランダへと続く掃はき出し窓を開けると、さぁっと涼すずしく乾かわいた風が吹ふき込んできた。


「お、いー感じ」


　恵めぐむはバスタオルで髪かみを拭ふきながら、気持ちのいい風に誘さそわれるままベランダに出る。


　季節は秋、猛もう暑しよが過ぎ去ってやっとほっとし始めた頃ころ。


　エアコンの人工の風から、窓から吹き込んでくる涼しい風へと乗り換かえたのか、開かれた窓から、テレビやゲームの音、宴えん会かいでもやっているらしい複数の笑い声など、同じマンション内に住む住人達の生活音が小さく耳に飛び込んでくる。


　遠くを走る自動車の音にまぎれて聞こえてくるそれらの音にぼんやりと聞き入っていると、「何時だと思ってんの。ほら、早く寝ねなさい！」と、やはり窓を開け放しているらしい斜ななめ下の部屋から、母親のものらしい怒ど鳴なり声が聞こえてきた。


　子供が反はん抗こうしたのか、しばらくして「屁へ理り屈くつばっかいってると、ゲーム捨てちゃうよ！」と怒いかり心頭に達してる母親の怒鳴り声が響ひびく。


　は～い、と微かすかに聞こえてくる酷ひどく残念そうな子供の声に、恵はひとり苦く笑しようした。


「今のうちだけだし、叱しかられときな」


　あんな風に親から生活を管理されるのなんて小学生ぐらいまでのこと。


　それに、子供だって叱られるのを承知でゲームしてたに決まってる。


　寝る時間だと親が止めにくるまでと、ズルズルとゲームを続けてたはずなんだ。


（結局は親に甘えてるだけってこと）


　恵はそう思う。


　叱りつつも導いてくれる親の存在があるからこその甘えなのだ。


　ひとりになれば、甘えてなんかいられない。


　楽しいからといって夜よ更ふかしすれば寝ね坊ぼうするし、寝不足が続けば体調だって崩くずす。


　ひとりなんだから、病気になっても看病してくれる人だっていない。


　その結果、熱を出し、起きあがることさえままならない身体からだで、ひとりきりで長く不安な夜を過ごさなきゃならなくなったりもするのだ。


（あれはマジで参ったよなー）


　ひとり暮らし二年目の恵は、去年の冬に風か邪ぜをひいたときのことを思い出し、いや～な記き憶おくに身み震ぶるいする。


　汗あせで身体に貼はりついたパジャマが酷く気持ち悪かった。


　酷く喉のどが渇かわいても水を飲みに行くことさえできなくて、このまま誰だれにも知られずに死んでしまうんじゃないかと、熱に浮うかされながらおびえ続けた長く暗い夜。


　そんな体験をして以来、恵は意識して規則正しい生活を送るように心がけるようになっていた。


　早く布ふ団とんに入りなさいとせかす母親の声が階下からして、乱暴に部屋の窓が閉められると、周囲が急にシンと静かになったような気がした。


「……ちょっと寒いかな」


　身震いしつつ恵が室内に戻もどるのと、電話の呼び出し音が鳴ったのがほぼ同時。


「え、もうこんな時間」


　はじかれたように見上げた時計の針が十時ジャストを示している。


　恵は慌あわてて受話器に飛びついた。


「兄ちゃん？」


「だから、いきなりそういう電話の出方はよせって。――俺じゃなかったらどうするんだ？」


　困ったやつだといわんばかりのため息混じりの声。


　だが聞き慣れた声だけに、恵には受話器の向こうの兄、望のぞむが微ほほ笑えんでいるのがわかった。


「平気だって。電話くれるのなんて兄ちゃんくらいだもん」


「……恵。お前、電話くれる友達いないのか？」


（うわっ、そうきたか）


　望の声が心配そうに翳かげり、恵は慌てて言葉を継つぎ足す。


「いるよ。そうじゃなくてさ、日曜のこんな時間に電話をくれるのが兄ちゃんだけだってこと」


「そりゃそうか。――で、どうだ？　そっち変わりないか？」


「ないよ。平へい穏おん無事なもん」


「数学の小テストの答案が返ってくるっていってなかったっけ？」


「やなこと覚えてるなー」


「どうだった？　また追試か？」


「またってなんだよ。これでも二年になってからは追試受けたことないんだけど」


「そうだっけ？」


「そうだよ。……あ、でも今回はけっこうギリだったけど」


「う～ん。そろそろ真しん剣けんに予備校考えたほうがいいんじゃないか？」


「まだいいよ」


　勉強は嫌きらいだし、学校以外の場所でまで勉強しなくちゃならない必要性も感じない。


「それよりさ、おもしろいことがあったんだ。あのさ、うちのクラスの奴やつで――」


　心しん配ぱい性しようの兄の興味を学業から引き離はなすべく、恵は話題を逸そらした。














　恵は高校生になると同時にひとり暮らしを始めた。


　両親は、恵が中学一年のときに交通事故で二人そろって遠くに旅立ってしまっていたし、兄の望は、現在、仕事の都合で地球の反対側で生活している。


　今、恵がひとりで暮らしている家は、ファミリー向けの大規模マンションで、事故に遭あう前に両親が購こう入にゆうしたものだった。


　ひとりで暮らすには少々広すぎる物件だから、兄の望は、このマンションを貸しに出し、その賃ちん貸たい料で高校にもっと近い場所にアパートを借りればいいといってくれていたが、恵は絶対にうなずかなかった。


　短い間でも家族四人で暮らした家から離れる気にはなれなかったし、兄が帰国したときに変わらぬ場所で迎むかえてあげたかったからだ。


　恵に甘い兄は、それなら広い家をひとりで管理するのは大変だろうから、家政婦さんでも雇やとおうかといってくれたりもしたが、それも断った。


　留守の間に、知らない人が家の中に入り込んで、あちこちいじるなんて考えただけでぞっとする。


　それぐらいだったら、家事全ぜん般ぱん、全部自力でやったほうがいい。


　最初の頃は大変だったが、ひとり暮らしも二年目に入ると、家事全般のコツだってそこそこつかめてくる。


　心配性のあまり、毎週日曜、日本時間で夜の十時きっかりに電話をかけてくる兄に心配をかけない程度には順調な生活を送っていると、恵は自負していた。








「凄すごいな。二ふた股またならぬ四よつ股またか？」


「うん、そう。本人はずっとつき合うつもりはこれっぽっちもなくて、映画とかライブとかの一日限りのおつき合いのつもりだったみたいなんだ。でも、もともとが無口な奴だから女の子達に勝手に誤解されちゃったみたいでさ」


　一週間に一度の兄からの電話を、恵は心待ちにしていた。


　だが同時に、電話で話すネタに不自由もしている。


　小学生の頃のように、その週にあったことを素す直なおに全部べらべらしゃべるわけにはいかないからだ。


　とりあえず毎日学校に通って、友達に囲まれてそこそこ楽しく暮らしてはいたが、それでもイヤなこと、困ったことだってそれなりにある。


　毎日の出来事をべらべらしゃべっていたら、そこに触ふれてしまうことになりかねない。


　生死にかかわるような大問題でもないし、些さ細さいなことで、遠くで暮らしている兄に心配をかけるようなことはしたくない。


　だから恵は電話の会話を自分なりにチョイスしているのだ。


　つまり、できる限り楽しいことだけを話すようにしているのだが、毎週毎週楽しいことばかりがあるわけでもなし、結構話題は限られてしまう。


　ネタに詰つまったあげく、今日のようにもてもて君過ぎて、トラブルを引き起こしてしまったクラスメイトの話なんかを笑い話よろしく引き合いに出したりするわけだ。


「で、公衆の面前で四人の女の子に迫せまられて、そいつどうしたんだ？」


「暇ひまだったから、二日だけならって条件でつき合っただけだって、堂々といい放ってたよ。君たちの思い込みが強すぎたことによる誤解だが、誤解させたことに関しては謝罪する、だって。真顔でいってた」


「全然悪びれてないのか？　大物だな」


「うん。あんまりはっきりしてて、かえって女の子達も怒おこる気なくしたみたい。最後には、また暇だったらつき合ってねって、笑いながら帰ってったよ」


「立ち回りっていうか、自分のペースに他人を巻き込むのがうまいっていうのかな……。どこにでもいるんだよな、そういう奴って。俺の友達にも少々違ちがうタイプだけど、そういう奴がいたな。せっかく誘さそってもらったのに断るのは失礼だとかなんとか……。――おっと、もうじき一時間か」


　望の言葉に、恵もつられて時計をみる。


「やっぱメールにしようよ。電話よりメールのほうがずっと安上がりだしさ」


「だめだめ。声を聞かなきゃ、ホントに元気にしてるかどうかだってわかんないから。――メールといえば、そのマンションで泥どろ棒ぼう騒さわぎあったんだってな」


「え、なんで知ってんの？」


　兄に心配をかけさせないように内ない緒しよにしていたのに、誰がチクったのか。


　恵は心の中で舌打ちしていた。


「だからメールさ。――そのマンションの管理人に、弟ひとりで心配だから、なにかマンション内で事件があったら知らせてくれるようにって、この前帰ったときにアドレス教えといたんだ」


「……兄ちゃんってば、心配しすぎ」


「側そばにいれない分だけ用心深くなるんだよ。――日本でも強ごう盗とうが増えてるって聞くし、いい機会だから、防犯能力の高い鍵かぎをもう一個増やさないか？」


「二個も鍵つけたら開けるの面めん倒どうだからいーよ。ここオートロックだから平気だって。それに泥棒が入ったのって一、二階なんだよ。それも窓から侵しん入にゆうされたらしいしさ。最上階の部屋じゃ窓から侵入するのなんて不可能だろ？　ぜんぜん平気だって」


「そうか？」


「うん。平気」


「恵がそういうならそれでいいけど……。そうだ。前に教えた俺の友達の連れん絡らく先、ちゃんと覚えてるか？」


「えーっと、佐さ原はらさん、だったっけ？」


「そうだ。あいつ、普ふ通つうの会社勤めじゃないから、なにかあったらすぐに駆かけつけてくれるぞ。すぐに助けが必要なときは、叔お父じさんとかより、そっちのほうに連絡しな」


「わかった」


「絶対だぞ」


「うん。わかってる。――そんな心配しなくても、おれひとりで大だい丈じよう夫ぶだから」


　望は、恵の声に一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。


「……ばか。側にいてやれないんだから、心配ぐらいさせろ」


　ちょっとだけ、傷ついたような声。


（……まずった）


　恵は自分の言葉を後こう悔かいした。


　夢を叶かなえるために海外で学びながら働いている兄は、恵を日本にひとり残してきたことに罪悪感を抱いだいているらしい節がある。


　兄の足あし枷かせになりたくないから、ひとりで暮らしても大丈夫だと思ってもらえるよう、心配をかけないように振ふる舞まっているつもりだったのだが、


（むずかしいよなー）


　気を遣つかったつもりが、これじゃあ逆効果だ。


　なんとなく気まずいまま、また来週の日曜日に、と約束して受話器を置いた。


「明日から学校だし、電気消してサクッと寝ねよ」


　わざと大きな声を出して、恵は勢いよく立ち上がる。


　ひとり暮らしをして一番最初についた癖くせが、この独り言だった。


　返事が返ってこないことで寂さびしい思いをするだけだとわかってるのに、しゃべるのをやめられない。


　悪あく癖へきだと自分でも思う。


「ま、しょうがないって……」


　両親の死後、兄と二人暮らしになってから恵の口数は極きよく端たんに増えた。


　もしかしたら、賑にぎやかだった昔の雰ふん囲い気きが恋こいしかったのかもしれない。


　欠けてしまった両親の分を補うくらいに、兄に向かってペラペラしゃべりまくっていた。


　きっとそのせいで、ひとり暮らしになった今でも、その習慣が抜ぬけきらないのだ。


　リビングの灯あかりを消し、廊ろう下かに出る。


　ひんやりとしたノブをまわして、最初のドアを開けた。


「おやすみ、兄ちゃん」


　廊下の灯りでぼんやりと照らし出された、暗くて誰だれもいない部屋に向かって恵は呟つぶやいた。


　この部屋の主は、さっきまで電話で話していた兄。


　地球の反対側にいる彼にとっては、今は日曜日の朝。


　おやすみなさいをいわれる時間じゃない。


「これもやっぱ悪癖か」


　少なくとも、兄にばれたらヤバイだろうなとは思う。


　いまだに兄が生活していた頃ころの習慣をひとりで繰くり返しているなんて知ったら、そんなに寂しかったのかと仕事を放りだして帰国して来るかもしれない。


「逆に留学してこいとかいわれたら、ヤダしな」


　恵はお世辞にも成績がいいほうじゃない。


　とくに英語は壊かい滅めつ的な成績で、英会話なんて夢のまた夢。


「それに、この家から離はなれたくないし……」


　他人にこの家を貸すのも嫌いやだが、空き家のまま放置しておくのも恵には我が慢まんできそうにない。


　住む人のいなくなった家は荒あれるという。


　両親が残してくれたこの家をそんな風にはしたくなかった。


「おれが守るんだ」


　ここは、両親の思い出が残る場所。


　そして、兄が帰ってくる場所。


　だから少しぐらい寂しくても平気だった。


　仕事の契けい約やく期間を終えて、兄が帰ってくるまでの辛しん抱ぼうなんだから……。


　自分の部屋に行ってベッドに潜もぐり込んだが、なかなか寝ねつけない。


　寝返りをうって目をあけると、いつもの癖で微かすかに開けたドアの隙すき間まから、つけっぱなしの廊下の灯りが漏もれている。


　ひとり暮らしを始めた当初、真っ暗な中で眠ねむるのが不安で、それでも部屋の灯りをつけてると熟じゆく睡すいできないからと始めた習慣だった。


　微かな灯りにホッとしたが、しばらくするとシンと静まりかえったまま動かない家の中の静せい寂じやくが感じとれて、無む性しように寂しくなってしまう。


「あーもう。なんだってんだよ」


　恵は両親が死んだばかりの頃、不ふ眠みん症しようになりかかったことがあった。


　その時は兄の全面的な協力があって、薬の世話になることもなく眠れるようになったのだが、ひとり暮らしを始めてからふと思い出したように眠れなくなることがあった。


　心配をかけたくないから、もちろん兄には内緒なのだが……。


　恵はギュッと目をつぶって、眠りが訪おとずれるのを待った。


　が、一向に眠気を感じないまま、徐じよ々じよに自分の呼吸や鼓こ動どうの音ばかりが酷ひどく大きく感じられてきて、まるでこの世に自分ひとりしかいないような不安に襲おそわれてしまう。


　もちろん、これが錯さつ覚かくだってことは自分でもよくわかってる。


　わかってるけど、いったん目覚めてしまった不安は自分ひとりじゃどうやっても消せないのだ。


「朝になれば眠れるのにな……」


　でも、それじゃあ学校に遅ち刻こくしてしまうわけで、なんとか眠らなきゃと恵は毛布を引っ張り上げた。


　ここ最近はこんなことなかったのに、今日に限ってなんでこんなに寂しく感じるんだろう。


「……やっぱり気まずいままで電話切っちゃったせいかな」


　兄との気持ちの繫つながりが危あやうくなってしまったんじゃないか、なんてそんな不安が心の隅すみに凝こごっているようだ。


　それだって錯覚なんだって、よくわかってる。


　気まずくなったのだって、お互たがいにお互いを思いやる気持ちがちょっとだけすれ違ちがっただけなんだから……。


「早く寝なきゃ」


　恵は頭から毛布をかぶって、何度も何度も寝返りをうった。







★




　翌朝目覚めたとき、恵は寝返りのうちすぎで、蓑みの虫むしのように毛布にぐるぐるとくるまれていた。


　苦労してベッドから脱だつ出しゆつして時計を見ると、いつもより三十分以上も遅おそい時間。


「くそ、朝飯抜きだ」


　寝ね癖ぐせもそのままに、恵は家を飛び出した。








　恵が通っている緑りよく陰いん高校は、比ひ較かく的てき校則が緩ゆるやかな私立の共学だ。


　この高校を選んだ一番の理由は、自宅からだとバスで十五分程度と余よ裕ゆうで通学できることだったのだが、実際に通うようになってからは少々事情が変わった。


　通勤・通学に便利な路線を走るそのバスは、毎朝満員御おん礼れいのすし詰づめ状態で、ブレーキがかかるたびにギュウギュウ潰つぶされて不快な思いをしなきゃならない。


　それだけだったらまだ我慢もできたのだが、入学して一月過ぎた頃、三日連続で男の痴ち漢かんにお尻しりを撫なでられるという不愉ゆ快かいな事件が発生したのだ。


　とりあえず、その痴漢は撃げき退たいしたものの、果か敢かんに痴漢に戦いを挑いどんだ恵は有名人になってしまっていて、バスに乗ると事件を期待する人々の好こう奇きの視線を痛いほど感じるようになっていた。


（期待に添そうのはやだなー）


　他ほかのことならともかく、皆みなさまに話題を提供するためだけに痴漢にお尻を撫でさせるのは真っ平ごめんだ。


　それ以来、バス通学を諦あきらめた恵は、少々不便でも自転車通学に切り替かえたのだった。








　必死で自転車をこいで、門が閉められる寸前に校内に滑すべり込む。


「セーフ！　だよね？」


　キーッと急ブレーキをかけて止まり、門を見張っている三年の風紀委員の女生徒に恵がにこっと笑いかけると、「ギリギリだけどね」と笑え顔がおが返ってきた。


「でも、めぐちゃん。教室に入る前にネクタイだけはちゃんと結んでね。先生に怒おこられるよ」


「ん。さんきゅ」


　うなずき返してから、急いで自転車を置き、教室に向かう。


「やばやば……」


　廊下を走っていると、朝のＨＲの為ために教室に向かう担任の背中が視界に入った。


「きり～つ」


　担任の直すぐ後に続いて教室に入りながら、声を張り上げる。


　礼、着席と、いつものようにテンポよく朝の挨あい拶さつの号令を掛かけながら、担任の脇わきを通り抜けようとしたらポンと出席簿ぼで軽く頭をはたかれた。


「委員長、遅刻か？」


「タッチの差でセーフっす」


　エヘンと胸を張ると、またしてもポポンと頭をはたかれる。


「威い張ばれることか？　余裕でセーフを心がけるように」


「はいはい」


　首をすくめ、恵は自分の机に向かった。








「めぐちゃん、今日、鏡みた？」


「……みてないけど」


　ＨＲが終わり、一時限目が始まるまでの十分の休きゆう憩けい時間、恵は出がけに家からひっつかんできた菓か子しパンをほおばっていた。


「寝癖、いつにも増してひどいよ」


　ブラシを持った女の子たちの手がのびてきて、恵の髪かみをいじり始める。


「ほんとだ。水で濡ぬらしてきたら？」


「いいよ、めんどーだし」


　ひどい猫ねこっ毛のうえにくせ毛でもある恵の髪は、始終四方八方にはねまくっている。


　いちいち気にしてたら手間がかかって仕方ない。


「よくない」


「あ、あたし、ミスト持ってる」


「シュッとやっちゃって」


「ん」


（うわっ、くっさ～）


　ミスト系のスタイリング剤ざいが髪に吹ふき付けられると同時に、フローラル系の甘い香かおりがあたりに充じゆう満まんした。


（パンが不ま味ずくなる～）


　心の中でむうっとふくれたが、恵は女の子たちに好きに髪をいじらせつつ、黙もく々もくとパンを食べ続けた。


「めぐちゃん、お花の香りがお似合いじゃん」


「まーな。――なにしろおれってば、一いつ般ぱん市民を犯罪に走らせる罪な美少年だし」


　顎あごに手をあてて茶化してくる男子生徒にニヤリと不敵な笑みを向けると、


「いってろ。ば～か」と気さくな笑みが返ってくる。


（月曜から絶好調だし）


　しめしめ、と恵は思う。


　バスでの痴漢事件がなくとも、恵は校内では有名人だった。


　同い年の生徒に比べると身長も骨格も一回り以上小さいから、その場にいるだけで眼めを引いてしまうらしいのだ。


　しかも、キョロっと大きなアーモンド形の目が特とく徴ちよう的なその顔は、頰ほおにかすかに浮うかぶそばかすの後押しもあって、同級生達が保護者気分になってしまうほどあどけない子供のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていて好感度が高い。


　その癖くせ、性格はあけっぴろげで大おお雑ざつ把ぱ。ちょこまかと動き回り、始終馬ば鹿かいってはニコニコ笑っているから、美少年というより小動物に近い愛らしさかもしれない。


　本人もそこの所はよくわかっているから、「めぐちゃん」と、まるで女の子のような呼び名もあえて黙もく認にんしているし、オモチャ扱あつかいされていじられたりからかわれるのにも耐たえている。


　本来なら不ふ名めい誉よでしかないバス内での痴漢事件も、今ではネタの一いつ環かんだ。


（やっぱ、みんなに好かれてたいもんな）


　家でひとりで過ごすぶん、学校ではみんなに囲まれて賑にぎやかに笑っていたいと恵は思う。


　クラス内では真ん中より後ろの成績で、リーダーシップの持ち合わせだってないのに、クラス委員長の座についてしまっているのもそのせいだ。


　誰だれかが冗じよう談だんで恵を推すい薦せんし、それに「まっかせなさーい」と冗談で応じたつもりだったのに、投票の結果、本当にクラス委員長になってしまっていた。


　断れば雰囲気を悪くするだけだから、仕方なくクラス委員長の座についたけど、本心をいえば最初の頃ころは嫌いやで嫌で仕方なかった。


　リーダーシップの持ち合わせのない自分に、クラス委員長なんてできっこないと思っていたから……。


　それでも、実際にやってみると、思ってたよりもみんなが協力的で色んなことがスムーズに進んだ。


　煩わずらわしい雑用も多いけど、他学年の知り合いも増えるし、なにより行事のたびに自分がクラスメイト達みんなの中心になってるんだって実感できて、続けているうちに悪くないかもと思うようになってきた。


　それに、クラス委員長になっちゃったと報告したときの、「成績じゃなくて、人望でクラス委員に選ばれたんだろうな。兄ちゃん、鼻が高いよ」という兄の嬉うれしそうな声が耳に残っている。


　不本意ながらもいったんは引き受けたんだから、中ちゆう途と半はん端ぱに放り出すことなんてできないと頑がん張ばる日々なのだ。


「ほら、ちゃんとできた。めぐちゃん、鏡みる？」


「いいよ。おれってば、いつでも可愛かわい子ちゃんだし」


　頰に指をあて、にまっと笑うと、教室内に明るい笑い声が溢あふれる。


　この笑いの中心にいるのは自分だ。


　そう思ったら、前夜の寂さびしさが少しだけ薄うすれたような気がした。











　その日は放課後に臨時のクラス委員会があって、帰宅時間がいつもより遅おそくなり、恵は真っ暗な家に帰る羽目になった。


「ついてねーの」


　家に帰った途と端たん、むうっと尖とがった恵の唇くちびるからひとりごとが零こぼれ出す。


　待つ人のない暗い家に帰るのは苦手だ。


　両親が死んだ日のことを思い出してしまうから……。


　あの日は日曜日だった。


　友達と遊んでいつもより帰宅時間が遅くなり、怒おこられるかもと恐おそる恐る帰った家には誰もいなくて、真っ暗だった。


　こんな時間に買い物に行ってるんだろうかと不思議に思いつつ、リビングでお菓子をつまみテレビをみながら、みんなが帰ってくるのを待っていた。


　そんな風にして三十分が経たち、恵は、みんなが自分をおいて外食にいったんじゃないかと疑ってちょっとだけふてた。


　一時間が過ぎる頃には、なにか普ふ通つうじゃないことが起こりつつあるんじゃないかという漠ばく然ぜんとした不安を感じ始めた。


　母が専業主婦だったお陰かげで、恵は家の中でひとりきりで過ごすことが殆ほとんどなかった。


　次第に大きくなっていく不安と、慣れないひとりきりの状じよう況きように我が慢まんできなかった恵は、テレビのボリュームを上げ家中の電気をつけてまわった。


　それでも、いったん意識してしまった不安は消えなかった。


　そして、その直後、病院にいる兄から電話がきたのだ。


　両親が交通事故で亡なくなったと……。


　その日以来、恵の生活は一変した。


「もうとっくの昔に終わったことなのにな」


　むかえてくれる人はもういないのだから、暗い家に帰るのが当たり前。


　それがわかっているのに、帰る家に灯あかりがないと、一いつ瞬しゆん足がすくんでしまう。


　また、あの日のように大切な人を失ってしまうんじゃないかと思って……。


　だから帰りが遅くなると最初からわかっているときは、家を出るときにリビングの電気だけはつけていくようにしていたのだが、今日の事態は予想外だ。


「朝は絶好調だと思ったのに。あ～あ」


　六時限目までは順調に行っていたのに、最後の最後、放課後の時点でステンとつまずいた。


　臨時の委員会が開かれた原因は、近所に点在している複数の幼よう稚ち園えんからのお願い事にあった。


　半月ほど前、発展途と上じよう国で発生した大おお地じ震しんへの支し援えん活動の一環として、幼稚園主しゆ催さいでバザーを急きゆう遽きよ開催したいと思っているのだが、あいにく自分たちの施し設せつには複数の幼稚園関係者や大勢の人を集められる程ほどの広い場所がない。


　その点、緑陰高校は、場所的にも複数の幼稚園の中心に近い位置にあるし、比ひ較かく的てき広い校庭も有している。


　急で申し訳ないが、今週の土曜日に一日だけ校庭を貸して貰もらえないだろうか？


　そんな風に頼たのみ込まれた緑陰高校サイドは、そういう事情ならばと即そくＯＫしたのだそうだ。


　しかも校庭を貸してくれといわれて、「はい、どうぞ」と貸すだけでは芸がないと考えたらしい。


　生徒会主催で、幼稚園児に協力なり後押しなりする気はないかと校長のほうから生徒会に打だ診しんがあって、急遽委員会が開かれることになってしまったのだ。


「そこで我が校では、幼稚園側で用意してくれたポスターおよびチラシの配布、会場の飾かざりつけ、警備などを手伝いたいと思います。それと、バザー活動を主催することになる幼稚園児へのご褒ほう美びとして、ちょっとしたお菓か子しなんかも配りたいんだけど、その予算は学校行事のほうから少しずつ削けずる形にしてもいいかな？　具体的には――」


　委員会が始まる前に生徒会内部で既すでに計画ができあがっていたらしく、切れ者と評判の生徒会長が発表した計画は文句の付け所がなかった。


　満まん場じよう一いつ致ちで計画が承認された後、全校生徒総出で手伝うほどでもないからと、手伝うクラスをくじ引きで決めることになった。


　そして恵は、見事に当たりクジを引いてしまったのだ。


「みんなになんていって頼むかなー。あーやだやだ」


　リビングのソファーに鞄かばんを放り投げ、冷れい凍とう庫の中を漁あさりながらブツブツぼやく。


　クラス委員会で恵が引き当ててしまったのは、お菓子の準備係。


　具体的には、生徒会のほうで準備したお菓子と包装資材を使って、幼稚園児の人数分のお菓子の詰つめ合わせを作るという単純作業になる。


「今日はこれにしよ」


　冷凍庫から冷凍ラザニアを取り出し、皿に乗せ、レンジにセットする。


　野菜室からトマトを引っ張り出して軽く水洗いすると、恵の夕食の支し度たくは終わった。


「作業自体は単純で確かに楽かもしんないけどさぁ。でーもなー」


　会場の整理係とかで、本来なら休みの日にバザー会場で働かなければならなくなったクラスの委員長達からは、放課後一日だけ残ればいいんだからラッキーじゃんかといわれたが、それでも嫌なものは嫌だ。


　作業自体が嫌な訳じゃない。


　作業をしてくれるようにと、クラスのみんなに頼むのが嫌なのだ。


「ぜったい面めん倒どうくさいとかいい出す奴やつがいるにきまってるしさ」


　レンジが作業を完かん了りようするのを、立ったままで待ちながら恵はトマトをかじった。


　面倒くさいとかいわれたとしても、悪気があっての言葉じゃなく、単なる口くち癖ぐせみたいなもんだってことは承知してる。


　それでも自分さえハズレクジを引かなかったら、そんな労働をみんなにさせずにすんだんだと思うと、ホンの些さ細さいな否定の言葉でさえ耳に痛い。


「あー、気が重い」


　トマトをちょうど食べ終わったとき、レンジが止まった。


　必要以上に大きな音量でわめき立てるテレビを見るともなく眺ながめながら、恵はもそもそと夕食を口に運んだ。








「もう寝ねなきゃ」


　味気ない食事を終え、憂ゆう鬱うつな気分のままぼんやりとテレビ画面を眺めているうちに、帰宅時間が遅かったせいもあって日付が変わってしまっていた。


「明日の朝のＨＲで、みんなにいわなきゃ駄だ目めだよなー」


　そうなると、今日のように寝ね坊ぼうしてギリギリで登校するわけにもいかない。


「あーあ。すんなり納なつ得とくして貰えたりしないだろーな」


　ぼやきながら慌あわただしく風ふ呂ろに入り、いつものように、自分の部屋に行く前に兄の部屋のドアを開けた。


「こういうとき、ここに兄ちゃんがいてくれたら相談できんだけど……」


　こんなたわいない悩なやみで国際電話をかけるわけにはいかないし、大おお袈げ裟さに受け取られて心配されても困る。


「兄ちゃんだったら、どーするかな」


　自分と違ちがって兄は頭もよかったし人望もあった。クラス委員どころか生徒会の役員だってやったことがあるのだ。


「おれと違って、文句いわれんのなんか平気か……。――ん？」


　ドアの取っ手をつかんだままぶつくさひとりごとをいっていた恵は、ふと廊ろう下かの灯りに照らし出された部屋の中に、昨日とは微び妙みように違うところを見つけブルッと身み震ぶるいした。


「な、なんで？」


　昨日までは綺き麗れいにベッドメイクされていた兄のベッドの毛布が、まるで人が眠ねむっているかのように盛り上がっているのだ。


　一瞬、苦手なくせに怖こわいものみたさでみてしまった幽ゆう霊れいネタのテレビ番組を思い出し、後ずさってしまう。


「アホ。逃にげてどーする」


　この家の中には自分ひとりしかいない。誰だれにも助けを求めることはできないのだ。


　それに、兄が帰ってくるまで自分がこの家を守ると決めたはず。


　この場に踏ふみとどまって原因を追求しなきゃ、と恵は逃げたがる足を無理矢理一歩前に出した。


「玄げん関かんの鍵かぎ……は、別になんともなかったよな」


　部屋の内部に目を凝こらしながら、幽霊よりは現実的な可能性を検討してみたが、この部屋以外での異常はどうにも思い浮うかばない。


「じゃ、やっぱ幽霊……、なわけないって」


　ぶんぶんと首を振ふって、嫌いやな考えを追い払はらった。


「もしかして……おとなりの猫ねこ？」


　以前、ベランダの仕切の隙すき間まから隣家の猫に侵しん入にゆうされたことを思い出した恵は、窓に視線を向ける。


　日曜日に換かん気きしたときに窓を閉め忘れていたのだろう。案の定じよう、ベランダに続く掃はき出し窓が十センチほど開いていた。


「もー、人ひと騒さわがせな奴。――もういないよな」


　正体さえ分かれば怖くない。


「おとなりもなんにもいってこなかったし」


　ずかずかと部屋に踏み込んで窓を閉める。


「毛布、毛だらけになっちまったかも……」


　乱れた毛布に伸のばしかけた手が、ピタッと止まった。


「あ……し？」


　毛布の端はしから、裸足はだしの指先だけがピョコッと飛び出している。


　訳の分からない状じよう況きように混乱しながら、恐おそる恐る震える指で親指の先をつついてみたら、ピクピクとむず痒がゆそうに反はん応のうした。


「――本物だ。じゃ、これ……」


（兄ちゃんだ！）


　熟じゆく睡すいしている兄を起こさないよう、恵は叫さけびだしたい気持ちをグッと堪こらえて部屋から飛び出した。


（帰ってくるなら、そういってくれればいいのに……。おれを驚おどろかそうと思ったのかな）


　きっと思いがけない休みが取れて、昨日の電話の直後に飛行機に乗ったに違いない。


　恵が帰ってくるまで仮か眠みんでもするつもりが、地球を半周する長いフライトの疲つかれもあって熟睡モードに突とつ入にゆうしてしまったんだろう。


　嬉うれしい気持ちのまま自分の部屋に駆かけ込んだ恵は、枕まくらをひっつかむとまた兄の部屋に駆け戻もどり、毛布の中にそうっと頭から潜もぐり込んで兄の隣にうつぶせになって寝ころんだ。


（兄ちゃん、きっとびっくりすんな）


　驚かすつもりで内ない緒しよで帰ってきたはずなのに、ストンと熟睡した挙げ句、朝になると驚かせるはずの弟が隣に寝ているのだ。


　もしかしたらビックリするより、悔くやしがるかもしれない。


　目覚めたときの兄の顔を思うと、自然に笑い声が零こぼれそうになる。押さえるために恵はぱふっと枕に顔を押しつけた。


（兄ちゃんと一緒に寝るの、随ずい分ぶんひさしぶりー）


　兄が日本を離はなれるまでは、毎晩このクイーンサイズのベッドで一緒に眠っていたものだ。


　両親が死んだばかりの頃ころ、恵はその死のショックと寂さびしさから不ふ眠みん症しようになりかかったことがあって、それ以来、兄と一緒の布ふ団とんで眠るのが習慣になってしまっていたのだ。


　もちろん、兄に添そい寝をしてもらうなんて、常識から考えると幼すぎて恥はずかしいものだと自覚はしている。


　だから、これは兄と自分の二人だけの秘密だった。


　今年の正月に兄が帰国したときなどは、親しん戚せきが泊とまり込んだり、兄の友人達が入り浸びたりだったりで、なかなか一緒に眠れなくて寂しい思いをしたぐらいで……。


（何日ぐらい、休めんだろ）


　急な休きゆう暇かみたいだし、移動にかかる時間を考えれば、そう長く日本にはいられないだろう。


（あんまし期待しないほうがいーかな）


　今はまだ週の始めだから、一日中一緒にいられる週末まで日本にいてくれるなんて甘い期待はしないほうがよさそうだ。


（あー。……おれってば、なんか侘わびしーの）


　ちゃんと顔を合わせてお帰りなさいだっていってないのに、先回りして兄が帰る日のことを考えて警けい戒かいしている自分が、なんだか酷ひどく寂しい。


　とりあえず今だけは余計なことを考えないで無む邪じや気きに甘えてしまえと、ころんと寝返りをうって熟睡している兄にすり寄る。


（………なんだ？）


　すり寄った途と端たん、恵は何かが違うと違い和わ感かんを感じた。


（兄ちゃん、こんなにでかかったっけ？）


　兄のサイズは、ずっと添い寝ねをしてもらっているうちに体で覚えてしまった。


　だが、そのサイズと今ここにある体のサイズがあからさまに違う。


　恵ほどではないが、兄の望も標準よりは華きや奢しやで小こ柄がらだ。


　それなのに、触ふれ合った所から感じる肩かたや腕うではがっしりしていて、未いまだかつてない筋肉質っぷりだったりするのだ。


（ボディー・ビルとかやって、鍛きたえたのかな……。でも、なんか……匂においまで違う……か……も）


　兄はいつだって、シャンプーとかボディーソープとかの清潔な匂いがしていたはず。


　でも、いま鼻び腔こうをつくのは、あきらかにメンズものの香こう水すいの香かおりで……。


（―――もしかして、おれ、間違った？）


　脳のう裏りに浮かんだその可能性に、恵はゾッとした。


　ここにいるのが兄でないとしたら、自分はいったい誰に添い寝しちゃってるのか？


　鍵に異常はなかったから泥どろ棒ぼうじゃないと思い込んでしまったが、ベランダに続く窓は開いていたのだ。


　最近のテレビで、屋上からロープを使って侵入する泥棒がいると警告してはいなかったか？


　もし運よく泥棒でなかったとしても、合い鍵を持っている兄以外の誰かということになる。


　この家の鍵はたしか五本ほどあったはず。


　自分と兄が一本ずつ、スペアで家に一本。兄が海外にいく際、何かあったときのためにと遠方の叔お父じ夫ふう婦ふに一本渡わたし、残りの一本はいったい誰に預けたんだっけ？


　パニックを起こしかけた頭でグルグル考えたが、どうにも思い出せない。


（とりあえず、顔、みてみっか……）


　敵情視察とばかりに、ずりずりと肘ひじで匍ほ匐ふく前進して毛布から顔を出そうとしたら、いきなり目の前に腕が伸びてきた。


「な……なに？」


　力強い腕に軽々と引きずりあげられ、気づいたときには、腕枕まくらされてあやすように背中に腕を回されていた。


（やっぱ、にーちゃんじゃなーい！）


　廊下から零れてくる微かすかな灯あかりに、目を閉じたままの横顔が浮かび上がっている。


　至近距きよ離りに迫せまった、陰いん影えいがくっきりと浮かび上がる彫ほりの深いその男の横顔に、恵はまったく見覚えがなかった。


「ちょい待って。これ、間違いだって」


　寝ぼけているらしい男の腕から逃にげ出そうと、恵は上半身を起こしかけた。


「……でしょうね」


　が、脱だつ走そうを遮さえぎるかのように、男の腕がやんわりと身体からだに絡からみついてくる。


「わたしは、いつだって間違っていましたから……」


　兄よりも随分と声が低い男にすっぽりと抱だき込まれて、恵は焦あせった。


「そうじゃなくて、おれが間ま違ちがったんだってば。頼たのむから放せって」


「修正はいつでもできますよ。お話の続きは後で……。今はもう少し眠ねむりましょう」


「わかったって。あんたは寝てていーよ。おれも自分の部屋で寝るからさ」


　だから放せってばー、とジタバタ暴れたが、男の腕は頑がん丈じようでどうにもならない。


（しかもこいつ、目、あいてないし）


　身体の上で自分がこんなに暴れてるのに、寝ぼけていられるなんてなかなか図太い神経をしてやがると、妙みようなことに関心してしまう。


「そんなつれない。同じ夢路は辿たどれないのだから、せめて側そばに……」


（うわっ、くっさ）


　男のくっさいセリフに恵は絶句した。


　勝手に人の家に上がり込んで熟睡した挙げ句、どうやら自分のことを彼女と勘かん違いしているらしいと思うと、むかむかと腹が立ってくる。


「あーもー、だから間違いなんだって。頼むから目、開けて。ちゃんと見てくれよー」


「君のほうこそ、いい加減口を閉じて……」


「え、え……ええっ？　ちょっ……」


　いきなりガシッと首根っこをつかまれ、ギュッと唇くちびるが押しつけられた。


（なになに？　なんの冗じよう談だんだよ、これー!?）


　押しつけられた唇は、感かん触しよくを残す間もなく、すぐに離れた。


「……っ。――なんなんだよ、もー。いいかげんっ……ぅっ……!!」


　すかさず文句をいおうとしたら、身体を入れ替かえられて再び唇が押しつけられる。


（うわっ、なんでー）


　二度目のキスは、最初のときとは違って、すぐには終わらなかった。


　突とつ然ぜんのことで、拒こばむ間もなく男の舌が歯列を越こえて侵しん入にゆうしてきた。


　いきなりの不法侵入に、本能的にびびって逃げようとする恵の舌に絡みついてくる。


　他人の舌、しかも見知らぬ男のそれが自分の身体の中に入ってきてるんだと思うと、なんだかもの凄すごく気味が悪い。


　そう頭では思っているはずなのに、男の巧たくみなキスは、恵の身体に今まで知らなかった感覚を与あたえた。


　身体の奥がむず痒がゆいような、痺しびれたような感覚。


　怖こわいと感じたときに一いつ瞬しゆん身がすくむ、その感覚に少し似ていたかもしれない。


「……ふっ…ん……」


　ぴちゃっと生々しい唾だ液えきの音と共に、自分自身の鼻にかかったかすれ声が耳に届いて、恵は羞しゆう恥ちで真っ赤になった。


（こんなの……冗談じゃない）


　今すぐ逃げ出したいと思うのに、不可解な感覚に支配された身体は、男が与える感覚に翻ほん弄ろうされるばかりで思うように力が入らない。


　突つっ張ぱっていたはずの腕の力も抜ぬけ、わずかに残る力で男の服をギュッと握にぎりしめることぐらいしかできなくなる。


　長い長いキスのあと、やっと男の唇から解放されたときには、文句をいう気力すら残ってなくて、もうヘロヘロだった。


「いい子だから、もう寝ねなさい」


　男は恵の耳元に音をたててキスすると、その頭を胸の上に抱き寄よせた。


「ん……」


　恵は抵てい抗こうする気力もないままに抱き寄せられ、低い声であやすように囁ささやかれて条件反射のようにうなずいていた。


（なんだろ……。これ）


　布越ごしに感じられる体温や背中にまわされた腕の感触が、不思議なことに心ここ地ち良く感じられてしまう。


　兄と一いつ緒しよに眠っていたといっても、腕が触れ合う程度の距離でしかなかった。


　こんなにピッタリ誰だれかとくっついて眠ることなんて、今までなかったような気がする。


（なんか落ち着く感じ……）


　さっきのキスで跳はね上がっていた心臓の鼓こ動どうが徐じよ々じよに静まっていく。


　規則正しい男の寝息に誘さそわれるように、いつのまにか恵も眠りに落ちていた。







★




「起きてください」


　ゆさゆさと揺ゆさぶられて、恵は目を覚ました。


「んー……なに？」


　目を開けると、見知らぬ男が自分の顔を覗のぞき込んでいる。


「あー？……あ、あんた！」


　昨夜の記き憶おくが一気に甦よみがえった恵は、飛び起きて、ベッドの隅すみっこまで逃げた。


　壁かべに背中をくっつけ、毛布を抱き抱かかえる。


「おはようございます」


　奇き妙みようにもベッドの上に正座していた男は、ぺこりと頭を下げた。


「あ、おはよう……ござい…ます」


　つられて頭を下げてしまってから、恵は改めて男の顔を観察した。


（うっわー、男前！）


　寝起きで髪かみはぼさぼさ、服はヨレヨレで、眼めだって眠そうに瞬まばたきを繰くり返していて、完全には開いていない。


　それなのに男前に見えるんだから、たいしたもんだ。


「恵くん、ですよね？」


　寝ぼけ眼まなこのままで微ほほ笑えみながら、軽く小首を傾かしげて尋たずねられ、恵はうなずいた。


（なんか、調子狂くるうな……）


　おっとりとした口調が、柔やわらかく響ひびく低い声によく似合っている。


　物もの腰ごしも柔らかで礼れい儀ぎ正しいし、警けい戒かいしているのがなんだか酷ひどく申し訳ない気持ちにさせられてしまう雰ふん囲い気きだ。


「はじめまして。わたし、佐原隼はや人とと申します」


「さはら……はやと…さん？」


　酷く聞き覚えのある名前だ。


「どっかで聞いたよーな。えーっと……。――あ！　兄ちゃんの友達の？」


「はい」


　日曜の電話で、時間に融ゆう通ずうが利きくからすぐに助けが必要なときには頼たよって大だい丈じよう夫ぶだと兄がいっていた例の人だ。


「じゃ、もしかして家の鍵かぎも持ってたり？」


「はい。望から預かってます」


「なんだ。そっか……」


　それなら知らぬ間に家の中に入っていたのも納なつ得とくできる。


（でもなー、断りもなく勝手に入って寝てるっつーのは非常識すぎんじゃないの？）


　そんな気持ちが顔に出たのか、佐原は慌あわててかぶりをふった。


「いえ、違います。――昨夜は恵くんがいる時間にと思って伺うかがったんですけど、まだ帰宅してなかったので仕方なく勝手に上がらせていただいたんです。それで待ってるうちに眠ねむ気けに襲おそわれて、それで一時間だけ仮か眠みんを取ろうと思ったら、どうも熟じゆく睡すいしてしまったみたいで……。――う～ん、どういい繕つくろっても非常識には変わりないですね」


　すみません、と佐原は深々と頭を下げる。


　ほとんど土下座同様の姿だ。


「いや、別にいーけど……」


　正座した成人男性、しかも兄の友人に土下座させてしまうなんて、なんとも気まずい。


「あのさー、頭あげてくんない？」


「はい」


　いわれるまま素す直なおに姿勢を正した佐原は、今度は真正面からじいっと恵の顔を見つめてくる。


「なに？」


「恵くんは、あまり望とは似てないんですね」


「あー、うん。だな」


（またか）


　兄の友達に会うたびに必ず繰り返される会話だった。


（兄ちゃん、美人だもんなー）


　兄の望は、どちらかというと母親似の優やさしげで繊せん細さいそうな容よう貌ぼうの持ち主だった。


　そのせいで兄の友達連中は、いかにも元気がよさそうなそばかす顔の恵を見ると、期待が外れたといわんばかりにがっかりするのが常だった。


　兄に比べて顔の造作が劣おとることには劣れつ等とう感なんてこれっぽっちもないけど、勝手に期待した挙げ句、失望した顔を見せつけられるのは、正直面おも白しろくない。


「似てなくて、がっかりした？」


　先読みしてそういうと、佐原は「いいえ」と首を横に振ふった。


「逆です。望から聞いていたとおり、実に可愛かわいらしくて驚おどろいただけですよ」


　弟は凄すごく可愛いんだと学生時代から耳にたこができるぐらいに聞かされ続けていたけど、望のブラコンぶりは有名だったからあまり信用していなかったのだと、佐原が微笑む。


（なんか、この人って……）


　可愛らしいなんて言葉、冗じよう談だん混じりならともかく、よっぽど小さな子供相手でないと使わないもんじゃなかろうか？


　恥はずかしげもなく面と向かっていわれて、逆に恵のほうが赤面してしまった。


「あー、で、なんの用？」


　気き恥はずかしさから思わず視線をそらしながら聞いた。


「ああ、すみません。肝かん心じんの話をしてなかった。実は、望から電話があったんです。弟がひとり暮らしをしているマンションで頻ひん繁ぱんに泥どろ棒ぼう騒さわぎがあって心配だから、泥棒騒ぎが収まるまで側そばにいてやってくれないかと」


「側にって……。まさか、同居？」


「そうなりますね」


「そうなりますねって、そんな簡単過ぎない？　佐原さんはそれでへーき？　仕事とか家族とか、色々あるんじゃないの」


「ひとり暮らしだから、ご心配なく。仕事のほうも一段落ついて今は暇ひまだから……。ああ、でも恵くんは嫌いやかな？」


　嫌なら無理強じいはしないけど、と佐原が不安そうに見つめてくる。


　友人の弟とはいえ、初対面の相手が住む家に、一時的にでも同居してくれなんて非常識なお願いをしたのは兄なのだ。


　昨夜の一件を思うと、同居なんて冗談じゃないって感じなのだが、兄に非常識なお願いをさせてしまうほど心配をかけていた恵には、断る権利はないように思えた。


「嫌じゃないけど……」


　しぶしぶながらうなずくと、佐原は「よかった」と露ろ骨こつにホッとした。


「あ、でも、昨夜みたいなのはナシだから……」


　寝ぼけて自分と恋こい人びととを取り違ちがえただけだと分かっていても、念を押さないことには少々不安だ。


（喜んでたとか思われて、勘かん違いされちゃまずいし……）


　昨夜のキスを思い出して恵は赤面する。


　濃のう厚こうなキスにのぼせて、ろくに抵てい抗こうもできなかった。


　それどころか、あやされるように抱だきかかえられて朝まで熟睡してしまっていたのだから、自分で自分が嫌になる。


　昨夜は不意打ちのキスに戸と惑まどって抵抗しきれなかっただけ。


　それに、寝ね不ぶ足そくだったせいもあって、ひさしぶりの人の温ぬくもりに安心して、つい眠ねむってしまっただけなのだ。


　相手が兄の友人だけに、兄の為ためにも無用な誤解は避さけたかった。


「昨夜って？」


　佐原はキョトンとして、赤面している恵を見つめ返している。


「覚えて……ないの？」


「はい。もしかして、寝ぼけてなにかしでかしましたか？」


「覚えてないなら、別にいーんだ」


（らっきー!!）


　恵は心の中で万ばん歳ざいしながら、にまっと笑って誤ご魔ま化かした。


「とりあえず、朝ご飯でも食べよっか」


「あ、わたしのことなら気にしなくていいですよ」


「遠えん慮りよしないでいーよ。一人分も二人分も一いつ緒しよだし」


「でも、こんな時間だから……」


　佐原が壁かべ掛かけの時計を指さしている。


「そもそも、急がないと遅ち刻こくするんじゃないかなと思って起こしたんですよ。よく寝てたから起こすのはなんだか可か哀わい想そうだったんですけどね」


「そーいうことは、もっと早くいってよ！」


　どんなに急いでも、もう遅刻決定の時間帯だった。


　抱きしめていた毛布を放り投げ、恵は慌てて朝の身み支じ度たくにかかる。


「佐原さん、悪いけどおれが帰るまで適当にやってて」


　家を出がけに、玄げん関かん先まで見送りにきてくれた佐原に恵が早口でいうと、佐原はおっとりと微ほほ笑えみながらうなずく。


「そうさせてもらいます。――いってらっしゃい。気をつけて」


　こんな風に誰だれかに見送って貰もらえるなんて随ずい分ぶんひさしぶりだ。


「……いってきます」


　恵はくすぐったい気持ちで答えた。








　学校についたときには、もう授業が始まっている時間帯だった。


　しかも運の悪いことに一時間目は体育で、急いで着き替がえて体育館に向かったが、既すでに授業時間は半分も残っていなかった。


「遅おくれてきた分のペナルティに、今日のボールのあとかたずけは、おまえが一人でやるんだな」


「うえー」


　バスケットのミニゲームの審しん判ぱんをやっていた体育の教師に怒おこられた後、壁かべ際ぎわで観戦しながら順番待ちをしているクラスメイト達の列に向かう。


「めぐちゃん、大遅刻じゃんよ」


「委員長さんが二日連続遅刻ってまずいんじゃねーの？」


「昨日のは遅刻じゃないしー。それにさ、委員長だから、あえて悪い見本をみなさまにみせてあげてんだよ」


　笑いながらかまってくれるクラスメイト達に、「おれさまを見習うなよ」と威い張ばりながら列の最さい後こう尾びに並んだ。


「おはよー。どのぐらいのペースで入れ替えしてんの？」


　今まで最後尾に立っていたクラスメイト、五十嵐いがらしに話しかけると、「十分交代」と無表情のままで五十嵐が答えた。


「ちなみに今のゲームは始まったばかりだ」


「えー、まじ？」


　首を伸のばして並んでる人数を確認した恵は、がっかりした。


「じゃ、おれ、出番なしじゃん。バスケしたいな」


「今のゲームで一いち巡じゆんだから、頼たのめば前の奴やつが順番を代わってくれるんじゃないか」


「そっか。そーしよっかな」


　身長は小さいものの、恵は自分の運動神経を人並み以上だと自負している。


　さすがにネット下の攻こう防ぼうには加われないが、小回りが利きく恵は、中学時代にバスケ部だったこともあって戦力になれる自信もある。


　一回もゲームしないままボールのあとかたづけをするのもつまらないし、前の奴に頼んでみようと、恵が列を外れかけたとき、


「ちなみにゲームには加わらないほうがいいと、俺は思うが」


　と、五十嵐が呼び止めた。


　五十嵐はどちらかというと無口な質たちで、話しかければ会話に応じてくれるものの、自分から話しかけてくることは滅めつ多たにない男だ。


「なんでだよ？」


　珍めずらしいこともあるもんだと、恵は自分より頭ひとつ以上でかい五十嵐を見上げる。


「そこ」


　五十嵐が恵の耳元を指さした。


「絆ばん創そう膏こうでも貼はってからのほうがいい。見つかると騒さわぎになる」


「ここ？　血でもでてんの？」


　指さされた場所を指先で撫なでてみたが、指には血はついてない。


「どーいうこと？」


　キョトンとして五十嵐を見上げたら、五十嵐は無表情なままでいった。


「キスマーク」


「!!」


（やばっ）


　昨夜のアレだとすぐにわかった。


（そんなに強くやられなかったと思ったのにー）


　あの程度でキスマークがつくなんて思ってもみなかったし、忙いそがしくてろくに鏡もみなかったから、まったく気づいていなかったのだ。


「……あの…さ。内ない緒しよにしてくれるよな？」


　真っ赤になって耳元を押さえながら恵が頼むと、五十嵐は軽くうなずく。


「さんきゅ」


　見つけてくれたのが、五十嵐でよかったとマジで思う。


　四よつ股またをかけておきながら、最終的には女生徒達のお許しをいただけた強つわ者ものは、さすがにひと味違ちがう。


　他ほかのクラスメイトだったら、今ごろおもしろ半分に大騒ぎされていたはずだ。


（やっぱ、経験豊富な奴は余よ裕ゆうだ）


　ちらりと五十嵐を見上げ、見上げなければならない身長差にガクッとくる。


　恵はクラスの男子の中で一番身長が低いし、女子と比べても半数以上には負けてしまう。


　さらに童顔のせいもあって、同級生の女の子たちからは年下扱あつかいされてばかりだし、下級生の女の子たちからまで「めぐちゃん先せん輩ぱい」呼ばわりされるぐらいだ。


　完全に恋れん愛あい対象として認識されてないらしい。


（……あーあ、あれがファーストキスだったのになー）


　月並みだが、ファーストキスはやっぱり好きな女の子としたかった。


　とはいえ、恵の理想は自分より小さくて可愛かわいらしい女の子だったりするので、客観的に考えれば相手を見付けるだけでも一苦労だったろう。


　それに両親を亡なくしてからの恵には、恋愛に夢中になれるだけの精神的余裕もなかったから、やっぱり彼女をつくるなんて無理な話だったのだけど……。


（せめて、もうちょっとソフトなキスだったらよかったのにさ）


　初めて触ふれる他人の唇くちびるの感かん触しよくを味わうどころか、無理矢理侵しん入にゆうしてきた舌が強ごう引いんに引きずり出した感覚に酔よって、訳がわからなくなってしまっていた。


　しかも相手は男。


　あまりにもハードなファーストキスの思い出になってしまった。


（佐原さんが覚えてないのが唯ゆい一いつの救いだよな）


　ついうっかり昨夜の感触を思い出してしまった恵は、耳元を押さえたままでがっくりとうなだれた。








　鍵かぎを開けて玄関のドアを開けると、テレビの音が聞こえてくる。


（なんか、こーいうのひさしぶり）


　兄が計らってくれたこととはいえ、他人をこの家に住まわせるのは恵としてはあまり面おも白しろくない事態のはずだった。


　それなのに、家の中に人の気配がするのを感じただけで、気持ちが勝手に浮うき立ってくる。


　恵はウキウキした気分のままで、制服のネクタイをはずしながらリビングのドアを開けた。


「ただいまー」


「はい、おかえりなさい」


　ソファーにゆったりと腰こし掛かけ本を読んでいた佐原が、穏おだやかに微笑んでむかえてくれる。


（うーわー、やっぱり男前）


　朝の段階では髪かみにも服にも寝ね癖ぐせがついてヨレヨレだったが、今は一転して頭の先からつま先までパリッとしていた。


　軽くサイドに流した艶つやのある黒い髪、切れ長の黒目がちな瞳ひとみ、すうっと通った鼻筋や薄うすい唇は、純和風な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


　いかにも高級品そうな仕立てのよいシャツやスラックスをなにげに着こなしているその姿は、気品さえ感じるほどだ。


（和服とか似合いそーな人だな）


　兄と同い年なら、まだ二十代前半なのに、浮うわついた感じがないからもっと老成してみえる。


「佐原さんって、兄ちゃんと同い年？」


　試ためしに聞いてみたら、佐原はうなずいた。


「もっと年上にみえますか？」


「うん」


「まだ駄だ目めですか」


　佐原は少しがっかりした顔をする。


「いやなんだ」


「少しね。昔から実年ねん齢れいより上にみられることが多くて、高校時代のあだ名が若わか年どし寄よりなんですよ。二十歳過ぎれば年相応にみられるようになるかと思ってたんですが、あと十年ぐらい待たないと駄目そうですね」


「贅ぜい沢たくな悩なやみっぽい」


「そう？」


「そうだよ。佐原さんって、年取ると逆に年齢不ふ詳しようになりそうなタイプにみえるしさ。それに比べておれなんか、こんなちっこいから年取ったら絶対悲ひ惨さんだよ」


「小さいだなんて……。まだ二年生なんだから、この先、まだまだ伸びますよ」


「えー、まだじゃないって。もう二年だよ」


　恵はむうっとふくれた。


　実際のところ、高校生になってからは一・五センチしか背が伸びてないのだ。


　根こん拠きよのない慰なぐさめなんかじゃ、ちっとも気持ちが癒いやされやしない。


「ついでに、こんな童顔だしさ。私服着てると、いっつも中学生に間ま違ちがわれんだもん。もー、すげーやだ」


「え？　中学生じゃ――」


　佐原がいいかけた言葉を途と中ちゆうで飲み込んだ。


「……ない。これでも高校二年生」


「――それは失礼」


　佐原はなんともバツの悪そうな顔になる。


「別にいーけど……。――でもさ、おれが中学生だと思ってたせいで、兄ちゃんの頼たのみを受けたんなら帰ってくれていいよ。マジな話、おれだって子供じゃないんだし、同じマンション内で泥どろ棒ぼうがあったぐらいじゃ怖こわいなんてことないし、全然へーきなんだからさ」


　恵はふてくされてそっぽを向く。


「いや、あのね……」


　佐原は、そんな恵をみて、まいったなぁと困こん惑わくしている様子だ。


（ホント、年を間違われんのなんて、いつものことだから別にいーんだけどさ）


　これが家の外でのことだったら、いかにもふくれてますって顔はしなかっただろう。


　場の雰囲気を保つために冗じよう談だんめかして混ぜっ返して笑い話にするか、本当に気にしていないんだとあっさり受け流していたはずだ。


　そうしなかったのは、ここが自分の家の中だったから……。


　自分のテリトリー内にいる安心感から、つい我わが儘ままな態度をとってしまう。


　自分のことを頼めるぐらいに兄が佐原を信用しているんだという事実もあるから、余計に気が緩ゆるんでしまうんだろう。


（浮かれすぎかも……）


　あまりにも子供っぽい態度であきれてるんじゃないかと、こっそり横目で佐原の表情をうかがった。


「――あのね」


　視線があうのを待っていたかのように、佐原が穏やかに微ほほ笑えむ。


「君は平気でも、望は心配で仕方ないみたいだよ。お兄さんを安心させてあげるためにも、しばらくここに置いて欲しいんだけど」


　どうかな？　とまるで子供に諭さとすような口調でいわれた。


「……別にいーけど」


（なんだ、全然へーきじゃん）


　この人だったら、一いつ緒しよに暮らしても疲つかれないような気がする。


　穏やかで大人だから、無理にはしゃいだりふざけたりしなくても、きっと微笑んでいてくれるし、こっちの生活ペースを乱さずにいてくれそうだ。


　兄と同い年だからなのか、子供扱いされるのもそんなに悪い気がしないし。


（さすが兄ちゃん）


　自分の知らないところで決まってしまったこの同居だけど、兄の人選の確かさに感心してしまう。


　少なくとも恵の性格を考えた上で、頼む相手を選んでくれたんだろう。


　兄になるべく心配をかけないようにしたいとは思っているけど、離はなれて暮らしている兄がちゃんと自分のことを考えて、本気で心配してくれてるんだと実感できるのは素す直なおに嬉うれしい。


「着き替がえてくる」


　勝手にほころんでしまう頰ほおをみられるのが照れくさくて、恵は自分の部屋に逃にげ込んだ。








　トレーナーにジーンズと、ラフな服に着替えてリビングに戻もどると、コーヒーのいい香かおりがした。


　カウンター越ごしにキッチンを覗のぞくと、佐原が使い終わったやかんをレンジに戻すところだった。


「おや、そのトレーナー大きすぎるんじゃないですか？」


「あ、うん。兄ちゃんのお下がりだから」


　もう着ないといっていたのを貰もらったやつだった。


　サイズは合わないし、袖そで口ぐちなんかもボロボロだけど、着ているとなんだか安心するから愛用している。


「変かな？」


「家の中だけなら平気でしょう。ぶかぶかしているのも、非常に可愛かわいらしいし……。――恵くん、ミルクと砂糖は？」


　佐原がコーヒーサーバーとカップをカウンターに置きながら聞く。


「あ、ミルク。――そのコーヒー豆、どこにあった？」


　兄がいるころは豆のコーヒーを飲んでたけど、ひとり暮らしになってからはもっぱらインスタントだ。


　兄がどこかにしまっていたのを引っ張り出してきたのなら、賞味期限が非常に気になる。


「見当たらなかったので、近所を散策がてら買ってきました」


「フィルターとかも？　コーヒーメーカーなら、どっかにしまってたはずだけど……」


「わざわざ探さなくてもいいですよ」


　探そうとしてキッチンに入ろうとしたが、出てきた佐原に押おし戻された。


「だって、面めん倒どうじゃない？」


「いいえ。自分でゆっくりお湯を落として淹いれる行こう為いそのものが好きなので」


「ふーん」


　随ずい分ぶん暇ひまなんだ、とはさすがにいえない。


「ここは住みやすそうな街ですね」


「うん、そーだな。比ひ較かく的てき新しい街だから、街並みなんかも綺き麗れいに区画されててお洒しや落れな感じだし、下手に都心に行くより、ここの駅前のほうが買い物には便利なんだって」


（なんか、なつかしーな）


　たしか、このマンションを購こう入にゆうする際に母がそういっていたような気がする。


　都心で働いていた父は通勤時間が増えるのがなぁと渋しぶっていたが、都会の狭せまいアパートでせせこましく暮らすより伸のび伸びできるし子供達のためにはこっちのほうがいいかと最後には折れて引っ越こすことになって……。


「朝の話の続きをしても？」


　コーヒーに口をつけながら、しんみりしてしまっていた恵に、佐原が話しかけてくる。


「朝の話？　同居の件ならＯＫだけど」


「では、望にいわれたように、彼の部屋を使わせてもらってもいいんですね？」


「うん。兄ちゃんがいいっていってるんなら、おれが反対する理由ないし」


「お言葉に甘えて……。――で、望の部屋はどこなんですか？」


「へ？」


　恵はキョトンとした。


「高校生のころに一度だけお邪じや魔ましたときは、望があの部屋を使ってたので、今もそうかと思って入ってしまったんですが……今は恵くんが使ってるんですよね？」


　勝手に入ってしまってすみませんと、佐原が軽く頭を下げる。


「今もあそこが兄ちゃんの部屋だよ。おれの部屋は向かい側だし」


「そう……なんですか？」


「うん」


　恵がうなずくと、佐原は酷ひどく困惑したふうだった。


「でも、だったらどうして、わたしたち一緒に寝ねてたんでしょう？」


「……あー、それはー……」


（やば……。どーしよ）


　佐原にしてみれば当然の疑問だ。


　兄と勘かん違ちがいして佐原が眠ねむっているベッドに潜もぐり込んでしまった恵は、マジで青くなった。


　なんとかはぐらかせないかなと思ったが、神しん妙みような顔で恵の答えを待っている佐原の気を逸そらすのは無理っぽい。


　高校生にもなって兄に添そい寝をして貰いたがってることを知られるのはもの凄すごく嫌いやだが、誤魔化せない以上、本当のことをいうしかない。


　兄が信用している友人相手に簡単にばれるような噓うそをついて、自分の評価を下げたくない。


　同時に兄に対する評価をも下げることにも繫つながりそうだから……。


「………実はさ――」


　きっと子供っぽいと笑われるだろうなと思いつつ、恵は真相をしぶしぶながら白状した。


　が、予想に反して佐原は笑わなかった。


「ぬか喜びをさせてしまったみたいですね」


　逆に、酷く申し訳なさそうな顔をする。


「そもそも、恵くんになんの連れん絡らくもしないままでお邪魔して眠り込んでしまったわたしが悪い。――期待させたこと、謝ります」


「いーよ、そんな気にしなくて。おれがそそっかしいのも悪いんだし、それに兄ちゃんだって悪いよ。佐原さんを呼んだこと、おれに一言もいってくれなかったんだもん」


　頭を下げる佐原に、恵は慌あわてていった。


　なんだか佐原には謝られてばかりな気がする。


（この人、ホントいい人だな）


　佐原からみれば、恵はずっと年下だ。


　それなのに対等な相手に接するような態度で話しかけてくれるし、自分に非があると思ったら、なんの躊ちゆう躇ちよもなく頭を下げてみせる。


「きっと、時差の都合で恵くんに連絡しそびれたんでしょう。わたしのところに連絡をくれたのは、日曜の真夜中過ぎでしたし」


「ふーん。じゃ、兄ちゃん、おれと電話したあとで急に心配になっちゃったのかな。佐原さんには迷めい惑わくな話だね」


「そんなことはないですよ。まだ起きてましたから」


　佐原が穏おだやかに微笑む。


「ならいーけど。――そーだ。佐原さん、荷物片付けようよ」


　着替えにいったとき、廊ろう下かに見慣れない大きなボストンバッグが置かれてあった。


　今のパリッとした服装を見る限りでは、佐原はかなりのお洒落好きとみた。


　ボストンバッグの中には、きっと大量の服がしまわれているに違いない。


「兄ちゃんのクローゼット、空にするからちょっと待ってて」


「え、そんな、いいですよ。直接バッグから出し入れすればいいことですし」


「駄だ目め駄目。一いつ泊ぱく二泊じゃないんだから、ちゃんとしといたほうがいいって」


　恵は兄の部屋に向かった。


　両親が使っていた部屋に何度か往復して、クローゼットを空にする。


　兄のクローゼットの中にはあまり服が残されていないから楽勝だった。


「どーぞ」


「ありがとう」


　佐原はボストンバッグを開け、中身の整理を始めた。


「なんか、随ずい分ぶんきちんと荷造りしてない？」


　予想通りに仕立てのよさそうな服が大量に入っていたが、それだけじゃなく香こう水すいの瓶びんや整せい髪はつ料などの小間物、靴くつの箱やノートパンコンまで入っている。


　バッグの中身を覗き込んで恵は感心した。


「仕事が一段落ついたから、海外にでも旅行に行くつもりで荷造りしてたところに望から電話があったんですよ。で、そのまま、ここにきたので」


「そっか……。旅行の邪魔しちゃって、なんか悪かったかな」


「そんなことありませんよ。どこか特別に行きたいところもなかったし……。要は環かん境きようを変えたかっただけなんです」


「ふーん」


　特に邪魔そうでもなかったから、恵はベッドに座って荷物の整理をする佐原をぼんやり眺ながめた。


「佐原さんって、兄ちゃんとは高校の頃ころからの友達なんだよね？」


「はい。そうなりますね」


「クラスが一いつ緒しよ？」


「一緒だったのは一年のときだけで、あとは生徒会の活動を一緒にやってました」


「え、佐原さんも？」


「はい。会計をやってました。――そこにあるアルバムに写真が載のってますよ」


　佐原が指さした先は兄の本ほん棚だな。


　青い背表紙、といわれて引っ張り出した本は、高校の卒業アルバムだった。


「初めてみる」


　生徒会の写真が載っているページを開くと、懐なつかしい高校の制服姿の兄がいた。


「兄ちゃんの高校って詰つめ襟えりだったんだよな。うらやましーの」


　制服のネクタイを結ぶのが面めん倒どうだと日々思っている恵が、写真をみてうらやましがる。


「だったら、恵くんも同じ高校にすればよかったのに」


「あー、それ無理」


　兄たちが通っていた高校だと、少々遠くて電車通学をしなきゃならなくなるし、なにより恵のおつむでは入学は到とう底ていかなわないレベルだったりなんかする。


「兄ちゃん、やっぱ若いなー」


　高校時代の兄は、今より少しだけ頰ほおがふっくらしていて可愛かわいい感じがした。


「副会長か……」


　写真の下には、役職名と名前が載っている。


「あ、この会長さんの顔知ってる。こっちの人も……。遊びに来て一緒に夕食を食べてったことが何回もあるよ。――もしかして佐原さんとも会ってたのかな」


「今日が初対面ですよ。わたしは皆みなとは別行動することが多かったので……。一度だけお邪魔したことがありますが、恵くんはお留守でした」


「ふーん。あ、佐原さん発見！」


「若いですか？」


「……ちょっとだけ」


　本人が気にしているらしいから、はっきりとはいえないが、今より少しだけ髪かみが短い佐原は、それなりに若くみえるものの、それでも制服を着ていなければ成人男性に間違われるレベルだった。


（なんか、初うい々ういしくないんだよなぁ）


　この卒業アルバムの顔写真は、みんなそれなりに緊きん張ちようした面おももちでうつっているのに、佐原だけは妙みように落ち着き払はらっているようにみえるのだ。


　微かすかに微ほほ笑えみを浮かべているその顔には、カメラを向けられる緊きん張ちよう感は全然なく、まったくの自然体だ。


「会計だったんだ」


「はい。若年寄にはそろばんが似合うからと、会長直々に任命されまして……」


　実際には電でん卓たくを使ってたんですけどね、と不本意そうに佐原が付け足したが、「それ、傑けつ作さく」と腹を抱かかえて笑っていた恵の耳には届かなかった。








「それで終わり？」


　しばらくすると、蓋ふたを閉めたボストンバッグを佐原が壁かべ際ぎわに立てかけた。


「はい」


「タオルとかは洗面所の棚たなにあるから、好きに使って。――えーっと、あとは……。なんか質問ある？」


　リビングに戻もどりながら、恵が聞く。


「そろそろ夕食の時間帯ですよね？　夕食はどこに食べに行きますか？」


「へ？」


「この近所だとファーストフード店しかないから、駅前まで出るのかな？」


「家で食ってんだよ。わざわざ出で掛かけないって」


「もしかして恵くんが自分でつくってる？」


　佐原が、凄すごい、偉えらいですねと大おお袈げ裟さに驚おどろく。


　恵は凄く嫌いやな予感がしてきた。


「つくってるっていうか、解かい凍とうする程度だけどさ。――ねぇ、あのさ」


「なんですか？」


「佐原さんって、確かひとり暮らしだっていってたよね？」


「はい、そうですけど」


「だったら食事はどーしてた？」


「通いで身の回りの世話をしてくれる人がいるので」


「それって、お手伝いさん雇やとってたってこと？」


「お手伝いさんというか、家に代々つかえてくれている人がいまして。ひとり暮らしをしているわたしを心配してあれこれ世話を焼いてくれてるんですよ」


　それでも月の半分ぐらいは外食してましたけどね、と佐原はおっとりと微笑む。


「あーあのさ。掃そう除じとか、洗せん濯たくとかって自分でしたことは？」


「ないですけど」


（最悪……。役立たずじゃんか）


　ひとり暮らしをしていたのなら、身の回りのことは自分でできる人だろうと思ったのだが、ハズレだ。


　おっとりとした口調と穏おだやかな物もの腰ごしは、生まれのよさの表れだったらしい。


　美徳だと思っていた、そんな佐原の性質が、途と端たんに厄やつ介かいなものに思えてくる。


「お手伝いくらいならできると思うんですけど……」


　恵の表情からまずい雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、佐原が遠えん慮りよがちにいった。


「手伝って貰もらうほど、手の込んだ料理なんかできないから」


（おぼっちゃまみたいだし、冷れい凍とう食品なんか食ったことなかったりして……）


　不安を感じながら、キッチンに向かい冷凍庫を開ける。


　後ろからついてきた佐原は、恵と一緒に、ぎっしりと冷凍食品が詰まった冷凍庫を覗のぞき込んだ。


「これって、冷凍食品ですよね？」


「うん、そーだけど。食ったことある？」


「いえ、初めてです」


「けっこう食えるもんだよ。――パスタ、グラタン、ピザ、チャーハン、どれがいい？」


　聞くと、少し戸と惑まどったような声が返ってきた。


「どれでも。……恵くんの好きなもので」


「んじゃ、パスタな」


　一度に二人分は解凍できないから、一皿ずつ電子レンジにかける。


　次いで、トマトを洗っていたら、「サラダを作るんですか？」と覗き込まれた。


「違ちがう。このまま食べんだよ」


　お手本とばかりに洗い立てのトマトを一口かじる。


「えーっと、他ほかにはなにを？」


「あとはジュースかコーヒーだけど、足りない？」


「足りないでしょう」


　佐原が初めて不快そうな顔をした。


「じゃ、もう一袋ふくろ、パスタ食う？」


「量じゃなくて、栄養が足りないといってるんですよ。――いつもこんな食生活なんですか？」


「そーだけど」


（この人、怒おこると声が普ふ段だんより低くなるんだ）


　ヒステリックにうわずるよりずっといい、なんてことを考えながら、マイペースに答える。


「恵くんは成長期なんだから、もう少し考えないと」


「ちゃんと考えてるって。だから、ほら、トマト」


　佐原に洗い立てのトマトを手て渡わたした。


「こんなんじゃ全然足りませんよ」


「栄養は学食の昼食で摂とってんだ。カロリーはしっかり足りてるから、大だい丈じよう夫ぶだって」


「そんな食生活だから、背も伸のびないんじゃないですか」


　一番気にしてることをいわれて、ピキッときた。


「うっさいな。おれは、あんたみたいに恵めぐまれた環かん境きようじゃないんだよ。ご飯をつくりにきてくれる人なんかいないんだ。しょーがないだろ」


　むうっと唇くちびるを尖とがらせて睨にらむ。


「そう……でしたね」


　恵の視線を受けた佐原は、痛そうに眉まゆをひそめた。


「すみません。感情的になってしまいました」


　らしくないな、と佐原がひとり呟つぶやく。


「別にいーけど……。手伝ってくれる気があんなら、コーヒー淹いれてくんない？」


「わかりました」


　なんとなく気まずくなって、会話が途と切ぎれる。


　パスタの解凍が終わって、簡単すぎる夕食がテーブルに並んだ。


　いただきます、と礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつして佐原がフォークを手に取るのを、恵はちょっとだけ緊張しながら観察する。


（大丈夫かな）


　おぼっちゃま育ちらしいから、きっと舌も肥えてるに違いない。


　初めて冷凍食品を口にする佐原が、どんな反はん応のうを示すか興味津しん々しんだ。


　佐原がフォークに巻き付けたパスタを口に運ぶ。二、三度咀そ嚼しやくすると、慌あわてた様子でコーヒーカップに手を伸ばした。


「どう？」


「……面おも白しろい味付けですね。少し……水っぽくて、ちょっとだけ柔やわらかすぎるような気がしますけど、そういうものだと思えば、まあなんとか」


　きっともの凄く不ま味ずかったんだろう。笑う口元がちょっとひきつっている。


（無理しちゃって……）


　果か敢かんにもパスタに再び挑いどんでいる佐原を眺ながめながら、恵はちょっと気の毒になってきた。


　化学調味料ばりばりの味付けは、おぼっちゃまの口には未知の領域だったのだ。


「佐原さんってさ、コンビニ弁当とかは食べたことある？」


　冷凍食品よりはマシかと思って聞いてみた。


「コンビニの弁当はないですけど、普通のお店の仕出し弁当なら、たまに食べてましたよ。仕事関係の客人が季節物の食材を使ったものを手みやげにしてくれることがよくあるので」


「……あ、そ」


　佐原がいうところの普通のお店のレベルがいまいちよくわからないが、客人の手みやげだというのなら、冷凍食品やコンビニ弁当とは雲うん泥でいの差なのは確実だ。


　冷凍食品もコンビニご飯も駄だ目め、かといって料理の基本すら知らない恵が料理したんじゃ、佐原の味覚を破は壊かいしかねない。


　可か哀わい想そうだが、この食生活に慣れてもらうしかなさそうだ。


「そういう差し入れ貰うのってなんか珍めずらしい。佐原さんって、どんな仕事してんの？　兄ちゃんは時間に融ゆう通ずうがきく仕事だっていってたけど」


「確かに普通のサラリーマンに比べれば、ずっと自由に時間を使えますね。でも、忙いそがしいときは逆に悲ひ惨さんなんですよ」


「ふーん、で、どんな仕事？」


「自由業です」


　佐原がにっこりと微ほほ笑えんで答える。


「自由業っていっても、色々あるじゃんか」


「そうですね」


「そうですね、じゃなくて――」


　なにをやっているのかを聞きたいんだよと、いいかけてやめた。


　兄が信しん頼らいしている人なんだからヤバイ商売とかに係わってはいないだろうし、普段のおっとりした笑みとは違う、妙みようにわざとらしい笑みを浮うかべている佐原には答える気がまったくないのがみえみえだったから……。


「――いーたくないんなら、別にいーけど」


「すみません。――逆に質問してもいいですか？」


「なに？」


「恵くんは、部活動はなにを？」


「中学の頃ころはバスケやってたんだけど、今はやってない」


「ああ、身長が……」


　佐原が気の毒そうにいいよどむ。


「ちがう！」


　なんで何度も何度も人が気にしていることをいうんだろう？


　恵はむうっとふくれた。


「部活やると色々面めん倒どうが増えるからやってないだけなんだからな」


　本当はもう一つ理由がある。


　部活をやるとどうしても帰宅時間が遅おそくなって、誰だれもいない暗い家に帰らなきゃならなくなる。


　それが嫌いやだったのだが、そんなの他人にいうことじゃない。


「そうですか。単にものぐさなんですね」


「…………まーな」


（けっこう失礼かも、この人）


　口調も物もの腰ごしも穏おだやかだし、腰も低いのに、他人への肝かん心じんな気き遣づかいができてない感じだ。


「佐原さんは、高校のとき部活やってた？」


「いちおう剣けん道どう部でした。生徒会のほうが忙しかったので、大会が近づかないと練習しなかったんですけどね」


「………毎日練習しなくても大会に出られるぐらい強かったんだ？」


「そうなりますね。中学までそれなりに名のある道場に通ってたので、基本的な能力は部の中でもトップでしたし」


「他の部員に文句いわれなかった？」


「いわれませんよ。それなりにいい成績をとっていましたし……。ああ、でも、さすがに全国大会では準決勝止まりでしたけどね」


「あ、そ」


　どうやら失礼なんじゃなくて、遠えん慮りよとか謙けん遜そんとかの持ち合わせがないだけらしい。


「佐原さんってさ、大たい抵ていのことはさらっとやっちゃえるほうだろ？」


「大抵のこと？」


「勉強とかスポーツとか……。できなくて苦労したことなんてないんじゃない？」


「ああ、それはそうかもしれないな」


「やっぱりな。うらやましーの」


　外見は上等で、性格も穏やか、さらに頭脳も運動神経も人並み以上。


　それだったら、きっと挫ざ折せつも知らないだろうし、劣れつ等とう感だってもつ必要がないだろう。


　他人を羨うらやんだり妬ねたんだりする気持ちを知らないから、躊ちゆう躇ちよすることなく自じ慢まん話ができるんだろうなーと恵は思う。


（おれなんか、劣等感だらけだもんなー）


　頭はよくないし、背も低い。


　そんな自分が嫌だから、つい他人を羨んでしまうことがある。


　そんな暗い気持ちを知ってるから、他人からはそんな風に思われたくないと思う。


　だから、たまに誉ほめられたり、羨ましがられたりすることがあっても、おどけて道どう化けをよそおってしまったりして……。


「佐原さん、人生楽勝でしょ？」


　恵は行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえをついてため息をこぼした。


「そうでもないですよ」


「なんで？」


「大抵のことができるせいで、わたしは達成の喜びというのを知らないらしいので……」


　佐原は苦笑した。


「なに、それ？」


「高校生のときに、教師からそういわれたんです。望にも似たようなことをいわれたな。苦労もなく得た評価に真の喜びは伴ともなわない。可哀想な奴やつだ、……なんてね、そんなことを切々と語られたんですよ。――そもそもおまえは、自分の意志で何かをやり遂とげたいと思ったことがあるのか？　みたいなこともいわれたかな」


「なんか、それって馬ば鹿かにしてねー？」


「馬鹿に……してますか？」


「してるって。勉強だってスポーツだって、できないよりできるほうがいいじゃん。大体さ、学校でやらされることって殆ほとんど強制だし、そこで苦労せずいい成績とったからって文句つけるのは違ちがうんじゃないかなー。――その先生ってさ、実は生徒がすごーく苦労してんのをみるのが好きな変態とかじゃない？」


「いや、それはないでしょう」


　恵の意見に、佐原が苦笑しつつ首を振ふる。


「珍しいぐらい生徒から信頼されてた方でしたし……。まぁ、当時はわたしも訳の分からないことをいう人だと、少々不ふ愉ゆ快かいに思ったんですけどね。でも、最近になって、その意味が少しだけわかってきたかな」


「そうなんだ」


「はい。…………結局、空くう洞どうなんですよ。わたしは」


「どういうこと？」


　訳がわからず恵はキョトンとした。


「これ以上は愚ぐ痴ちになるので、やめておきましょう」


　佐原はそんな恵に、おっとりと微笑みかける。


「そんなことより、恵くんの学校での話を聞かせてくれませんか？　ひさしぶりに高校時代のアルバムをみたら、なんだか懐なつかしくなって」


　あからさまにはぐらかされた。


（別にいーけど……）


　目の前でいきなり扉とびらを閉められた感じがして面おも白しろくないが、もともと佐原は兄の友人なのだからしかたない。


　兄のおまけの自分が踏ふみ込んでいい領域じゃなかったんだろう。


「おれの学校の話なんて面白くもなんともないよ。――今日だって、遅ち刻こくしたせいでバツ当番させられちゃうしさ」


「バツ当番？　掃そう除じですか」


「違う。バスケットボールの後かたづけ。遅おくれてったせいで、ゲームには混ざれなかったし、散々だよ」


「それはそれは……。もっと早くに起こせばよかったですね」


「へ？　佐原さん、もっと前から起きてたの？」


「はい。恥はずかしながら、昨夜は眠ねむるのが早かったので」


「うわー、じゃ、マジでもっと早く起こして欲しかったな」


「すみません。恵くんがとても気持ちよさそうに寝ねてたから起こすのが気の毒になって……。――それに眠る前とはあまりにも状じよう況きようが変わってたので、うろたえて判断力が鈍にぶってしまったようです」


「あー、そっか。ははは」


　目が覚めたら見知らぬ男の子が隣となりで眠ってるんだから、うろたえて当然。


　恵としては、もう笑って誤ご魔ま化かすしかない。


「他ほかに遅刻のペナルティは？　わたしが高校生のときは、遅刻回数がある一定のラインを超こえるごとに、掃除とかボランティア活動とかやらされてたようですけど」


「うちの学校も似たようなもんだよ。一月に五日以上遅刻すると、学校近くの道路のゴミ拾いとかやらされんだ。でも、ま、真ま面じ目めにやるやつなんかいないけどね」


「恵くんは、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「へーきだよ。今月に入って初めての遅刻だし」


「それはよかった」


　佐原が心からほっとしたような笑え顔がおをみせる。


（こういうの、ホント……ひさしぶり）


　夕食時、穏やかに微ほほ笑えむ顔が目の前にある。


　それだけで、食べ慣れて飽あきていたはずの冷れい凍とう食品が、いつもより美お味いしく感じられるような気がする。


　テレビをみながら、ひとりでもそもそ食べる夕食は味気なくて、なにを食べても同じだと思っていた。


　でも、こんな風に会話しながらゆっくりと食事できるんなら、手間がかかっても夕食の品数を増やす努力をするのも悪くない。


（心しん配ぱい性しようの兄ちゃんに頼たのまれたから来てくれてんだよな。佐原さんには、なんの得にもならないのにさ）


　まだ知り合って間もないし、むかついたりもしたけど、佐原と過ごすのは正直いって楽しい。


　学校にいるときの恵は、いつも賑にぎやかな不特定多数のクラスメイト達の輪の中にいるから、誰だれかひとりの人とこんなに長く会話したのは随ずい分ぶんとひさしぶりだった。


（おれってば、実は会話に飢うえてたんだなー）


　この同居はどうやら恵のほうに得が多いみたいだ。


　佐原に促うながされるまま、恵は学校でのいつもの日常生活をしゃべり続けた。











　順番でお風ふ呂ろに入った後、二人は一いつ緒しよにリビングを後にした。


「じゃ、佐原さん、おやすみー」


　兄の部屋のドアノブに手をかける佐原に声をかけ、恵も自分の部屋のドアに向かう。


「そっちで寝るんですか？　じゃ、わたしも」


「へ？」


　ドアを開けかけていた恵は、ビックリして勢いよく振り向いた。


「なにいってんの？　そっちで寝なよ」


「いえ、遠えん慮りよしないでください」


「遠慮なんかしてないけど……」


（急になにいってんだ、この人）


　恵は混乱するばかりだ。


「わたしは、ここに帰って来たくても来れない望の代わりに来たんです。だから、望の代わりにできることがあるならなんでもしますよ」


「なんでもって？」


「望と一緒に寝てたんでしょう？」


「そりゃそうだけど……」


「だったら、一緒に寝ましょう」


「寝ましょうっていわれても……。おれ、まだ佐原さんのことよく知らないし、逆に緊きん張ちようして眠れなくなっちゃうよ」


「昨夜はよく眠ってたじゃないですか？」


「それは――」


　おまえが強制的に眠らせたんだろーが！　とはいえない。


「遠慮しないで。今だけは、わたしをお兄さんだと思ってくれて甘えていいんですよ」


（あー、なんか、あり地じ獄ごくっぽい）


　おっとりといい人全開の笑顔でいわれると、非常に断りにくい。


「ところで、恵くんのベッドのサイズは？」


「普ふ通つうのシングルだけど……」


「ああ、それならこちらの部屋のほうがいいですね。明日は寝ね坊ぼうしないようにしないと」


「あ、あの、でもさ……」


　純じゆん粋すいな好意からの申し出をどうやって断ろうかと戸と惑まどっているうちに、恵は佐原にむんずと腕うでをつかまれて部屋に引っ張りこまれた。


「さ、早く寝ましょう」


「え、でも……」


　恵が遠慮して尻しり込ごみしているとでも思っているのだろう。自分が親切なことをしていると信じて疑わない佐原は、恵の肩かたをがっしり抱だいてベッドに誘さそう。


（うう……枕まくらがふたつ）


　昨夜、自分の部屋から持ってきた枕が、元からある枕と並べて置かれている。


　濃のう厚こうなキスが記き憶おくに新しい恵は、なんとも複雑な気分になった。


「どっち側で寝ますか？」


「………壁かべ際ぎわは嫌いや」


　追いつめられて逃にげられなくなるような気がするから。


「じゃ、お先に。――恵くん？」


　先に毛布に潜もぐり込んだ佐原が、誘うように毛布をめくっている。


（もう、しょうがないか）


　ここまできて逃げるのは、さすがに佐原に対して失礼な気がする。


　恵は、ばふっとベッドに飛び込む。


「あのさ、佐原さん」


「はい、なんですか？」


　恵は、もぞもぞと身じろぎして居い心ごこ地ちのいい姿勢をとってから、ちろりと佐原を横目でみた。


「頼むから、寝ぼけないでよね」


「大丈夫ですよ。今まで寝ぼけたことなんてないですし」


「……寝ぼけたか、寝ぼけてないか、自分でわかんの？」


　寝ぼけてるときっていうのは、当然ながら当人は眠っている状態なのだ。自分でわかるわけがない。


「確かに自分ではわからないですけど、一緒に眠ったことのある人からは寝ぼけたなんていわれたことないですよ」


「………ふ～ん、そう？」


　よくよく考えれば、そうかもしれない。


　昨夜のようなシチュエーションで一緒に眠るのは、やっぱりそういうつきあいのある女性だろう。


　抱だき寄よせられて濃厚なキスをされたとしても、別段違い和わ感は感じないはずだ。


「――もしかして、わたし、昨夜寝ぼけました？」


　佐原は恵の言葉に不安を覚えたらしい。


　恵に覆おおい被かぶさるようにして、不安そうに顔を覗のぞき込んでくる。


「全然!!　ちっとも寝ぼけなかったよ」


　恵は慌あわてて毛布で口元をガードした。


「それならよかった。――灯あかり消しますよ」


　ベッド脇わきにある、背の高い間接照明が消されて、部屋の中が真っ暗になる。


　いつもは薄うす明かりのある状態で眠っている恵は、急に訪おとずれた闇やみにビクッとした。


（眠れるかな……）


　少々不安になったが、それよりまず先にやらなきゃいけないことがある。


　寝ぼけた佐原に彼女と間ま違ちがわれないよう、距きよ離りをあけることだ。


　恵は、もぞもぞと動いて、ベッドのギリギリ端はしまで移動した。


　が、しかし、やっと落ち着けると思った途と端たん、


「恵くん？　そんな端で眠ったら、落ちますよ」と、佐原が腕を伸のばしてきた。


「遠慮しないでくださいね」


　強ごう引いんに、肩がくっつくぐらいの距離まで引きずりよせられる。


「………佐原さんって、しんせつー」


「そんなこと、ありませんよ」


　どうとでもなれという心境で恵が呟つぶやくと、微妙に佐原の声が暗く沈しずむ。


「？　どっかした？」


　闇に少し慣れてきた目を凝こらしたが、佐原の表情まではみえない。


「なんでもないですよ。――おやすみなさい」


「……おやすみー」


　佐原が身じろぎする気配がしたが、しばらくするとそれも止やみ、静かになった。


（やっぱり暗いと駄だ目めかも……）


　いつもと違う環かん境きようのせいで、一向に眠くならない。


　毛布をかぶってしまったほうがいいかもしれないと思って、そうしてみたが息苦しくなるばかりで余計目が冴さえた。


　毛布から顔を出し、何度か寝返りをうってみたが、どうにもこうにも落ち着かない。


　そうこうしているうちに目覚まし時計の秒針の音が妙に大きく聞こえてきた。


（なんか、これって、かなりやなパターン）


　神経が完全に高ぶってしまっている。


　ちょっとだけドアを開けて廊ろう下かの灯りが入るようにすれば平気になるかも、と寝返りをうって起きあがろうとしたら、その気配に気づいたらしい佐原が、またしても手を伸ばしてきた。


「眠れないんですか？」


　ころんと腕の中に引っ張り込まれて、耳元で囁ささやかれる。


（うわ、目、つぶってるし）


　至近距離だけに、闇の中でも佐原が目を閉じたままなのがわかる。


「佐原さん、おれが誰だれか、わかってる？」


「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。わかってますよ」


（うひゃっ）


　声の響ひびきがさっきまでとは全然違っている。


　少しだけかすれた、低く響く、甘い囁き。


（絶対ねぼけてるよ。彼女と勘かん違いしてるしー）


　昨夜のことを思い出し、恵はびびった。


「大丈夫。わたしがついていますから、安心して眠ってください」


　宥なだめるように、唇くちびるが頰ほおに触ふれる。


（が、我が慢まんしなきゃ）


　人違いだと暴れても、佐原は絶対に目を覚まさないだろう。


　昨夜の経験から予測すると、ここで下手に抵てい抗こうすると更さらにヤバイ展開になるような気がする。


　恵は、心臓が口からはみ出しそうなぐらいドキドキしていたが、抱きしめられたままじっとしていた。


「眠れそうですか？」


「う、うん、へーき」


　少々うわずる声で答えたが、寝ぼけた佐原はそんな声の調子には気づかなかったようだ。


　恵の耳に唇をよせ、「おやすみなさい」と囁くと動かなくなる。


　耳にかかる寝息がくすぐったくて、恵は首をすくめた。


（今度こそ、ホントに眠ったかな？）


　しばらくジッとしていたが、規則正しい寝息が聞こえるばかりで変化はない。


（なーにが、寝ぼけないだよ）


　二日連続で寝ぼけたんだから、きっと普ふ段だんから寝ぼけ癖ぐせがあるに違いない。


（この人の彼女って、どんな人だろ？）


　寝ぼけながらも抱き寄せて甘く囁くぐらいなんだから、きっとすごく普段からラブラブなんだろう。


　佐原は顔もスタイルも頭も性格もいい。身につけているものをみただけで、お金に不自由してないのもわかるはず。


　こんな人なら、世の女性は放っておかないに違いない。


　よりどりみどりの中から、きっと最高にステキな女性をゲットしたに違いないと、羨せん望ぼう混じりに恵は思う。


（おれ、佐原さんの彼女に恨うらまれちゃうかもなー）


　本来なら、佐原が抱きしめて眠っているのは、その彼女のはずなのだから。


（おひとよし……）


　彼女と勘違いされて抱きしめられるのは迷めい惑わくだけど、それでも佐原と一いつ緒しよにいられる時間は恵にとっては楽しいものだった。


　友人の頼たのみだからといって彼女をほったらかしておくのはまずいだろうけど、それを佐原に警告する気にはなれない。


（よく寝てる……）


　佐原の寝息が、恵の耳をくすぐり続ける。


　いつの間にか、闇やみも、目覚まし時計の秒針の音も気にならなくなっていた。


　恵は、規則正しい寝息に誘さそわれるように、いつの間にか眠りに落ちていった。







★




「今日はなにかあるのか？」


　放課後、校舎をでようとしたら、偶ぐう然ぜん一緒になった五十嵐に声をかけられた。


「なんで？」


「時計、気にしてるようだったから」


「あ、うん、そう。――ちょっと待ち合わせ」


『今日は外で夕食を食べませんか？』


　朝、いつものようにリンゴと牛乳と菓か子しパンの朝ご飯を食べていたら、その朝食の内容にいたく不満そうな佐原にそういわれのだ。


　待ち合わせは駅に四時。


　少し街中を散策してから、夕食に行く計画になっていた。


「これの相手と？」


　五十嵐が自分の耳元を指でさしながら聞いた。


「……あー、あのさ。誤解しないでほしーんだけど、あれってキスマークとかじゃないから。ちょっとした事故でぶつかっただけでさ」


　なんとなく並んで歩きながら、恵は声をひそめて訴うつたえた。


「わかってる。他言はしないから」


（うわっ、完全に誤解してるし）


　心配するなといわんばかりにふかくうなずかれ、恵は頭をかかえたい気分だ。


　恵が自転車を取りに行く間もなぜか五十嵐は待っていてくれて、そのまま一緒に校門を出た。


「あ、そーだ。五十嵐って、たしかひとり暮らしだよな？」


「ああ、それがなにか？」


　五十嵐は、恵が引っ張る自転車の荷台に鞄かばんを置きながら答えた。


「ご飯とかって、どうしてる？」


「米だけは自分で炊たいて、おかずをスーパーの総菜コーナーで調達するか、女友達がつくっていってくれるかのどちらかだな」


「そっか、お総菜って手があるのか……」


　それだったら鮮せん度どにも味にも問題ないし、食べる量だけ買っていけばいいんだから無む駄だもない。大きめの店てん舗ぽなら、きっと種類も豊富にあるはず。


「さんきゅ。参考になった」


「ああ。――親が旅行にでも？」


「へ？　違ちがうよ。両親はずっと前に死んじゃってるし、高校になってからはずっとひとり暮らしだったし……。――今ちょっとお客さんがきててさ、なにを食べさせたらいーかわかんなくて悩なやんでただけ」


「初耳だな」


「お客さんが来た程度のこと、いちいち言い触ふらさないって」


「そっちじゃない。ご両親のこと」


「あー、うん。……やっぱり言い触らすようなことじゃないしさ」


　中学から一緒の友達はみんな知ってることだが、恵が自分からしゃべらないからみんな遠えん慮りよして口をつぐんでくれているらしい。


　だから高校になってからの友達は、恵の両親がいないことも、ひとり暮らしなんだってことも知らない。


「山やま田だは秘密主義なんだな」


「へ？　そんなつもりないけど」


「そうか？　俺がひとり暮らしなのは周知の事実だが、おまえがひとり暮らしだってことを知ってる奴やつはどれぐらいいる？」


「……担任ぐらいかな？」


　中学からの友達も、兄が海外に行ってしまったことまでは知らないはずだ。


「口数の多さでは山田のほうが断然上なのに、個人情報は俺のほうが知られてる」


　秘密主義だ、と、五十嵐が繰くり返す。


「そっ……かな」


「意識してないんなら重傷だ。あまりうちにこもってるのはよくないと、俺は思う。――じゃあな」


　学校近くのアパートに住む五十嵐は、軽く手をあげて細い路地へと入っていった。


「誰だれがうちにこもってるって……」


　反論する間もなく五十嵐に去られた恵は、釈しやく然ぜんとしないままむうっと唇を尖とがらせた。


　それに秘密主義なわけじゃない。


　両親が揃そろって事故で死んだことを人にいうと、みんな決まってなんといっていいのかわからないような、酷ひどく困こん惑わくした顔をするからいわないだけだ。


　恵は、自分が友達の間ではムードメーカーだってことを自覚しているし、そうありたいといつも思っている。


　だから、自分から場の雰ふん囲い気きを壊こわすような真ま似ねをしないようにしてるだけなのに……。


「普段はろくにしゃべりもしないくせに、余計なこといってくれちゃって…。――あ」


（やば、ひとりごと）


　すれ違う人のいぶかしげな視線に、自分がついひとりでしゃべってしまっていたことに気がついて、あわてて口を閉じる。


　佐原がいるせいで、家の中で思う存分しゃべれなくなったからだろうか？


　五十嵐と別れた後も惰だ性せいで自転車を引っ張っていた恵は、急いでその場を離はなれるべく自転車にまたがった。








　駅前の駐ちゆう輪りん場に自転車を停めて、待ち合わせの場所に向かう。


（あ、佐原さん、めっけ）


　普ふ通つうの人だったら、壁かべにもたれて立っていそうなシチュエーションなのに、佐原は自力でピンと背筋を伸のばして立っている。


（やっぱり目立つなー、あの人）


　薄うす手でのニットでラフな印象をつくってはいるけれど、折り目のついたスラックスと手に持った上着をみると、ソフトスーツを着てきたらしい。たかが夕食を食べに来たとは思えない出いで立ちだ。


　もともと顔がいい上に、スタイルも着ているものも上等で、その上、背筋がピッと伸びて涼すずしげにたたずんでいるその姿は、まるで映画の一場面のようで、前の通路を行きかっているヨレヨレのスーツを着こんだサラリーマンとは、まったく違う人種にみえる。


「佐原さん」


　声をかけると、佐原はゆっくりと首をめぐらせて恵の姿を視界に入れ、目を細め微ほほ笑えんだ。


「やあ、恵くん。――制服、よくお似合いですね」


「なにいってんの。朝もみたじゃん」


　いわれて、恵は思わず自分の制服を見下ろした。


　グレーの上着に、同系色のグレンチェックのスラックス。ネクタイはよくありがちなニット地の濃のう紺こんだ。


「朝はネクタイをしてなかったでしょう？」


「ああ、これ……。ネクタイ、嫌きらいなんだよな。おれ」


「窮きゆう屈くつですか？　それだったら、詰つめ襟えりのほうがずっと苦しいと思いますけど」


「違うよ。うまく結べないから嫌いなだけ。学校行ってから、女の子たちに結んでもらってんだ。その点、詰め襟だったらホックじゃん。楽でいーよな」


「ああ、そうだったんですか。じゃあ、明日からはわたしが結んであげましょうね」


「へ？　いーよ別に」


「遠慮しないで。朝からきちんとした身なりで家を出たほうが気分もいいでしょう？」


　遠慮してるわけじゃないのだ。


　一晩中佐原に抱だっこされたままで眠った挙げ句、朝にネクタイまで結んでもらうっていう状じよう況きようが、なんか非常に妙みような感じがして尻しり込ごみしてしまうだけだったりする。


（ま、いーか）


　佐原は自分が寝ねぼけて恵にキスをしかけていることにまったく気づいていないようだし、変に意識して悟さとられるのも厄やつ介かいだ。


「じゃ、時間があったら頼たのもっかな」


「大だい丈じよう夫ぶ。わたしが一いつ緒しよにいる間は、絶対に遅ち刻こくはさせませんから」


「あてにしてるよ。――とりあえず、どこ行く？　まだ夕食には早いし、この辺りにあるめぼしい店とか、一通り案内しよっか？」


「いえ、その必要はないです。実は、昨日から地図を片手に、この辺一帯を歩き回っていたので大たい抵ていのことはもう頭に入ってるんですよ。――散歩には最適な季節ですよね」


　暑くもなく寒くもなく実に過ごしやすい、と佐原はのんびりと顔をめぐらせ周囲の景色を見み渡わたす。


「……佐原さん、仕事は？　自由業って、もしかしてプータローのこと？」


「違いますよ。自主的に長期休きゆう暇かをとってるだけです」


「自主的に長期休暇を取れる自由業……。じゃ、フリーター？」


「はずれです。――恵くん、簡単な単語に走らないで、もっと具体的な言葉を使ったほうがいいですよ。フリーターといっても、仕事の内容は様々なんですから」


「……佐原さんって、変なトコ説教臭くさいんだね」


「…………年寄り臭いですか？」


「………………少し」


　なんとなく気まずくなって、あてもなく黙もく々もくと並んで道なりを歩く。


　しばらくすると、ちょうど本屋の前で佐原が立ち止まった。


「ここに入ってもいいですか？」


「うん。なに買うの？」


「料理の本を買おうかと思いまして」


「へ？　なんで？」


「どう考えても、ああいう食生活が成長期の身体からだにいいわけがないので、なんとか改善策を検討しようかと」


「……そんなの、別にいーのに。佐原さんって暇ひま人」


　足早に店の中に入っていく佐原のあとを追いながら、恵は小声で呟つぶやいた。


　佐原が自分のことを考えてくれているのが凄すごく嬉うれしいのに、妙に照れくさくて素す直なおに喜べない。


「休業中ですしね。せっかくの休みだし、有効に使わないと」


（おれのために時間を使うのって、佐原さんにとって有効なことかな？）


　ふと、そんな風に聞きたくなったが、グッと堪こらえた。


　佐原が、大事な友人の弟の為ためだからこんな風に親切にしてくれてるってわかってるし、実際に佐原の口からそういわれるのはなんだか辛つらいような気がして……。


「まずは包丁の使い方から教示してくれる本を探さないと……」


「それだったら、料理教室とかに通うほうがよくない？」


「それじゃあ技術を習得するまでに何ヶ月もかかってしまうから駄だ目めです。さて……」


　目当ての棚たなの前で、佐原は顎あごに手を当てつつ真しん剣けんな眼まな差ざしで背表紙を眺ながめている。


「あのさ、おれもちょっと考えてみて、ひとり暮らしの友達に聞いたりしてみたんだけど、スーパーとかデパ地下とかのテイクアウトを利用するのもいい手だと思わない？」


「ああ、確かにそうですね。メインの料理をそういうのに頼たよれば、簡単な付け合わせや汁しる物を自力でつくるだけですみますね」


「……やっぱりつくるわけ？」


「まかせてください」


　佐原は、なにやら使命感に燃えているようで、やる気満々だ。


　佐原が真剣に本を選んでいる間、恵は店内をぶらぶらうろついてめぼしい本を物色する。


　収しゆう穫かくもないまま佐原の元に戻もどると、佐原は大量の獲え物ものを抱かかえてご機き嫌げんになっていた。


　そのまま店を出て、歩道に出る。


「これで明日からは美お味いしいご飯を食べさせてあげられます」


「……そう？」


　恵は取り立てて不ま味ずいと思っていなかったが、佐原にとって、あの冷れい凍とうパスタは耐たえ難がたいほど猛もう烈れつに不味かったのかもしれない。


　本を読んだぐらいで料理の腕うでが上がるものかどうか非常に疑問なのだが、なんでもそつなくこなせるという佐原だけになんとかなってしまうかもしれない。


（楽しそーだし、ま、いーか）


「頑がん張ばって」


　妙に応おう援えんしたい気分になってそういうと、佐原は「はい」と嬉しそうに答える。


（可愛かわいいかも……）


　歩きながら、嬉しそうに書店の袋ふくろを覗のぞき込む佐原からは例の落ち着き払はらった雰囲気が消えている。


　そんな佐原をみているうちに浮うかれた気分が伝でん染せんしたのか、恵も「どんなの買ったの？」と、一緒になって袋を覗き込んでいた。








　夕食は佐原が案内してくれた店で食べた。


　駅を中心に、恵の住む新興住宅地とは逆方向に広がっている古くからの住宅街にその店はあった。


　木目調のドアに家か紋もんだけが小さく彫ほられた看板のない店で、恵は中に入るまで本当に食事処どころなのかと緊きん張ちようしてドキドキしてしまった。


「あんなとこに、あんな店があるなんて知らなかった」


「わかりにくい感じですからね。わたしも、昨日散歩していて偶ぐう然ぜん見つけたんですよ。――美味しかったですか？」


「うん、すっごく。……でも、妙に緊張しちゃったよ」


　わかりにくい店構えは、店が客を選んでいるという主張にほかならない。


　その店も一歩中に入るなり、高そうな一いち輪りん挿ざしや日本画なんかがさりげなく飾かざってあって、ファミリー向けの店とは一線を画していた。


　狭せまい入り口からは想像もできないような広い店内で食事をしている人達も、やっぱり恵が行き慣れていたような店の客とは違ちがった。


　声こわ高だかに話したり笑ったりする人はいず、みな上品そうにゆったりと食事を楽しんでいる風ふ情ぜいなのだ。


「ああ、じゃあ今度は個室にいきましょうか？　奥のほうに座ざ敷しきがあるそうですから」


「佐原さん、まじでまた行く気？」


　自分が誘さそったのだからと、支し払はらいは佐原が受け持った。


　恵は、最初のうち割わり勘かんで払うつもりだったのだが、伝票の金額が自分の一月分の食費と一緒なのをみて、口にチャックをしめることにしたのだ。


「はい。恵くんも気に入ってくれたようですし」


　また来ましょうねと、佐原がおっとりと微ほほ笑えむ。


（まじで金持ちなんだ、このひと）


　金銭感覚の桁けたが、自分とはあきらかに違う。


「うーん、じゃあさ、佐原さんが来たくなったら誘ってよ。いつでもつき合ってやるからさ」


「はい」


　つき合ってやる、という言葉にアクセントをつけ、暗におごりじゃなきゃ来ないぞという意志を示してみたのだが、佐原は一向に気づかなかったようで、いつものように嬉しそうにうなずくばかり。


「佐原さんの生まれた家って、どんな家？　普ふ通つうのサラリーマンじゃないよね？」


　とりあえず、お金にはまったく不自由してないんだろうなと恵は思う。


「祖父の代から弁護士を……」


「うわ、すげー。じゃ、佐原さんも？」


「一応資格は持ってますが、でも、気ままな自由業者のほうが向いているようなので、跡あとを継つぐつもりはまったくないですね」


「ふーん」


　佐原にとってはあっさり放り出せる程度の資格みたいだが、他ほかの人間にとってはそうじゃないはず。


　弁護士の資格を取るのが、どんなに大変かぐらいは恵だって知ってるんだから。


（達成の喜びを知らないって、そういうことなんだ）


　苦労せずになんでも手に入るし、なんでもできてしまうから、自分が成し遂とげたことへの執しゆう着ちやくとか誇ほこりとかを一いつ切さいもてないまま生きている。


（なんだかなぁ……）


　得意そうに延々と自じ慢まん話をするような人だったら嫌きらいになってしまっただろう。でも、自分の価値をまったく自慢できないのは少し虚むなしいことのような気がする。


（可か哀わい想そうっていっちゃ悪いんだろーな）


　なんでもできるスーパー人間を、なにもできない子供が哀あわれむのは失礼だ。


「たしか、恵くんは自転車でしたよね？　どこに停とめてるんですか？」


「あ、駅前」


　二人で駐ちゆう輪りん場じようを目指して歩きだす。


　住宅街から駅前の大通りに出たとき、いきなり急ブレーキの音が響ひびいて、二人が歩く歩道の脇わきに黒いスポーツタイプの車が横付けされた。


「なんだろ」


　急ブレーキの音は、両親の事故を連想させるから心臓に悪い。


　心臓が勝手にどきどきして、不安になった恵は佐原の上着の裾すそをこっそりつまんだ。


「あなた、こんな所でなにしてるの？」


　車から降りてきた女が、前置きもなく佐原に怒ど鳴なりつけた。


（すごい美人。どっかでみた顔っぽいけど、モデルかな……）


　殆ほとんどノーメークだが、くっきりとした目鼻立ちだけでみる人を圧あつ倒とうする美しさだ。


　身体からだにフィットした短い丈たけのワンピースが、スタイルのよさを際きわ立だたせている。


「休きゆう暇か中です」


「あいかわらずふざけた男。今が一番忙いそがしい時期のはずでしょう」


「とんでもない。わたしの仕事はもう終わってますよ」


「世間はそう思ってないわよ。あなたのマネージャーが血相変えて探し回ってたしね」


「おやおや、君にも迷めい惑わくを？」


「そうね。もう関係のなくなった人をかくまってるんじゃないか、なんて、あちこちから疑われて勘ぐられるし……。大変迷惑」


「それは失礼」


（なになに？　どーなってんの？）


　ちょっとびびってしまうぐらいの美人と佐原の会話に、恵は訳がわからずにオロオロしていた。


（仕事関係の人が佐原さんを探してるってことは、もしかして……）


「ねえ、もしかして、おれのせいで仕事さぼらせちゃったのかな？」


　不安になって、つまんでいた上着の裾を引っ張ると、「違います」と佐原はかがんで恵の顔を覗き込み、おっとり微笑む。


「恵くんとは関係のない話ですから、安心してくださいね」


「隼人、ちょっと、その子なに？　節操がないとは思ってたけど、まさか、あなた、そんな男の子にまで……」


　迫はく力りよく美人の強い視線から守るように、佐原は恵の前に立った。


「……勘かん違いしないでください。この子は友人の弟です」


「そう？　それならいいけど……。とにかく、映画公開が近いんだから宣伝ぐらいやってあげたっていいじゃない。原作者のあなたが表に出るだけで話題になるんだから……。主演の新人、あたしが気に入らないから表に出てくれないんだって泣いてるみたいよ」


「それはそれは、お気の毒に」


「そう思うんなら仕事してよね」


　忠告したからね、といい残し、女は車に乗り込むと再びタイヤの音をきしませて去っていった。


「映画公開が近い……原作者？」


　女が残したキーワードが頭の中でぐるぐる回っている。


「……あまり深く考えなくていいですよ。――恵くん？」


「あ、わかった!!」


　夕方に寄った書店でみた宣伝ポスターがパッと脳のう裏りに広がった。


「さっきの女の人、女優の松まつ下した塔とう子こだ!!　そうだよね？　で、佐原さんって、佐原隼人なんだ!!」


　最初に聞いたとき妙みように聞き覚えがあると思ったのも道理だ。


　佐原隼人は、デビュー作以来、女性の根強い人気を獲かく得とくしていて何作か映画化もされている売れっ子の恋れん愛あい小説家だった。


「雑誌でもテレビでも、いっつもサングラスかけてるから気づかなかった」


　優やさしげな切れ長の瞳ひとみを隠かくし、口元を引き締しめた写真は、クールで切れ者っぽい雰ふん囲い気きを醸かもし出していて、ここにいる佐原とは別人のようにみえる。


「わからないようにサングラスをかけてるんですよ。あまり顔を知られると、自由に歩き回ることができなくなりますしね」


「ふーん」


　佐原隼人は、作品の人気もさることながら、本人の恋愛関係の派手さも有名な作家だった。


　映画化されるたびに主演女優とのロマンスが話題になるのは殆どお約束で、女優やモデルのみならず、アナウンサーやスチュワーデス、看護婦などなど、作品に登場する女性のモデルになった職業の女性達と必ずといっていいほど噂うわさになっていた。


「松下塔子も、たしか佐原隼人原作の映画の主演やったんだよね？」


「まぁ、そうですね」


「……そっかぁ。兄ちゃんがいってた、要領よく女にもてる友達って、佐原さんのことだったんだ」


　夜中の寝ねぼけっぷりからさっするに、彼女がいるだろうとは思っていたが、きっと今まで話題になってきた不特定多数の女性達がそのお相手だったんだろう。


　思い返してみると、寝ぼけたときの佐原は決して固有名詞を口走らなかった。


　さすがだと、妙に感心してしまう。


「もてることは、まあ、たしかにもてますが……。彼女たちとはギブアンドテイクな部分が強いですからね」


　佐原は苦く笑った。


「ギブアンドテイク？」


「はい。わたしとの関係は芸能系の人間にはマスコミに名前を売るいいチャンスですし、一いつ般ぱん人の場合は自慢もできて虚きよ栄えい心も満足するでしょう？……わたし自身も、彼女たちとの付き合いで小説の題材を拾えますしね」


「それって利用してるだけってこと？」


「そうなりますか」


「彼女たちもみんなそれで納なつ得とくした？」


「たまに酷ひどく怒おこる人もいますね。その場合は、その場でお終しまいです」


「……それって、酷くない？」


「そう……、そうなんでしょうね。――さっきの彼女もその口で、別れるときはそりゃあ手酷く罵ののしられました」


　もう少しで刺さされるところでしたし、と、佐原はいつものようにおっとりと微ほほ笑えむ。


　自じ嘲ちよう気味に笑うならともかく、なんでこんな話題でいつもと同じように笑えるんだろうと、恵は不思議でしょうがない。


「あ、あのさ、彼女のこと、嫌きらいだったんじゃないよね？」


「もちろん。好ましいと思えなければ、つきあえませんから」


「じゃあさ、そんな彼女に、刺されそうになるほど嫌われるのって嫌いやじゃなかった？」


「とくには……。彼女にはその権利があるだろうと思いましたし」


「………なんか、佐原さんって――」


　不意に浮うかんだ考えは、なんだか寂さびしすぎて恵には口に出すことができなかった。


「なんですか？」


　いい淀よどんでしまった恵を、佐原が促うながす。


「…………自分のこと、嫌いなのかなーって思ったんだけど。――だって、おれだったらさ、そんなの我が慢まんできないし……」


　恵は、好きな人にはいつでも笑ってて欲しいと思う。


　笑ってる顔をみていれば、自分も幸せな気分になれるし安心できるから……。


　自分が幸せでいるために相手に笑っていて欲しいなんて、酷く自己中心的な考え方かもしれないけど、それが本心なんだからしょうがない。


「そう……かもしれないですね」


　佐原はそういうと、黙だまり込んでしまった。


（なに考えてんのかな？）


　生意気なことをいったから、もしかして怒ってるんだろうか？


　沈ちん黙もくが酷く不安だった。


「ここで、ちょっと待ってて」


　自転車置き場の入り口で佐原を待たせて、自転車を引っ張り出して急いで戻もどった。


　無言のまま並んで家路を辿たどる。


　マンションが視界に入ってきた頃ころ、


「わたしは、やっぱり間ま違ちがってるんでしょうね」


　佐原がぽつりと呟つぶやいた。


「――？」


　言葉の意味が分からなくて、佐原を見上げたが、佐原は微笑むばかりで答えようとはしない。


　答えて貰もらえないことは寂しかったが、とりあえず微笑みかけて貰えたことで恵はホッとしていた。







★




　翌日の放課後、昨夜から急に無口になってしまった佐原が気になって、大急ぎで家に帰ろうとした恵は、校門のところで五十嵐に呼び止められた。


「なに？」


　自転車を降りて見つめ返すと、五十嵐がノートサイズの封ふう筒とうを突つきつけてよこした。


「簡単にできる料理の作り方を女友達が書いたものだ。役に立つんじゃないかと思って」


「いーの？　おれなんかに渡わたしたら、彼女、怒るんじゃない？」


「彼女じゃない、女友達。――コピーだからかまわないと思う」


「あ、そ。さんきゅ……」


（わざわざ、コピーしてくれたんだ）


　無口でノリの悪い五十嵐は、他ほかのクラスメイトとは違ちがって恵のリアクションになんの反はん応のうも示してくれない。だから、あまり好かれてないんじゃないかと思っていたのだが、そうでもなかったらしい。


　好意的な気持ちを感じて、恵は嬉うれしくなった。


「余計なことを聞くようだが……」


　昨日と同じように並んで歩き出してしばらくすると、五十嵐が珍めずらしく戸と惑まどいがちに口ごもる。


「なに？」


「……今、家にいる客人が、これのお相手なのか？」


　五十嵐は自分の耳元を指し示した。


「え、そーだけど。でも、あの……」


　恋こい人びととかじゃないんだと言い訳しようとしどもど焦あせる恵を、五十嵐は強い目でみる。


「山田がひとり暮らしをしているのを知って強ごう引いんに押おし掛かけてきたとか、無理強じいされてるとかじゃないだろうな？」


「……無理強いって？」


「だから暴力とか脅きよう迫はくとかで、強引に関係を強要されてるとかだ。――もしその手のことで困ってるんだったら手を貸すぞ。自じ慢まんじゃないが、俺は口が堅かたい。余計な心配は無用だ」


　どうなんだ？　と真しん剣けんな顔で聞かれて、恵は思わず吹ふき出してしまった。


「それ、ぜんぜん違う。そんなんじゃないから……」


　自分が女の子みたいに小さくて頼たよりなくみえるから、そんな余計な心配をさせてしまったのかもしれない。


　少々プライドは痛むが、心配して貰えるのは素す直なおにありがたい。


「本当か？」


「うん。――どっちかっていうと物静かで優やさしい人だし……。兄の友達なんだ」


「なるほど。そういう縁えんで知り合ったのか……。なら心配はいらないかな」


　五十嵐が唇くちびるの端はしを微かすかに上げて微ほほ笑えむ。


（お、めずらし）


　滅めつ多たに表情を変えない五十嵐の笑みをみたのはこれが初めてだった。


　いつもは硬こう派はの強こわ面もてなのに、笑うといきなり爽さわやか系にみえる。こういうところが女の子にうけるのかもしれない。


「野や暮ぼをいって悪かった。――じゃあな」


「え、じゃあなって、ちょっと――」


　またしてもいいたいことだけいって、五十嵐は路地裏に消えていく。


「誤解したままじゃん」


　五十嵐の脳内では、恵は年上の恋こい人びとといちゃいちゃ二人暮らしをしていることになっているのだろう。


　しかも、彼のために慣れない手料理を作ろうとしているなんて思われているとしたら……。


（それじゃ、まるで新しん婚こんさんじゃん）


「……誤解とかなきゃ」


　でもなぁと、恵は思う。


　誤解を解くためには、キスマークをつけられてしまうまでの事情を説明しないといけないのだ。


　そうなると、以前、恵が兄と一いつ緒しよに眠ねむるようになった事情から説明しなきゃならないわけで……。


「口が堅いっていってたし、ま、いっか……」


　五十嵐は信用できるから、無理に誤解を解く必要もないだろう。


　恵は自転車に跨またがって、思いっきりペダルを踏ふんだ。








　玄げん関かんの扉とびらを開けると、味み噌その香こうばしい香かおりがした。


　恵はまっすぐにキッチンを目指した。


「佐原さん？」


「恵くん、お帰りなさい」


（あ、笑ってる）


　しかも、目め尻じりが下がるほど笑えみ崩くずれている。


「どーしたの？」


「どうしたもこうしたも……。ちょっと食べてみてください」


　手て渡わたされたお椀わんには、具ぐ沢だく山さんの味噌汁しるのようなものが入っていた。


「これ、なに？」


「鰯いわしのつみれ汁です」


「生なま臭ぐさいから嫌きらい」


「大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと生臭くないようにつくってあります」


　食べてください、と箸はしを持たされて促うながされ、しぶしぶながら口をつける。


「どうです？　生臭くないでしょう？」


「うん。意外……。けっこーうまいかも」


「恵くんの為ために、骨までミンチにしましたから、カルシウムいっぱいですよ」


「かるしうむ？」


「背が伸のびるようにですよ。それと、今日はじゃこのサラダなんかも作ってみようとおもってるんです」


（どーせ、おれは小さいよ）


　ピキッときたが、顔にはださずに我が慢まんする。


「あー、そ。頑がん張ばってね」


　昨夜みたいに無口になられるより、無神経でもしゃべっていてくれたほうがいい。


「おれも、手伝おっかな。――あ、これさ、簡単な料理法のメモだって。友達に貰ってきたんだ」


　五十嵐に貰った封筒を佐原に渡した。


「……女性の筆ひつ跡せきですね」


　中をみた佐原が、微び妙みように眉まゆを寄せる。


「うん。クラスメイトの彼女――じゃなくて、女友達が書いてくれたのをコピーしてくれたんだよ。役に立ちそう？」


「初心者向け過ぎます」


「そう？」


「ええ、このレベルはもうクリアしましたから。――恵くんが料理を覚えるというのなら、わたしが直接お教えしますけど」


　それともこっちのほうがいいですか？　と佐原は封筒をグッと突っ返して寄こした。


（もしかして、ふててる？）


　佐原にしては珍しいぐらいに感情的な動作だと思う。


　せっかく自分がやる気になっていたのに、余計な茶々をいれられたような気分になってしまったんだろうか？


「……メモを読むより、直接聞いたほうが覚えやすそーだから、どっちかっていうと教えてほしーかな」


「そうですか。――じゃあ、野菜の洗い方からご教授してさしあげますね」


　急に機き嫌げんをなおした佐原が、おっとりと微ほほ笑えむ。


（なんなんだ？）


　わけが分からなかったが、でも、まぁ、とりあえず佐原が楽しそうだからいーか、なんて思う。


　恵は、自分が急激に佐原に心惹ひかれていっているのにまだ気づいていなかった。







★




　金曜日の放課後の校内は、明日からの休みに向けて、微び妙みように浮うかれた雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　もちろん恵も例外じゃない。


　いつもだったら週末はひとりきりで過ごすことが多いけど、今週は一緒にいてくれる人がいるのだ。


　浮かれずにいろっていうのが無理な話だ。


「めぐちゃん、お呼びだしだよ～」


　早く帰ろうと、机の中の物を鞄かばんに放り込んでいたら、クラスメイトの女の子に声をかけられた。


　みると、教室のドアのところに生徒会役員の姿が見える。


「ども、なにか御ご用ようですか？」


　浮かれる気分のままに駆かけ寄って見上げると、先せん輩ぱいは酷ひどく困ったような顔をした。


「なにかって……、もしかして、めぐちゃんってば忘れちゃってる？」


「なにを？」


「だから、明日のバザーの件」


「あっ!!」


（やばい、まじやばい!!）


　バザーを主しゆ催さいする幼よう稚ち園えん児じの為に、ご褒ほう美びとしてお菓か子し袋ぶくろをつくることになっていたのを、佐原のことばかりに気を取られてしまってケロリと忘れていたのだ。


　慌あわてて振ふり向いて教室を見み渡わたしたが、半数以上は帰った後で、残っている生徒の半数近くは部活動に所属しているメンバーだった。


「どーしよ……」


「なに？　どうしたの？」


　最初に声をかけてくれた女の子が、オロオロする恵に、心配そうに声をかけてくる。


　事情を話すと、「今いるメンツだけでやるっきゃないね」と残っているクラスメイト達の説得に当たってくれた。


「人数足りないようだったら、生徒会からも手伝い出すけど？」


「えーっと、たぶん大丈夫なんじゃないかな。でも、もしものときはお願いします」


「了りよう解かい。――じゃ、業務連れん絡らく。生徒会のほうで調達したお菓子と包装用資材は、第二会議室のほうに運び入れ済み。それと、袋詰づめにするお菓子の種類や個数も黒板に書き出してあるから、そのとおりによろしく。明日までに予備を含ふくめて三百個のお菓子袋を作成するように。会場へのお菓子袋の搬はん送そうは明日の警備役に当たってるクラスの生徒がやるから、会議室におきっぱなしでＯＫだから」


「はい」


　がんばれ、といい残して生徒会役員は帰っていった。


「めぐちゃん、ごめん。あのさ、みんな用事があるみたいで、結局あたし達しか駄だ目めみたい」


　振り向くと、女の子ばかり三人が集まってくれている。


「謝るのはこっちだって。おれが忘れてなきゃ、もっと大人数でぱぱっとやれたのに……。負担増やしちゃってごめんな」


「平気よ、ねー」


「うん。部活終わってから手伝いに来るっていってる奴やつも二人いるしさ」


「第二会議室に行くといいんだよね」


「うん。よろしくー」


「まっかせて」


　女の子たちは、まるで遊びに行くみたいな軽い足取りで教室をでていく。


　恵は、最初にあみだくじでこの仕事を引き当てたとき、面めん倒どうくさいとか嫌いやがられたら嫌だなと思った自分がちょっと恥はずかしくなった。


「よっし、がんばるか」


　鞄を手に、恵も第二会議室へとむかった。








　作業は思ったよりはかどらなかった。


　大きなお菓子袋から何種類かのお菓子を取り分けて小さな袋に入れ、リボンをかけるだけの単純作業なのだが、実際にやると考えているよりずっと手間がかかるのだ。


「じゃ、今日は三人でカボチャソフトを食べに行くつもりだったんだ」


　気持ちは焦あせったが、それでカリカリしても始まらない。


　しゃべってると、すこしだけ気持ちが和なごむからか、みんな自然に饒じよう舌ぜつになっていた。


「そ、季節限定で、最近評判なんだよ」


「じゃ、悪いことしちゃったなー」


「平気。カボチャソフトは明日も明後日あさつても売ってるんだし」


「そうそ。困ったときはお互たがい様だし」


「うれしーな。おれ、泣きそー」


　うえーんと恵が泣き真ま似ねしてみせたら、「泣いてもいいけど、手は動かしてね」と、女の子達に笑いながら注意された。


「ああ、もう夕方」


　秋の日は沈しずむのが早い。


　女の子の声に顔を上げたら、窓の外は薄うす暗ぐらくなりかけていた。


「まだ三分の一は残ってるね」


「お腹なかすいたー」


「あー、じゃあさ、みんなもう帰ってくれても大だい丈じよう夫ぶだよ」


　恵が手伝ってくれていた女の子たちにそういうと、女の子たちはみんな驚おどろいたようにいっせいに顔を上げた。


「まだまだ大丈夫だって」


「そうよ。もー水みず臭くさいな。あたしたち、最後までつき合うからさ」


「えーでもさ、あんまり遅おそくまで女の子残すわけにいかないって」


「平気。どうせ、いつも遊んでるか塾じゆくかで、暗くなってからしか家に帰らないし」


「そうそ」


「そういってもなぁ……。あ、そーいえば、さっき誰だれか部活終わってから手伝いに来るっていってなかったっけ？」


「サッカー部の二人組のこと？」


「うん。残りはあの二人に手伝って貰もらうからさ」


　みんなは帰りなよ、とうながすと女の子たちは互いの顔を見合わせてからうなずいた。


　恵は、家に帰る女の子たちと同行して校門を出て、近所のコンビニに向かった。


　そこで自分と手伝いに来てくれる人の分の夕食を確保してから、すっかり暗くなってしまった道を学校に戻もどる。


「どうする？　まだ灯あかりついてるぜ」


　校門をくぐったとき、聞き慣れた声がした。


（サッカー部の坂さか田たの声だ）


　手伝いに来てくれる予定の片割れの声だ。


　グラウンドから部室へと戻る途と中ちゆうなんだろう。


「着き替がえたら手伝いにいくか？」


「えーでも、腹へったしなー。めんどくせー」


　声をかけようとした恵は、その言葉に足を止めた。


「俺らが行かなくても、他ほかの奴らが手伝いにいってるだろ。人手なら足りてるさ」


「そうだな」


　後こう輩はい誘さそってラーメン食いにいこーぜ、と話す声が徐じよ々じよに遠ざかっていく。


（他の奴らって、誰のこと？）


　遠ざかっていく二人のために買った物が、急に重くなったような気がする。


　恵は、なにもいわずにその場を立ち去った。











「別にいーんだ。気にしてないし……」


　ひとり会議室に戻った恵は、さっきより少しだけ乱暴な手つきで作業の続きに取りかかった。


　もとはといえば、クラス委員長としての仕事を忘れてしまっていた自分が悪いんだから、ひとりでもちゃんと作業は終わらせてみせる。


　他の誰かなんかいなくても、絶対に終わらせてみせる。


「やっぱり、おれにはクラス委員長なんて向いてなかったんだ」


　本来なら、リーダーシップも人望もない自分がやるべき仕事じゃない。


　いつだってみんなに好かれてたいと思ったから、推すい薦せんされたときに断り切れなかっただけ。


　クラス委員長をやってると、みんなの中心にいられるような、自分の居場所があるような気がしたから、そのままずっと続けてしまっていたけど、結局、自分はリーダーにはなれなかった。


　みんなが面おも白しろがってかまってくれる、ただのお調子者に過ぎないんだから。


「だから、面倒になると、ぽいってほったらかされちゃうんだ」


　みんなが自分に笑いかけてくれるし、話しかけてくれるし、親切にしてくれる。


　でも、その『みんな』は不特定多数の人達で、特定の誰かと特別に親しくしてるわけじゃない。


「うちにこもるって……そういうことなのかな」


　五十嵐の言葉が、今ごろ胸に刺ささってきた。


　嫌きらわれるのが怖こわいから、どうしても一歩を踏ふみ出せない。


　さっきだって、勇気を出してあの二人を呼び止めて手伝ってくれよと頼たのんでいたら、案外簡単にことは運んでいたのかもしれない。


　でも、『面倒くさい』という言葉が怖かった。


『面倒くさい』ことを他人に押しつけるような真似をするのが怖かったのだ。


「けっきょく、おれって学校でもひとりだったんだな」


　誰もいない会議室に、妙みように大きくひとりごとの声が響ひびく。


　たまに遊びに行こうと誘さそわれるけど、それだって、いれば楽しいだろうと期待されてのゲスト扱あつかい。


　あの女の子たちみたいに、いつも決まった誰かと連れだって遊んだりもしない。


　両親を一度に無くしたあのとき、失うことの恐きよう怖ふを身に染しみて感じた。


　失わないように、ひとりきりにならないように振ふる舞まった挙げ句がこの現状。


　大勢の人のまんなかで、まるで飾かざり物のようにポツンとひとりで立っている自分。


「別にいーんだ。……ひとりだって平気だし、ひとりだってちゃんと生きてられるんだからさ」


　自分の耳によく届くように、大きな声でそういって立ち上がった。


　外に灯りが漏もれないよう、会議室のカーテンをピッタリと締しめてから、再び作業を開始する。


　どうせ自分はひとりだし、心配してくれる人もいないんだから、どんなに遅くなっても平気だし、作業がおわるまでは絶対に帰らない。


　恵は意固地になって、黙もく々もくと作業を続けた。








「終わった……」


　全部のお菓か子しの袋ふくろ詰づめが終わったときには、十二時近かった。


　気落ちしながらの作業は、酷ひどく恵を疲つかれさせた。


「遅くまで、すみませんでした」


　何度も様子をうかがいに来た警備会社の宿直に会議室の鍵かぎを返して、疲れて重い足を引きずるようにして自転車置き場に向かう。


　自転車置き場の外灯は、切れかかってチカチカしている。


　その灯りが、疲れて乾かん燥そうした目に痛くて、恵は立ち止まって霞かすむ目をこすった。


「めぐむくん？」


　いきなり声をかけられて、恵は飛び上がった。


　みると、自転車を止めておいた付近に、背の高い人ひと影かげがいる。


「佐原……さん」


「やっぱりそうだ」


　佐原がホッとしたように肩かたを落とし、歩み寄ってくる。


「どうして？」


「なかなか帰ってこないから心配になって、地図片手に、散歩がてらきてみたんですよ。でも身内じゃないから警備室にいっても不ふ審しんがられそうだし……。それでこの自転車と一いつ緒しよに待っていることにしたんです」


　帰りましょう、と佐原が穏おだやかな声でうながす。


「心配……した？」


「あたりまえでしょう。これからは電話ぐらいしてくださいね」


「そっか、当たり前なんだ。なんだ、そっか……」


　ひとりだと思いこんで、意固地になっていた気持ちがボロボロと崩くずれていく。


「――すごい、うれし……か………」


　同時に乾かわききっていたはずの目に涙なみだが戻ってくる。


「あの……、めぐむくん？」


　いきなりボロボロ泣き出した恵に、佐原はあからさまにうろたえていた。


「どこか痛いんですか？」


　かがんで、心配そうに顔を覗のぞき込む。


「ちがっ……。ちょっと……ごめ…っ…」


　説明しようにも、後から後からこぼれる涙が邪じや魔まをして、うまくしゃべれない。


「へ……きだかっから……」


　しゃくり上げながら一生懸けん命めい訴うつたえたら、ふわっと肩を抱だかれて抱きしめられた。


「無理しなくていいですよ。平気じゃないから涙が出るんでしょう？　大だい丈じよう夫ぶ、落ち着くまでわたしはここにいますから。ね？」


　大丈夫、安心してくださいと、何度も耳元で囁ささやかれて、頰ほおに唇くちびるがあてられる。


（女の子じゃないのに……）


　女たらしだけあって、こんな慰なぐさめ方しかしらないのかもしれない。


　一いつ瞬しゆんそう思ったけど、そんな不満より、一生懸命にあやしてくれようとする気持ちのほうが嬉うれしく思える。


「……ふ…っ…」


　ばふっと佐原の胸に自分から飛び込んで、ジャケットにしがみついた。


　背中にまわされた腕うでと、頭を撫なでる大きな手が酷く温かく感じる。


　その温ぬくもりが、いま自分がひとりじゃないことを実感させてくれて、その安あん堵ど感からさらに新たな涙が溢あふれてきた。


「だいじょうぶ。大丈夫ですよ……」


　安心できる腕の中で、恵はいつまでも泣き続けた。











　その後、なんとか泣きやんで家に帰ったものの、口を開こうとするとまた涙が出そうになるから、恵はしゃべれないままだった。


　一晩眠ねむれば少しは気持ちも落ち着くような気がして、心配そうに見つめてくる佐原になにも答えられないまま、そそくさと自分の部屋のベッドに潜もぐり込む。


　気持ちは高ぶっていたけれど、泣きつかれたせいもあってなんとか眠れそうになったとき、部屋のドアをノックされた。


「入っていいですか？」


「どーぞ」


　佐原がためらいがちに部屋に入ってきた。


　同時に、微かすかなアルコールの香かおりが部屋に広がる。


「落ち着きましたか？」


「うん。――ありがと」


　佐原が差し出したカップを、恵は受け取った。


「なに、これ？」


「ホットミルクにブランデーを少々。夕食も摂とっていないようですし、これぐらいは飲んだほうがいいです」


「うん」


　うながされるまま一口飲む。


（きつっ……）


　思っていたよりブランデーの量が多いみたいで、食道がカッと熱くなった。


「今日は自分の部屋で眠るんですね」


「……うん」


「やっぱり、わたしじゃお兄さんの代わりにはなれませんか」


　少し寂さびしそうにいわれて、胸がチクッと痛んだ。


「そういうんじゃないけど……」


　正直いうと、さっきまで抱きしめてくれていた腕の中が、あまりにも居い心ごこ地ちがよ過ぎたのだ。


　自分からすり寄って甘えたいような衝しよう動どうを感じるぐらいに……。


　でも、それは兄に対する感情とはあきらかに違ちがうもので、恵はそんな自分の気持ちに戸と惑まどっていた。


「じゃあ、今日なにがあったか話してくれますか？　話すと少し楽になるかもしれないですし」


「別にいーよ。たいしたことじゃないしさ」


　にまっと笑って、誤ご魔ま化かそうとしたら、佐原が酷く痛ましそうな表情になった。


「たいしたことじゃないのに泣いたんですか？――噓うそでしょう。恵くんは我が慢まん強い子だとわたしは思います。それ相応の理由がなければ、あんな風に泣いたりしない」


　違いますか？　とやんわりと迫せまられ、「そんなの、わかんないよ」と、恵は首を振った。


「昔はさ、父さんも母さんも生きてた頃ころは、おれ、凄すごく我わが儘ままだったんだ。我が家の王子様はご機き嫌げん斜ななめだ、なんて兄ちゃんに茶化されるぐらいに……。おれ、その頃から全然成長してないから、きっと我慢強くなんかないと思うよ」


「我慢強いですよ。――少なくとも、望はそう思ってます。我慢して弱音を一いつ切さい吐はかないから心配なんだといってましたし」


「ほんと？」


「はい」


「そっか。そーなんだ」


　心配かけまいとして頑がん張ばってきたけど、そんな虚きよ勢せいは兄にはお見通しだったのだ。


「おれ、兄ちゃんに余分な心配かけちゃったのかな」


「そんなことはないと思いますよ」


　佐原はベッドの端はしに腰こし掛かける。


「愛情が深ければ深いほど、相手のことが気にかかるものです。離はなれていればなおさら……。恵くんがどんな態度を取っていたとしても、望が恵くんを思う気持ちには変わりはない。それに、計れるようなものでもないでしょうしね」


「そっかな」


「はい。――少なくとも、望やわたしの前では、我慢しないで自然体でいてくれていいんですよ。だから、ね？　話してみてくれませんか？　今だけ、わたしを望の代わりだと思って」


　穏やかな優やさしい声が、グサッと恵の心臓を突つき刺さした。


（今だけ……か。そーだよな、今だけだったんだよな）


　佐原は、自分の為ためにここにいてくれるわけじゃない。


　兄が望んだから、ここにいてくれるのだ。


　自分のことを心配してくれるのも、兄に頼たのまれた『今だけ』……。


（……いーかな、それでも）


　自分はひとりぼっちなんだと思ったときの、あの寂しさを思えば、『今だけ』の優しさでもないよりはましかもしれない。


　恵はカップに口をつけながら、ぼそぼそとしゃべり出した。


　クラス委員長としての自分の立場や友達との距きよ離り感のこと、そしてバザーの準備のこと。


「生徒会のほうに協力は頼めなかったんですか？」


「……思いつかなかった。誰だれかが手伝ってるだろうっていわれて、なんか無む性しように寂しくなっちゃって……意固地になっちゃって……。――誰か、なんて……誰もいないのにって……」


　思い出して再びしゃくり上げそうになったが、温かいミルクで無理矢理身体からだの中に押し込めた。


「……ちゃんと、わかってるんだ。これってやっぱり自じ業ごう自じ得とくなんだよ。誰かに嫌きらわれるのが嫌いやだからみんなにいい顔して、薄うすく広い付き合いしかしてなかったから、こういうとき二の次にされちゃうんだ。――ほんと自業自得なんだ」


「そんなに萎しおれなくても大丈夫ですよ」


「……根こん拠きよもない慰なぐさめいわれてもなー」


「根拠ならあります。恵くんが考えているほど、ひとりぼっちっていうわけでもないようですから」


「なに、それ？」


「なぜ、わたしが直接学校にいったかわかりますか？」


「なんでって、いわれても……。そこしか思い浮うかばなかったからじゃないの？」


「違いますよ。最初は、十時過ぎても帰ってこなかったら一足飛びに警察に電話を入れようかと思ってたので……」


「まじ？」


「はい。そのほうが手っ取り早いでしょう？」


　おっとりと微ほほ笑えまれて、恵はびびった。


「飛ひ躍やくしすぎだよ」


　こんなことで警察沙ざ汰たになってたら、恥はずかしくて学校に行けなくなっていたところだ。


「大丈夫ですよ。警察にコネがあるので大事にしないように探すことが可能なんです」


「でも、大おお袈げ裟さすぎ。そんな大事になんなくてよかったよ」


「そうですね。――警察に電話しなかった理由は、その前に恵くんの居場所を教えてくれる人がいたからなんですよ」


「だれ？」


　自分のことを気にかけてくれている人なんて、兄以外には思い浮かばない。


「申し訳ないんですが、名前は聞きませんでした。でもクラスメイトだといってましたよ。用事があって手伝えなかったから、気になって家に電話してみたのだといってました」


「クラスメイト？」


　そういわれても誰も思い浮かばない。


　そもそも家の電話番号を誰かに教えたこともないような気がする。


「思い当たる人はいませんか？」


「うん。誰だろ？」


「多分、月曜日に自分から名乗り出ると思いますよ」


「そうかな」


「はい。そこからもう一度始めたらいかがです？――恵くんが気にしていないところで、そんな風に心配してくれる友達もいるんです。恵くんがもうちょっと積極的に動けば、けっこう簡単に事態は好転するかも知れませんよ」


「もう一回？」


「はい。このままでいいとは思ってないでしょう？」


「そりゃ、そうだけど……。でも、今さらどうやればいいのかわかんないし……」


「悩なやむほどのことですか？」


　佐原が困ったように微笑む。


「ひとごとだと思って……」


　ふてた恵は、そんな彼をじとっとねめつけた。


「――そうやればいいんですよ」


「へ？」


「だから、そうやって素す直なおに振ふる舞まえばいいんです。恵くんの場合は、それだけで十分だと思いますよ」


「だって、嫌われたら……」


「この程度のことで誰も嫌いませんよ。逆に、わたしはあなたのそういうところが、とても好きですけどね」


　恵は『好き』の一言に心臓がポンと跳はね上がるような感覚を覚えた。


「ほんとに？」


「ほんとですよ」


「そっか。――なんか、すげーうれしい」


（少なくとも、ただの兄ちゃんのおまけじゃないんだ）


　そう思えることが嬉うれしい。


「――ああ、やっと笑ってくれましたね」


　よかった、と佐原の瞳ひとみが優しく和なごむ。


「ふてているよりも、そのほうがずっと可愛かわいらしい」


　佐原の手が伸のびて、恵の頰ほおをふわりと包み込む。


　佐原にとっては何気ない仕草なんだろうけど、恵はその手の感かん触しよくにドキドキした。


「ひとりだなんて思わなくても大だい丈じよう夫ぶ。――今はわたしがここにいるんですから」


　妙みように甘く聞こえる声で囁ささやかれて、佐原に触ふれられた頰が自分でもわかるぐらいに熱くなる。


（期間限定のくせに……）


　それでも、その言葉が嬉しくて涙なみだが出そうになった。


「もう寝ねる」


　さっき目の前で散々泣いたくせに、いま零こぼれそうになっている涙をみられるのが酷ひどく恥ずかしく感じられて、慌あわてて頭から毛布を被かぶった。


「――おやすみなさい」


　優しい手が毛布からはみ出した恵の癖くせっ毛をくすぐった。


　佐原の足音が兄の部屋に吸い込まれて消えるのを、恵はドキドキしたまま毛布の中で耳をそばだてて聞いていた。








　そして、それから一時間が過ぎようとしている頃ころ。


　恵は眠ねむれないまま毛布の中で何度も寝ね返がえりをうっていた。


「さっきは一回うとうとしかけたのにな」


　佐原が来る前の眠ねむ気けは、学校から引きずってきた悲しい気持ちと一いつ緒しよに、綺き麗れいさっぱりどこかに消えてしまったようだ。


　そして、困ったことに、恵の心は違ちがう感情でいっぱいに満たされてしまっている。


「佐原さん、もう寝ちゃったかな……」


　ドアを二枚隔へだてたところにいる佐原の存在が気になって気になって仕方がない。


「こんなことなら、あっちで寝ればよかった」


　もう一回、さっきみたいに抱だきしめてもらいたいと思う自分を止められない。


　それがかなわなくても、せめて体温を、寝息を感じていたい。


「これって、やっぱりそうかな……」


　ひとりごとで誰も聞いている人がいないとわかってるのに、肝かん心じんの言葉を口にするのがためらわれる。


　はっきりいってしまったら、もう元に戻もどれなくなるような気がするから……。


「おれって、けっこうお手軽だったんだ」


　ちょっと優しくされただけで、ころりとまいってしまうなんて思ってもみなかった。


　しばらくの間、ジタバタと毛布の中で寝返りをうち続けていたが、どうあっても眠れないとわかると、恵はガバッと跳ね起きた。


「どうせ期間限定なんだし、いまのうちに甘えちゃえ」


　お兄さんだと思って甘えていいといったのは、佐原なのだ。


　短い期間しか一緒にいられないのに、変に意識して自分から遠ざかってしまうなんてもったいなさすぎる。


　枕まくらを小こ脇わきに抱かかえて、寝ぼけてでもいいから抱きしめて貰もらえたらラッキーだし、なんてことを考えながら兄の部屋のドアを開けた。


「佐原さん、寝ちゃった？」


　佐原は壁かべのほうを向いて眠っていた。


　熟じゆく睡すいしているらしく、囁きかけてもぴくりとも動かない。


「………お邪じや魔まします」


　恵は、そうっと毛布をめくり、なるべくベッドを揺ゆらさないようこっそりと毛布の中に潜もぐり込んだ。


　そのまましばらくジッとして、佐原に起きる気配がないことを確認すると、今度はそうっと佐原の背中に自分からくっついていった。


（背中は初めてかも）


　ずっと、寝ぼけた佐原に腕うでの中に入れて貰っていたから……。


　息をするたびに微かすかに揺れる広い背中に、ピッタリとくっついていたら、なんだか鼻がいたくなってきた。


「やっぱり、おれ、佐原さんが好きみたい」


　涙を堪こらえていたら、その代わりのように、躊ちゆう躇ちよしていえなかった言葉が勝手に口から零こぼれてきた。


「ずっと、ここにいてくれたらいーのに……」


　振り向いて貰えなくてもいい。


　兄のおまけでもいいから、側そばにいたい。


　佐原が、いつまでもここにいてくれるわけがないってちゃんとわかってる。


　売れっ子小説家で華はなやかな恋れん愛あい遍へん歴れきを繰くり返してきた彼のこと、友人の弟のお守もりなんて退たい屈くつな生活にいずれ飽あきるに違いない。


　引き留めておけるだけの理由も手段も持たない自分は、そのときが来るまで怯おびえ続け、黙だまって見送ることしかできない。


（……誰だれが、兄ちゃんの代わりなんだよ）


　いずれ戻ってくると信じていられる兄とは違って、佐原は一度出ていったら二度と戻ってこない。


（また、ひとりになるんだ）


　いや、むしろ、もっと悪い。


　ひとりでも平気だと意地を張ることができなくなったせいで、前よりもっともっと寂さびしくなるに違いない。


　二度と会えないかも知れない人を思って悲しくなるかも知れない。


　そう思うと、怖こわくて、苦しくて、堪えていた涙がまたしてもぽろぽろと零こぼれてきた。


「……っ……」


　まずいと思ったが、身体からだが震ふるえ、嗚お咽えつが零れてしまう。


（はなれなきゃ）


　いま起こしたら、さすがにまずい。


　恵は、そうっと佐原の背中からはなれかける。


「どう……したんですか？」


　急に佐原が寝返りをうって、はなれかけていた恵を引き戻した。


「眠れないのかな」


　いつものように寝ぼけているのだろう。


　佐原は、恵を抱き寄よせると頭を撫なでてくれた。


「うん……っ……」


　胸にすり寄って、何度か嗚咽を漏もらしたら、佐原が頰に唇くちびるを寄せてきた。


「泣いちゃだめですよ。落ち着いて……。大丈夫だから、ね？」


「そんな……っ…むり」


　恵は佐原のパジャマをギュッと握にぎりしめた。


　泣きやむには、頭を撫でる手や、頰の涙をぬぐい取ってくれる唇の感触があまりにも心ここ地ち良すぎた。


　いずれ、この温ぬくもりが自分から失われるのだと考えただけで怖くなって、辛つらくなってしまう。


「……いい子だから、泣きやんで。そんなに泣かれると、わたしも我が慢まんが効きかなくなる」


「がまん？」


　不思議に思って、佐原の胸から顔を上げたら、佐原の手が顎あごにかかり、唇に柔やわらかな感触を感じる。


「……ふ」


　最初のときは初めてのキスに驚おどろくばかりで、翻ほん弄ろうされていたけど、今度は違う。


　恵がより深いキスを求めて自分から佐原を迎むかえ入れようとしたそのとき、急に佐原は恵から離はなれた。


「……おとなしく眠ってください。ね？　いい子だから」


　耳元であやすように囁ささやかれる。


「……やだ」


　恵は首を振ふった。


　寝ねぼけて人違いをしてるだけでもかまわない。


　別れる前に、少しでも長く、深く、この人に係わっていたい。


「もっと……、もっとして」


　恵は自分から佐原の首にしがみついた。


　佐原は一いつ瞬しゆん身体を引きかけたが、恵が自分から唇を押しつけ深くくちづけると、一転して覆おおい被かぶさってくる。


「……っんん」


　痛いぐらいに舌を絡からめ取られ、口こう腔くう内を探さぐられる。


　最初のときより、ずっと強ごう引いんで荒あら々あらしいキスに、恵の心臓の鼓こ動どうが一気に跳はね上がった。


「……っあ……」


　長い、長いキスのあと、佐原の唇が頰ほおに、耳元にと移動していく。


　同時に、頰を覆っていた手が、パジャマのボタンに掛かかるのを感じた。


（どうしよう……）


　女の子並みに小さな恵だから、キスぐらいなら男だってことを意識させずにすむのだろうが、さすがにそれ以上の行こう為いにまで及およんだら、寝ぼけていてもばれるに違ちがいない。


　迷っているうちに、佐原の手がパジャマをはぎ取っていく。


　佐原の指先に触ふれられるたび、触れられた肌はだから、こそばゆいような、泣きたくなるような甘いしびれが広がっていく。


「……あ……ふっ……」


　初めて感じる、なんともいえないその甘い感覚に、恵は完全に酔よっていた。


（もう……ちょっとだけ……）


　違い和わ感を感じて佐原が完全に目を覚ましたそのときは、なんとかして誤ご魔ま化かして笑い話にしてみせる。


（こういうのって、卑ひ怯きようなんだろうな……）


　相手が寝ぼけているのを利用しているのだ。


　同意のない相手にセックスを強要するのと同じようなものだろう。


「さはらさん……ごめんね」


　聞こえないような小声でそう囁くと、恵はギュッと唇を閉じた。


　ちょっとでも長くこの抱ほう擁ようが続くよう、男だとばれないようにと声を抑おさえる。


　女の子ともエッチをしたことがない恵にとっては、なにもかもが初めての体験で、それ以上、どうやって誤魔化したらいいのかもわからない。


　だが、戸と惑まどいは長く続かなかった。


　肌をすべる佐原の指と唇の感かん触しよくに恵は酔いしれ、次し第だいに思考すらあやしくなっていく。


　恵は、翻弄されるまま、ただただ佐原の身体にしがみついていた。







★




「っ……」


　ツキンと身体の奥が痛んで、目が覚めた。


　夜が明けたばかりなのだろう。カーテンの隙すき間まからは弱い光が零こぼれていた。


　耳に微かな風を感じて、首を向けると、佐原の寝顔がアップでみえる。


　恵は、一瞬、黒くびっしりと生えた佐原の長いまつげにみとれてしまった。


（そういえば、最後までやっちゃったんだっけ）


　急に思い出してボンと赤くなる。


　なにがどうなってそうなっちゃったのかは定さだかではないけれど、佐原を深く受け入れた甘い痛みに、泣きながらしがみついていたのだけははっきりと覚えている。


（この場合、どーしたらいーんだろ）


　まさか、最後の最後までやっちゃうことになるとは思ってもいなかったから、恵は本気で困ってしまった。


　女と男じゃ身体のつくりが違うんだから、佐原が最後まで寝ぼけてたってことはないような気がする。


（わかってて抱だいてくれたんなら嬉うれしいけど）


　途と中ちゆうで正気に戻もどったときには、佐原もやめようがない状態で、惰だ性せいでそのままってこともありえるわけだけど、それでも一気に冷めて萎なえられるよりはマシだ。


（あ、でもなー）


　マスコミが喜んで取り上げる作家としての佐原は、節操なしの色事師。


　もしもそれが事実なら、遊びの一いつ環かんで男ともやってないともかぎらない。


　そうなると、最後の最後まで寝ぼけてたってこともあり得うるわけで……。


　恵は、ひとりで赤くなったり青くなったりして悩なやみ抜ぬいた。


（よし、決めた）


　もしも佐原が、わかっていて自分を抱いてくれたのならば朝に顔を合わせたときの態度でそれとわかるはず。


　もしも寝ぼけて他ほかの誰だれかと勘かん違いしていたんだとしても、乱れたベットの状態から夢じゃなかったことに気づいてしまうに違いない。


　そのときは自分から白状して謝あやまろう。


　それで嫌きらわれても自じ業ごう自じ得とくなんだから……。


（部屋に戻ろ）


　恵は、佐原を起こさないよう、枕まくらを抱きかかえながらそうっとベッドから降りた。


（って）


　その途と端たん、微かすかに頭の奥がツキンと痛む。


　身体からだの奥が痛いのはわかるけど、頭が痛いのはなぜだろう？


（昨夜、泣きすぎたかな？）


　首をひねりながら、恵は自分の部屋へと戻っていった。











「……ああ、もう」


　恵が自分の部屋に戻ってしばらくした後、佐原はベッドの上で上半身を起こした。


「――まいったな」


　前まえ髪がみを両手でかき上げ、そのまま頭を抱かかえてしまう。


　最初から可愛かわいいなと思ってはいたのだ。


　佐原にも弟がひとりいたが、自分とよく似た可愛げのないタイプだった。


　だから余計に、すぐに表情に出てしまう恵の素す直なおな性格や、子供っぽい仕草が可愛くて仕方なかった。


　こんな弟がいたらよかったのにと、本気でそう思っていたのだ。


　昨夜までは……。


（あれは、反則でしょう）


　泣きながら震ふるえる身体でしがみつかれ、潤うるんだ眼めで見上げられて理性が消えかかった。


　友人の弟に手を出すのはさすがにまずいと自分を抑えようとしていたのに、恵が自分から積極的にキスをしかけてきたせいで水の泡あわ。


（誰に教わったのか……）


　佐原の目には、恵はまだまだ幼く無む垢くにみえていたのに、彼はたいそう達者なキスをしかけてきたのだ。


　――こんなキス、誰かに教わらなきゃできるものじゃない。


　そう思った瞬しゆん間かん、落らく胆たんと、それに勝まさる怒いかりが、完全に理性を凌りよう駕がした。


　今までつき合った不特定多数の女性達の行動パターンから想像するに、たぶん、あれが嫉しつ妬とという感情なのだろう。


　自分のことを、自己の感情のコントロールが必要以上にできている理性的な人間だと思っていたのに、とんだ失態だった。


「さて……どうするかな」


　できることなら、このまま腕うでの中に抱き留めておきたかった。


　だが、友人の弟だけに、今までつき合った女達とのように、自分の都合だけで気軽に関係を続けるわけにはいかない。


　最初に佐原が感じたより、ずっと恵は孤こ独どくな生活を送ってきたようだ。


　あまりにも寂さびしかったから、身近に与あたえられた温ぬくもりに条件反射でしがみついてしまっただけだとも考えられる。


　もしそうだとしたら、正気に戻った恵が、佐原の腕から逃にげられるだけの余地を作っておいてあげなくてはいけないだろう。


「………本当にまいったな」


　逃がしたくないと思っている自分を自覚して、佐原は苦く笑った。











　自分の部屋のベッドに戻った後、恵はついうっかり二度寝ねしてしまっていた。


　次に目を覚ましたときには、もう九時過ぎ。


　慌あわてて着き替がえてキッチンに向かうと、とっくに起きていたらしい佐原が、和食系の朝食の準備を終えて新聞を広げていた。


「おはようございます。よく眠ねむれましたか？」


　穏おだやかないつもの笑え顔がおに、恵は一いつ瞬しゆんわが目を疑う。


「……うん。――って」


　曖あい昧まいにうなずいた拍ひよう子しに、頭がまたしてもツキンと痛む。


「頭が痛む？」


「うん。ちょっとだけど」


　恵がうなずくと、佐原は「やっぱり」と呟つぶやいた。


「なにが？」


「いえ、昨夜、ちょっと手元が狂くるってミルクに入れるブランデーの量を多めにしてしまったので気になってたんです。眠る前に少しろれつが回らなくなってましたしね」


「え、うそ。酔よっぱらうほどの量じゃなかったような気がしたけど」


「ミルクで割ると、わかりにくいんですよ。――恵くんは普ふ段だんからお酒を召めし上がりますか？」


「飲んだことないけど……」


「じゃあ自分が酔ってることにも気づかなかったんですね。恵くんは身体が小さいから、アルコールのまわりも早そうだし、わたしがもっと気をつけるべきでした」


　佐原が「すみませんでした」とおっとりと微ほほ笑えむ。


「……おれ、昨夜、ホントに酔ってた？」


「ええ、確かに酔ってましたよ」


　佐原に深くうなずかれて、恵は泣きそうになった。


（佐原さん、そーいうことにしたいのかな）


　あのベッドの状態で、なにがあったのか気づかないはずがない。


　それなのに、その話題にはまったく触ふれずに酔ってたんだと断言する佐原の態度を恵はそう判断した。


（しょうがないのかな）


　友人の弟に手を出したなんて、遊び人の佐原でも、さすがにバツが悪いのかもしれない。


　だから、お互たがいになにも無かったことにしようと言外に誘さそいかけてるんだろう。


　もしもここで昨夜のことを言げん及きゆうしたら、どうなるだろう？


　酔っていたわけじゃなく、好きだから抱かれたかったのだと。


　自分から望んで佐原の腕の中に飛び込んだのだと訴うつたえたら、どうなるだろう？


（面めん倒どうくさがられる……かな）


　佐原は、元彼女たちとの関係をギブアンドテイクだといった。


　お互いに利益があるからつき合ってるだけで、そんな考えに納なつ得とくできない相手とはその場で別れたと……。


　そんな佐原のことだ。


　なんの得もないどころか、友人との関係を壊こわしかねないことをいい出す自分をもてあまして、あっさりこの家から出ていってしまうかもしれない。


（それは……嫌いやだな）


　出ていかれるよりも、目の前で笑っていてもらえるほうがずっといい。


「そっか……おれ、酔ってたんだ」


　恵は、佐原から視線をそらして、ひとりごとをいった。











　なんとなくしゃべる気力もないまま、ソファーに寝ねころんでぼんやりしているうちに、いつのまにか午後になっていた。


「恵くん、散歩がてら買い物に行って、帰りに食事でもいかがです？」


　朝ご飯が遅おそかったから、昼食と夕食兼けん用ようですねと、佐原が誘いかけてくる。


「うん。佐原さんがそうしたいんならいく」


　ぴょこんと立ち上がり、恵はうながされるまま家を出た。


　家を出てしばらくして、恵は立ち止まった。


「佐原さん、そっち商店街じゃないよ。こっち」


　曲がるべき道に気づかずに歩きすぎたのだろうと思ったのだが、違ちがったようだ。


「買い物の前に散歩しましょう」


　佐原が、立ち止まらずに振ふり向く。


　恵は慌てて追いかけた。


　佐原が選んだ道は、恵には見慣れた道だった。


「もしかして、うちの学校にいくつもり？」


「そうですよ。――恵くん、自分の仕事の成果をみたいでしょう？」


「………別にどーでもいーけど」


　正直いってみたくなんかない。


　ひとりですねて、意固地になっていた気分が、甦よみがえってきそうで嫌だった。


　でも、佐原がそうしたいんなら仕方がないと、口を閉じたまま並んで歩いた。


　学校に近づくと、母親に手を引かれた園児達とすれ違うようになった。


　そんな中に、恵達が昨日つくったお菓か子し袋ぶくろを大切そうに握にぎりしめている子供もいて、恵はそれを見るたび、少しずつ胸が温かくなるのを感じた。


（もうちょっと、丁てい寧ねいにやればよかったかな）


　ひとりになってからは、ノルマの個数をこなすことしか頭になくて、リボンの形に気をつかってやる余よ裕ゆうさえなかった。


　たて結びになっていたのに、そのままにしてしまったものさえある。


　あの袋を貰もらった子が嫌な思いをしていなければいいけどと、恵は今さらながら反省した。


「無事に終わったみたいですね」


「うん」


　幼よう稚ち園えん児じが主役のバザーだけあって開かい催さい時間が短かったのだろう。恵達が学校に着いたときには、既すでにバザーは終しゆう了りようしていた。


　会場設営係の生徒達があとかたずけに慌ただしく働いているのを、歩道から柵さく越ごしにながめる。


「恵くん」


「なに？」


「ちゃんと最後まで作業を完かん了りようさせることができて、よかったですね」


「……うん」


「経過はどうあれ、自分の責任をちゃんと果たしたんだから、恵くんはとても偉えらいと思いますよ」


　誉ほめてくれるのは嬉うれしいが、あまりにも物言いがストレートすぎる。


「…………佐原さん、なんか、そういういい方って小学校の先生みたい。妙みように――」


「――年寄り臭くさいですか？」


　恵がいい淀よどんだ言葉を、佐原が付け足す。


「……………ちょっとね」


　肯こう定ていすると、ガクッとうなだれた。


「佐原さんさ、そのしゃべり方やめたら？　もうちょっと普通にしゃべれば、それだけでも印象違ちがうと思うけど」


「その企たくらみはなんどか試ためしてみたんですが、普通のしゃべり方っていうのが、どれもしっくりこなくて断念してるんです」


「しっくりこない？」


「きませんね。――わたしが『じゃん』とか『だぜ』とか、そんな言葉を使って話す姿を想像してみてください」


「………っ…」


　申し訳ないとは思ったが、『似合わないじゃん』と口走る佐原の姿を想像した恵は少々吹ふいてしまった。


　口調より先に、おっとりと落ち着き払はらったその態度を改めないことには、バランスがとれないような気がする。


「もしかして、高校のときからそんな口調？」


「そうですね。伊だ達てに若年寄呼ばわりはされてませんから」


「それはそれで凄すごいなー。でもさ、だったらやっぱり諦あきらめたほうがいいんじゃない？　前にもいったかもしんないけど、あと十年もすると年ねん齢れい不ふ詳しようで、きっと年より若くみられるようになるって」


「保証してくれます？」


「………え、それはちょっと。難しいかも」


　首を傾かしげてそういいながら、恵は、自分が佐原に誘ゆう導どうされるまま気分を和なごませていることに気づいて複雑な気分になった。


（佐原さん、もしかしておれに悪いことしたとか思ってるのかも）


　佐原自身のためじゃなく、恵のために無かったことにしようとしてくれている可能性もあるのだと、今さらながらに気づかされてしまった。


　もしそうなら、凄く悲しいし、佐原の誤解を解きたい。


　でも、好きだから抱だかれたんだと訴えたら、逆に困らせてしまうことにもなりかねない。


（おれ、馬ば鹿かなことしたんだな）


　佐原を困らせたばかりじゃなく、佐原に自分から好きだと告白する機会まで完全に失ってしまったのだから……。


　でも、後こう悔かいする気持ちにはなれないのが、自分でも不思議だった。








「山田？」


　学校を離はなれ、駅に向けて歩いていると、背後から声をかけられた。


「あ、五十嵐だ。――なに、買い物の帰り？」


　初めて見る私服姿のクラスメイトは、たいそう大人びてみえてむかつくほど格好良かった。


　右手に提さげられたスーパーのビニール袋ぶくろが凄く似合わない。


「女友達に足りない材料を買ってこいって命令されたんだ」


「へ～、ホントに女友達？」


　からかうと、五十嵐は生き真ま面じ目めに頷うなずいた。


「本当だ。しかも四人も集まって料理教室みたいなことをやってるんだ。騒そう々ぞうしくてかなわん。――ああ、でも山田には勉強になるかもな。ちょっと話したいこともあるし、家に寄よってくか？」


　狭せまい歩道だったから恵と佐原は自然に縦に並んで歩いていた。そのせいで、五十嵐は連れがいるとは思わなかったのだろう。


　誘さそわれた恵は、今日は連れがいるからやめとく、と言いかけた。


　が、その前に、いきなり佐原に肩かたを抱き寄せられる。


「申し訳ないが、先約があるので……。そうですよね、恵くん？」


　かがみ込んだ佐原に強く瞳ひとみを覗のぞき込まれて、恵はこっくりと頷いた。


「あ、うん。――五十嵐、また今度誘ってよ」


「わかった」


　頷いた五十嵐の視線が、恵と佐原の間を往復する。


「――じゃあ、月曜に学校でな」


　きびすを返す間ま際ぎわ、五十嵐の唇くちびるが微かすかに、にやりと笑えみを形作るのがみえた。


（あー、かんぜん誤解された）


　やっぱり誤解を解いておくべきだったかも知れない。


　が、実際に関係を持ってしまった今となっては、完全に誤解だということもできないわけで…。


（つき合ってるわけじゃないけど寝ねちゃった、なんていったら、五十嵐はどー思うだろ？）


　もてもて君だが、それでも五十嵐はどちらかというと真面目なほうだ。


　下手をすると軽けい蔑べつされる可能性もある。


「それは……まずいかも」


　なんとなく友達っぽい雰ふん囲い気きになりつつあるのに、ここで嫌きらわれたくはない。


　そんなことを考えながら、いつのまにかぼんやりとひとりごとをつぶやいてしまっていた恵は、わざとらしい咳せき払ばらいに我に返った。


「もしかして、お友達と一いつ緒しよに行きたかった？」


　見上げた佐原が、軽く眉まゆを上げ不服そうな顔をしている。


「そんなことないけど」


　恵はぶんぶんと首を振ふった。


「それならいいんですが……。――今日はどこで食事しましょうか？　なにかリクエストはありますか？」


　特になかったら、この前の和食の店に行きませんかと誘われた。


　一いつ瞬しゆんうなずきかけた恵だったが、ふと周囲の町並みが視界に入って気が変わった。


「あのさ、行きたい店があるんだけど……。いーかな？」


「いいですよ。どこですか？」


「……あそこ」


　恐おそる恐る恵が指さしたのは、お世辞にも綺き麗れいだとは言い難がたい中ちゆう華か料理屋だった。


「――本気で？」


　案の定じよう、佐原は目を丸くしている。


「ホンキ。――あそこ、部活動をやってる生徒が学校帰りによく寄る店なんだ。安いけど美う味まいっていうから、一回入ってみたかったんだけど……」


　美味いけど、食べ物屋にしては適当だともいわれている店だった。


　ラーメンを差し出す店員の親指がラーメンの汁しるの中に埋まい没ぼつしているのは日常茶さ飯はん事じだし、どんぶりや皿の約半数は欠けたりヒビが入っているという噂うわさも聞く。


　おぼっちゃま育ちの佐原には、少々不衛生すぎるかも知れない。


「……いやだったら、いーんだけどさ」


「――いえ、行きましょう」


　意を決したかのように、大おお袈げ裟さなほどきりっと表情を引き締しめて頷く佐原に、恵は思わず吹き出してしまっていた。








　店内は予想通りに汚きたなかったが、料理は予想外に美お味いしかった。


　最初は恐る恐る箸はしをつけていた佐原も、一口食べると表情を和やわらげた。


　美味しすぎて少々食べ過ぎた二人は、店を出た後、腹ごなしの散歩も兼かねて駅前の商店街へと向かった。


「寒くないですか？」


　日が陰かげり、外は気温が徐じよ々じよに下がり始めている。


「へーき。まだお腹なかの中があったかいし」


　それに気分も随ずい分ぶんと落ち着いて温かくなっていた。


　佐原が、彼なりに懸けん命めいになって恵の気分を盛り立てようとしてくれているのがわかったからだと思う。


（やっちゃったことは、もーしょーがないし）


　表面上はなにもなかったことにできても、記き憶おくは消せない。


　今はこんな風に普ふ通つうに接してくれているけど、兄との約束の期間が過ぎた後、佐原はきっと自分に近づかなくなるに違ちがいない。


　だから、今だけは一緒にいられる時間を楽しまなきゃと思う。


（あれ？　でも、佐原さんっていつまでいてくれるんだろう？）


　ちょうど仕事が一段落ついたところだったから、兄の頼たのみを引き受けたのだといっていた。


　それなら、仕事を再開するときに出ていくということなんだろうか？


（佐原さん、売れっ子だからなー）


　話題性とファンの期待度が高いせいだろうか。


　テレビをつけるたびに、佐原が原作を手がけた映画の予告編が目に入る。


　これだけ話題性のある作家が、そうそう遊んでいられるものなんだろうか？


　新作を待っているファンだっているだろうに……。


「なにか？」


　気になって、隣となりを歩く佐原をちらっと見上げたら、めざとく気づかれた。


「え、あー、うん。あのさ――」


　聞かないほうがいいんじゃないか？


　ふと、そんな思いが脳のう裏りをよぎる。


（だめだめ。ずっと不安でいるより、さくっと聞いちゃったほうがいいに決まってるって）


　そんな不安を抱かかえていたら、この先どんなに楽しいことがあっても、楽しさが半減してしまうに違いない。


　覚かく悟ごを決めるためにも、きちんと聞いておいたほうがいい。


「――佐原さん、いつまで家にいてくれんの？」


「え……」


　思い切ってズバッと聞いたら、逆に佐原がうろたえた。


「兄ちゃんとは、どういう約束になってるのか聞いてなかったし」


「あ、そうでしたね。えーっと……、そう、次回作に取りかかるまではお邪じや魔まさせていただくつもりなんですが」


「じゃ次って、いつから書き始めんの？」


「……恵くん、わたしにいて欲しくないんですか？」


「違うよ！　そーじゃなくてさ、いちおう心の準備ってのが必要だからさ」


「そう……ですね。うーん、弱ったな……」


　佐原は本気で悩なやんでいるようだった。


「そんなに悩むようなこと？　スケジュールって決まってんじゃないの？」


　先日会った女性が、マネージャーがいるようなことをいっていた。ってことは、それなりにスケジュール管理だってきちんとしてるだろうに。


「決まってることは決まってるんですが……。書こうと思って書けるものでもないので」


「そーなの？」


「はい。これを表現したいと思えるなにかが見つかるまでは、書こうと思っても一行も浮うかびません」


「なにかって？」


「おや？　恵くんは作家志望ですか？」


　佐原が、からかい気味に唇くちびるの端はしをあげる。


「違うけど……。でも、なんかそういうのって、縁えんのない世界だけに興味あるし」


「縁がないって……。小説は読んだりしない？」


「うん。現国の教科書と課題図書ぐらいかな。あとは漫まん画が」


「…………今時の若い人は」


　嘆なげかわしい、と天を向いて息を吐はく。


「いいじゃんか、別にー。勉強になる漫画だってあるしさ。――もー、まじ年寄り臭くさいんだから」


「うっ」


　佐原が胸を押さえる。


「傷つきました」


「そう？」


「はい。この痛みをなんとかして恵くんにわかっていただきたい。――とまあ、こんな風に急に書きたいことが見つかるんですよ」


「ふーん」


　どうやら佐原は、期間をはっきりさせたくないらしい。


（別にいーけど）


　仕方ないから、はぐらかされてやることにする。


「実際は、その時々につき合っている女性の仕草とか、ふとした言葉とかに感かん銘めいを受けることが多いんですが」


（その時々って……）


　さすがはマスコミの注目度が高いだけのことがあるとでもいえばいいのか。


　佐原には、誰だれかと長期間にわたってつき合うつもりがないのがよ～く分かる。


「じゃ、家にいたら書けないじゃん」


「は？」


「家にいたら、新しい彼女がみつかんないだろ？」


「ああ、まあ、そうですね。でも今は、あまり……。それに、こんな風に街を歩くだけで、題材に巡めぐり会うこともあるんですよ。――たとえば、ほら」


　と、佐原が指をさしたのは、デパートのウインドウ。


　展示用の空間には、一足早く冬物のコートと靴くつがお洒しや落れにディスプレイされている。


「こういう特とく殊しゆなディスプレイって、デパートの勤務時間外につくられるんですよね。どういう人が、どういう発想に基もとづいてこれをつくったかとか、気になりませんか？」


「……別に」


「あ、身も蓋ふたもない。それじゃあ、お話にならないじゃないですか？」


「はは……あ、でも、ああいうのなら興味あるかも」


　恵が指さしたのは、この商店街で一番大きな交差点の角で、キョロキョロと大おお振ぶりな仕草で周囲を見み渡わたしている青年だった。


「彼女と待ち合わせしてたんだけど、なかなか来なくてすっぽかされたのかなーって不安になってるんじゃないか、とかってさ」


　下世話過ぎ？　と佐原を見上げたら、佐原の笑え顔がおがひきつっていた。


「さはらさん？」


「……恵くん、ちょっと戻もどって、さっきのデパート覗のぞいていってもいいですか？」


「別にいーけど……。なに買うの？」


「ちょっと欲しいテーブルウェアがありまして。――ささ、行きましょう」


　佐原が恵の肩かたを抱だいて促うながしながら、そそくさと来た道を引き返し始める。


　と、そのとき、


「いた――――っ!!」


　もの凄すごい大声が周囲一帯に響ひびきわたった。


　行きかう人々の足が一いつ瞬しゆん止まり、声のするほうに視線が集まる。


　恵も例外じゃなく、驚おどろいて声のするほうに視線をめぐらした。


　声の主は、さっき恵が指さした青年だった。


「やっと見つけた!!」


　複数の視線に注目されている中、彼は必死の形ぎよう相そうで恵達のほうへと走り寄ってくる。


「も～、酷ひどいですよ先せん輩ぱい。行き先も告げずに行ゆく方えくらますなんて～。人として恥はずかしくないんですか？」


「恥ずかしいのは君だよ。――ちょっと、こっちに来なさい」


　佐原が、青年の腕うでを強ごう引いんにつかんで、細い路地へと引きずり込む。


　なにがどうなっているのかわからないながらも、恵も後を追いかけた。


「あんなに注目を集めて平気でいられる君のその神経、わたしにはまったく理解できません」


「理解できないのはこっちですって。ったく、なに考えてんですか？　映画公開は間近なんです。先輩が原作だってことを、ＯＬさん達にアピールすればするだけ興行成績はあがるんですよ。それなのに、仕事ぜ～んぶすっぽかしてくれちゃって」


「すっぽかすとは人聞きが悪い。マスコミ関係の仕事は一いつ切さいしないと、きちんといっておいたはずですよ。勝手に予定を入れた君が悪い。全部キャンセルしておくようにといっておいたでしょう？」


「そんな～。一回、ＯＫしちゃったものを、キャンセルするのって大変なんですよ。それに、そんなことすると先輩の評判も落ちるし～。今はとりあえず予定を先延ばしして貰もらってる状じよう況きようなんですよ。頼たのみますから、戻ってきて仕事してくださいよ」


「嫌いやです。――だいたい、わたしが君を雇やとうことにしたのは、スケジュール管理の猥わい雑ざつさを肩かた代がわりして貰うためであって、管理されたり、仕事を強要されたりするためじゃないんですから。そこのところ、勘かん違ちがいしないように」


「先輩ってば、ひどい～」


　すがりつこうとする青年を、佐原は手でしっしっと邪じや険けんに追おい払はらった。


「それにしても、どうしてここが分かったんです？」


「塔子さまに教えていただいたんです。この付近をはってれば、会えるかもしれないって……。ドンピシャでしたね」


　女優の松下塔子のファンなのだろう。青年は、さすがは俺の女め神がみ様、と両手を合わせ幸せそうにうっとりしている。


「……口止めするのを忘れてましたね」


　そんな青年を煙けむたそうに眺ながめながら、佐原は悔くやしそうだった。


「ってなわけで、先輩、休きゆう暇かは終わりですよ。仕事場のほうに帰っていただきます」


「お断りします」


「そういわずに仕事してくださいよ～」


「次の締しめ切きりは二月後でしょう？　まだまだ余よ裕ゆうです」


「そっちじゃなくて、映画関連の仕事ですってば。――仕事場に戻るのが嫌だっていうんなら、今いる住所を教えてくださいよ。そこに、直接ライターを送り込みますし」


「冗じよう談だんじゃない。そんなことしたら、絶対に許しませんからね」


「……あのさ。とりあえず、どっかに移動しない？」


　恵は佐原の袖そで口ぐちを引っ張った。


　さっきから話を聞いている限りでは、どうやらこの青年が女優がいっていた佐原のマネージャーらしい。


「なんだったら、家うちにきてもいーし」


「そんなに気をまわさなくても大だい丈じよう夫ぶです。野の上がみくんにはすぐに帰って貰いますからね」


「いや、気を使ってるとかじゃなくてさ……。さすがに、この状況ははずかしーかなーって思って」


　おれ達注目の的だし、と、恵は佐原に周囲の状況を訴うつたえた。


　ここら一帯は街でも一番人通りの多い場所なのだ。路地裏に入ったからといって、人目を避さけたことにはならない。


　大声でいい争っている二人を、抜ぬけ道としてこの道を利用する人達が至近距きよ離りから興味深そうに観察していくし、それを端はたから見ていた恵としては非常に居い心ごこ地ちがわるい。


「あ……。これは失礼」


　状況に気づいた佐原がかがみ込んで、恵に謝あやまる。


「すぐにケリをつけますから――」


「――駄だ目めっすよ。絶対に追っ払ぱらわれませんからね」


　俺はちっとも恥ずかしくなんかないもんね、と野上。


「仕事の話なんだから、恥ずかしいことなんてないし」


「そういう問題じゃないでしょう」


「とにかく、先輩が仕事する気になるまでは、絶対に離はなれませんからね。これからはスッポン野上と呼んでください」


「馬ば鹿かなことを……」


「なんとでも。――ところで先輩。こちらのおぼっちゃまとは、どういう関係で？」


「……どういう関係って」


「塔子さまはお稚ち児ごさんと仲良く歩いてたっておっしゃってましたけど、マジっすか？　女に飽あきたらず、こんな小さな子供にまで手を出したなんてこと……。もしそーだったら、マジ犯罪。俺、先輩のこと軽けい蔑べつします」


「…………この子は小さくみえるけど、これでも高校二年生なんですよ。――山田恵くん。君も知ってる望の弟です」


「なんと!!　望先輩の弟くんでしたか。は～、なるほどね～」


　大おお袈げ裟さなリアクションで驚かれて、じいっと顔を覗き込まれた。


「似てなくて、がっかり？」


「とんでもない。望先輩のおっしゃるとおり、実に可愛かわいらしいと感心してただけです」


「そ、そう？」


（可愛らしいって……。兄ちゃんってば、いったいどんな風におれのことしゃべってんだ？）


　以前に佐原にいわれたときは、佐原の特異な言葉遣づかいのせいで「可愛らしい」なんていわれたんだろうと思っていたのだが、二人続けてとなると違ちがうようだ。


　恵が思っていたより、ずっと兄のブラコン度は高いのかもしれない。


「俺は、野上弘ひろし。ひろしくんと呼んでください。もうわかってると思うけど、職業は佐原先輩のマネージャーです」


　よろしくよろしくと、満面の笑えみを浮うかべる野上が強引に恵の右手をつかんで振ふり回した。


「こちらこそ……」


「もしかしなくても先輩ってば、いま恵くん家ちに居い候そうろうしてたりします？」


「あ、うん。そーだけど」


「あうう、どーりで。盲もう点てんだったなあ。女のトコにしけこんでるに違ちがいないって思いこんでたからな～」


「ちょっ、ちょっと、野上くん。あまり失礼なことはいわないでくださいよ」


　佐原が焦あせった声でいう。


「ホントのことじゃないですか。な～に格好つけてるんだか。――ねえ？」


「うん。佐原さんってば、有名なタラシだもんね」


「――恵くんまで、そんなことを……」


　佐原がひどく傷ついた顔をしているのをみて、ちょっとだけ恵の胸が痛む。


（でも、ホントのことだし……）


　実際、佐原の女性関係が派手で、しかも特定の誰だれかと長くつき合ったりしないという事実に、恵は救われてさえいる。


　恋れん愛あいをギブアンドテイクだなんていう佐原だけに、この先も本当の意味で佐原が誰かを真しん剣けんに愛することはないだろう。


　それは、佐原が誰のものにもならないということ。


　自分の手に入らないように、他ほかの誰も佐原を手に入れられない。


　それが恵にとっては、ささやかな救いなのだ。


「やだな、先輩ってば。急に殊しゆ勝しようになっちゃって。いったいどうしたってんです？　もしかして、未成年者の前だからいい格好しようとしてるんじゃないでしょうね」


　野上が、がっくりきている佐原の肩かたをばしばしと叩たたいた。


（うわっ、みられてるしー）


　その大きな声とリアクションはやはり目立ちすぎる。


「あのさ、とにかく移動しない？」


「そうですね。――とりあえず、喫きつ茶さ店てんにでも入りましょうか？」


「あ、俺のこと気づかってなら、どうぞお構いなく。もう退散しますから」


「へ？」


「本気ですか？」


　さっきまでとはえらい違いだ。


　野上の突とつ然ぜんの変化に、恵も佐原も驚おどろいた。


「本気です。――居場所も判明したことだし、これ以上恵くんにご迷めい惑わくをかけるのもなんなので、今日のところは特別に退散してあげます」


「野上さん、家、知ってんの？」


「ひろしくんと呼んでくださいってば。――知ってますよ。望先輩から、先せん輩ぱいの実務能力はあてにならないから、もしも恵くんになにかあったら俺が出動するようにって頼たのまれてましたし」


「――それは初耳ですね」


「そりゃ、いくら望先輩でも、直接本人に向かって、お前は無能だから不安なんだとはいえないでしょう。――ねえ？」


「あ、あの……」


　いきなり、同意を求められて恵はうろたえた。


「とにかく、今日は退散しますから。でも、いいですか？　月曜日になっても仕事場に戻もどっていなかったら、実力行使にでますからね」


「実力行使？　たとえばどんな？」


「先輩が仕事する気になるまで、毎日、恵くん家にお邪じや魔まします。――あ、恵くんのお邪魔にならないように充じゆう分ぶん注意しますんで。ひとつよろしく」


　野上はスッキリした表情でそういうと、恵に軽く頭を下げ、きびすを返して歩き出す。


　ちょっと待ちなさい、と呼び止めようとする佐原の声に振り向きもせずに、地下道に入る階段を降りていった。


「――なんか、とーとつな人だったね」


　恵は、とりあえずその場を移動したくて、佐原の袖そでを引っ張って歩き出した。


「どうもすみません。私事に巻き込んでしまって……」


「別にいーけど。怒おこってるわけじゃないし……。野上さんって、すごいマイペースな人っぽい」


「そうですね」


「兄ちゃんを知ってるってことは、高校時代からの知り合いなんだ？」


「同じ高校出身なので、向こうはわたしを知っていたようですね。わたしが彼の存在を知ったのは大学生になってからですが」


「お気に入りの後輩だったんだ」


　だからマネージャーにしたんだろ？　と聞くと佐原は嫌いやそうに首を振った。


「違います。冗じよう談だんじゃありません。――彼が卒業してすぐに就職した会社が倒とう産さんして泣きついてきたから、情けをかけて雇やとってあげただけです。当時はあんなに生意気になるとは思わなかったですしね」


　後こう悔かい先に立たずです、と佐原が悔くやしそうにいう。


「じゃ、クビにしたら？」


「それはいくらなんでも……」


「ほら、やっぱりお気に入りなんじゃないか」


　文句をいいつつ雇い続けているのが気に入っている証しよう拠こ。


（ちょっと羨うらやましいかも……）


　そういう意味では、噂うわさになった不特定多数の彼女たちよりも、佐原の近いところにいる人なのかもしれない。


「あのさ、佐原さん」


「なんです？」


「おれがいうことじゃないって思うんだけど、でもさ……。やっぱり仕事さぼるのよくないんじゃない？」


「……いえ、だからね、さぼってるわけじゃないんですけど」


「でも、そう思ってるの佐原さんだけみたいだけど……。他の人は佐原さんが戻ってくるのを待ってんでしょ？」


「そう……なんでしょうね。――参ったなぁ」


　佐原は、はぁ～と大きく息を吐はくと、そのまま黙だまり込んでしまった。







★




「佐原さん、佐原さんってば!?」


　大きな声で呼びかけると、佐原ははっとしたように振り向いた。


「――どうかなさいましたか？」


「おれじゃなくて、佐原さんがどうかしてるみたいだけど？」


　溢あふれそうになっているコーヒーサーバーを恵が指さすと、佐原はようやく気づいたのか手に持っていたやかんを置き場に戻した。


「アメリカンが飲みたかったとか？」


「これはアメリカンじゃないです。たんに薄うすいだけ」


　佐原は苦笑した。


「アメリカンというと薄いだけのコーヒーだと思われがちですが、本来はコーヒー豆を焙ばい煎せんする段階で普ふ通つうのコーヒー豆より浅めに煎いるのが基本なんですよ」


「へー。物知り」


「知識だけなら、並以上に蓄たくわえてますので。でも本当に必要なものは……」


　家に帰ってきてから初めて口をきいてくれたのに、またしても黙り込んでしまった。


「――さはらさん？」


　不安になった恵が佐原の顔を見上げると、目があった途と端たんに、はぁと大きく息を吐く。


「人の顔みてため息つくなんてあんまり酷ひどくない？　なんだよ、もう」


「これは失礼。恵くんのせいでため息をついたわけでは……」


　苦笑しながら、もう一度やかんに水をくむ。


「もう一度、コーヒーを淹いれなおします。そうしたら、少し恵くんに話があるのですが、よろしいですか？」


「別にいーけど」


　恵がうなずくと、佐原はまたしても大きな息を吐いた。








「わたし、噓うそをついていました」


　申し訳ない、と佐原は深々と頭を下げた。


「噓って、仕事ほっぽらかしてきたことだろ？　そんなの、おれにあやまることじゃないって」


　淹れてもらったコーヒーを美お味いしくいただきながら恵が軽く返すと、佐原は「そっちの件ではないんです」と気まずそうに首を振ふる。


「じゃ、なんのこと？」


「……実は、最初から噓をついてたんです」


「最初っから？」


　なんのことかわからずに恵は首をかしげた。


「だからですね、その……、望から恵くんの側にいて欲しいと依い頼らいを受けたわけではなかったんです」


「へ？」


「望から電話があったのは本当です。このマンションに泥どろ棒ぼうが出しゆつ没ぼつしていて心配なんだというようなことも聞きましたし、恵くんが健けな気げにひとりで頑がん張ばっているという話も聞きました。――それで、だったらちょうどいいかなと魔まがさしてしまいまして」


「どーいうこと？」


「つまりその……、ちょうどわたし、仕事をしたくない気分になってまして、関係各位の目の届かないところに脱だつ出しゆつを計ろうかと旅行を計画してたんですよ。ですが、ひとりでいくあてもなくブラブラするより、望のご自じ慢まんの弟君と一いつ緒しよに過ごしたほうが有意義じゃないかと、耳元で悪魔が囁ささやきまして……。以前に望から預かっていたこの家の鍵かぎを持ち出した次第で」


「――じゃあ、あの日の佐原さんって、マジで不法侵しん入にゆう者だったってこと？」


「まぁ、そうなりますか」


「そうなりますかって……」


　恵は絶句して、佐原の顔をまじまじとみた。


　おっとりとした口調と品のある立ち居振ふる舞まい。


　仕事から逃にげたいばかりに、そんな幼よう稚ちな真ま似ねをするような人にはとうていみえなかった。


「信じらんない」


「本当なんです。わたしのふがいなさから、恵くんの生活ペースまで乱してしまって、本当に申し訳なく思います」


　この通り、と佐原が再び頭を下げる。


「確かに……そうかも……」


　確かにペースは乱されたが、乱れたのは生活のペースじゃなくて気持ちのほうだ。


　しかも、修復不可能なぐらいに乱れてしまっている。


「怒おこって……ますよね？」


　頭を上げた佐原が、不安そうに表情をうかがってくる。


「あったりまえじゃんか。佐原さんってば、やること大人げないよ。情けなー」


　これは噓。


　佐原が怒って欲しそうな顔をしているからいっただけで、ほんとは凄すごく悲しかった。


　佐原が噓を白状する決意をしたのは、本来彼がいるべき場所に帰る気になったせいだろう。


　それがわかるから凄く悲しい。


　でも気持ちのままに悲しい顔をしたら、きっと佐原は困ってしまうに違ちがいない。


　だから、佐原のために、恵は唇くちびるを尖とがらせて怒った振りをするのだ。


（だって、おれ、こんなやり方しかしらねーんだもん）


　好きな人には、できるだけ笑っていて欲しいし、苦しまないで欲しい。


　その為ためになら、自分の気持ちを押し殺して演技するのに、悲しいけど恵は慣れていた。


「大体さ、なんで脱出しようなんて思ったわけ？　小説の映画化なんてされちゃって順じゆん風ぷう満まん帆ぱんってやつなんじゃなかったの？」


「……順調なのが無む性しように嫌いやになったんです」


「なに、それ？」


「前に少しだけお話ししましたよね。――取り立てて努力しなくても大たい抵ていのことはできてしまうから、わたしは達成の喜びってやつを知らないって」


「小説家として成功しても嬉うれしくなかったってこと？」


「そうですね。――そもそも、小説家になってしまったのも、成り行きのようなものだったし」


「成り行きで売れっ子にはなれないと思うけどな」


「それが、けっこう簡単になれてしまうものなんですよ」


　きっかけは大学時代。


　文学系のサークルに所属していた野上に泣きつかれ、仕方なく佐原は二作の小説を書き上げたのだが、それが大学内で話題を呼び、本人の知らないところで出版社の新人賞に応おう募ぼされて受賞してしまったのだと佐原はいう。


「それで、そのまま、ついズルズルと……」


「でも、仕事にするぐらいだから、それなりにやる気はあったんだろ？」


「……困ったことに、なかったんです。――以前も言いましたよね。わたしの家は祖父の代から弁護士をしている家系なんですが、ちょうどその頃ころ、わたしもその跡あとを継つぐものだと周囲が当たり前のように思っているのが無性に嫌になっていまして……。このままレール通りの人生を送るぐらいならと、安易にこちらの道を選んでしまったんですよ」


「うわ、さいてーかも」


「本当に……。売れっ子になるなんて思ってもみなかったんです。――小説家、しかもチープな恋れん愛あい小説を書くなんて、わたしの家族にとってはとても理解に苦しむ所行だったらしくてね。望み通り腫はれ物に触さわるような扱あつかいを受けるようになって、これでこの家のレールから逃のがれられると一時は喜んだんですが、今度は一、二年で破は綻たんするだろうと思っていた作家としての仕事が軌き道どうに乗ってしまいまして……。作家としての仕事が破綻して誰だれもわたしに期待しなくなってから、自分が本当にやりたいと思えるものを探すつもりだったんですが……」


「それもできなくなっちゃったと」


「そうなんですよ。破綻するどころか、まるで芸能人のように週刊誌の話題にのせられたりする始末で」


「……それは自じ業ごう自じ得とくなんじゃないの？　佐原さんの女おんな癖ぐせが悪いのが原因だし」


「…………週刊誌は事実の四割増しですから、そこのところ誤解なさらないように……。沢たく山さんの女性達とつき合っていたのは事実ですけど、つき合う期間が重なったことはないですし、わたしのほうから作家のネームバリューを利用して積極的に迫せまったなんてことは絶対にないんですからね。――ただ、美しい女性に誘さそわれて、さしたる理由もなく断るのは失礼じゃないかと思いまして……」


　どうもわたしは期待されると断り切れない性質のようです、と佐原が情けなさそうな顔になる。


「……ふーん」


（じゃあ、昨夜のアレも断り切れなかっただけなんだ）


　期待なんてしてなかったけど、それでもやっぱり力が抜ぬける。


「だからって仕事ほっぽらかしてトンズラってのは、あまりに無責任なんじゃないの？」


　少し意地悪な気分になってそういうと、佐原は「そうなんですよね」としみじみといった。


「勝手に仕事を入れてしまった野上くんが悪いんだと思ってたんですが、恵くんをみていると、全面的にではないにせよ、それも一種の責任転てん嫁かなんだろうなと今さらながらに気づかされました」


「おれ？　なんで」


「恵くんは押しつけられた仕事でも、一生懸けん命めいやってたじゃないですか」


「だ、だって、あれは、おれがヘマやったのが悪いんだし」


「ああ、そういわれると、確かにそうですね」


「……そうなんだよ」


　なんともバツが悪くて、うつむいた。


「それでも、恵くんとの生活は、わたしにとって学ぶところが多かったんですよ」


　そんな恵をみて、佐原が微かすかに微ほほ笑えむ。


「わたしに足りないものがなんだったのか、恵くんのおかげでやっと気づけたような気がします」


「なんだったわけ？」


「不器用さと脆ぜい弱じやくさ、です」


「…………どーせおれは不器用で根性なしだよ。子供みたいにめそめそ泣いちゃったしさ」


　遠えん慮りよのない人だとわかっていても、ここまではっきりいわれるとさすがにむかつく。


　むうっと唇を尖らせると、佐原が慌あわてて、


「決してけなしているわけではないんです」


　とつけ足した。


「けなされてるようにしか聞こえないけど？」


「すみません。でも、違うんですよ。そういう部分を持っているから、恵くんはこの先も自分を変えていこうと努力するでしょう？　つまずくたび、なにが悪かったのかと反はん芻すうできるでしょう？　それがとても羨うらやましく思えたんです。――わたしには、その機会がなかったものですから」


「佐原さんはなんでもできちゃう人だもんね」


　全然できないといっていた料理だって、ちょっと本を読んだだけである程度できるようになってしまってたし、さほどやる気のない小説家として成功してしまっているのだって、生来の能力値の高さと器用さのたまものなんだろう。


「自じ慢まんしてるわけ……じゃなさそうだね」


「ええ。そんなのは器用貧びん乏ぼうなだけですから……。家のレールから逃のがれるとき、わたしは偶ぐう然ぜん隣となりにできた小説家としてのレールに、これ幸さいわいと乗のり換かえた。それがそもそも間違いだったんです。――わたしはあのとき、立ち止まるべきだった」


　佐原は深く息を吐はいた。


「流れるままに生きてしまってました。自分がなにをしたいのか、なにを求めているのか、知ろうともしないままに……。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で仕事をしてきたから、どれほど評価されても嬉しくない。自分がなにかを成し遂とげているという実感も湧わかない。自分の仕事に誇ほこりも責任も感じないから、野上くんに後始末を押しつけて逃にげ出そうとさえした。……まったく最低ですよね」


　自じ嘲ちよう気味に微笑む顔が悲しい。


　佐原になにかいってあげたいと思っても、人生の意味なんて考えたこともない高校生の恵ではいえることがみつからない。


「……困ったな。そんな顔しないでください」


　手を伸のばし頰ほおに触ふれようとする佐原の手から、恵はぷっと横を向いて逃げた。


「これが普ふ通つうだよ」


　意地を張ってみたがバレバレのようで、


「噓うそでしょう。泣きそうな顔をしてますよ」


　ぽん、と頭に手を置かれた。


「子供扱いすんなよ」


　ふるふると頭を振ふると、「これは失礼」と佐原の手が離はなれた。


「恵くんにとっては迷めい惑わくだったでしょうけど、わたしはここに来てよかったと思ってます。――高校時代、教師にあの忠告を受けたときから、わたしは無意識のうちに自分らしく有意義に生きる道を模も索さくし続けていたようです。ずっと見つからないままだったのに、あなたに会えたことでそれが少しだけみえてきた。――感謝してます」


　佐原は、一転して穏おだやかに微笑んだ。


「別にいーけど」


　自嘲気味に笑われたときは、自分の無力さを実感して悲しかったけど、穏やかな笑えみも今の恵には目に痛い。


　話の流れから、佐原がこの家を出ていく気になっているのが確定してしまったから。


（見み納おさめかなぁ）


　そう思うと、視線をそらすこともできない。


　恵は眩まぶしそうに目を細めた。


「これから、どうすんの？」


「仕事場に戻もどります。とりあえず、いま引き受けている仕事を完全に終わらせてから、人生の仕切りなおしを計ろうかと」


「ふーん、そっか」


「すみません。せめて恵くんが学校でうまく振る舞まえるようになるまでは、望の代わりに側そばにいてあげたいと思ってたんですが……」


「別に気にしなくていーよ。ひとりでも大だい丈じよう夫ぶだしさ」


　兄が海外に行きたいんだといったときも、確か同じような返事をしたような気がする。


　半分本心、半分噓。


　ひとりじゃさみしいけど、大好きだから縛しばりつけたりしない。


　大好きだから、我わが儘ままをいって嫌きらわれたくないし、足あし枷かせになって重荷だと思われたくないから……。


「すみません」


　恵の強がりが透すけてみえたのかも知れない。


　佐原は痛ましそうな顔をした。


「迷惑をかけて振り回してしまったお詫わびに、わたしにできることならなんでもします。なにかして欲しいことはないですか？」


「……なんでも？」


「はい、なんでも。どんな我が儘でも聞きますよ」


　佐原は、おっとりと微笑み、深くうなずく。


「じゃあ――」


　して欲しいことなんてひとつしかない。


（佐原さんが悪いんだ）


　我が慢まんしようと思っていたのに、我が儘を促うながすようなことをいうから悪い。


「――おれと寝ねてよ」


　思い切ってそういったら、「お安い御ご用ようですよ」とおっとりと微笑んだままで佐原が答える。


「ほんと？　おれ、兄ちゃんの代わりに添そい寝して欲しいわけじゃないよ。佐原さんと寝たいって、昨夜みたいに抱だいて欲しいっていってるんだよ」


　恵がそういうと、佐原はギョッと表情を硬かたくした。


「な……にをいってるのかな。――恵くん、昨夜は、お酒に酔よって早々に寝ちゃったじゃないですか。夢でもみたんじゃないですか？」


「夢じゃない!!」


　誤ご魔ま化かそうとする佐原に、恵は怒ど鳴なった。


「佐原さんが、おれのために昨夜のアレをなかったことにしようとしてるのはわかってるけど、でも、おれはそれじゃ嫌いやなんだ！　なかったことになんかしたくないんだ!!」


「駄だ目めです。恵くん、落ち着いて。きみは勘かん違ちがいしてるだけなんです」


　両手をあげて佐原に諫いさめられた。


「勘違い？」


「そうです。ひとり暮らしが長過ぎたんですよ。誰だれかに側にいて欲しいと思う気持ちが、人恋こいしい気持ちが溢あふれてあんなことになっただけです。――忘れたほうがいい。でないと、いつか絶対後こう悔かいしますよ」


「馬ば鹿かにすんな!!」


　本気で頭に血が上った。


「おれは勘違いなんかしてない！　佐原さんがちゃんと好きだから、だから、抱いてもらえてほんとに嬉うれしかったんだ。後悔なんかしてないし、これからだって絶対にしない！」


「恵くん……」


　佐原が酷ひどく困った、戸と惑まどったような顔をする。


　その顔をみて、恵は一気に怒いかりが冷めた。


「わかってるよ。おれがこんなこといっても、佐原さんを困らせるだけだって……。おれとのことで、兄ちゃんとも気まずくなるかもしれないもんな」


　高校時代からの友人である兄と自分とを秤はかりに掛かけたら、絶対に兄のほうが重いに決まってる。


「今だけでいいんだ。後悔なんかしないし、兄ちゃんにも絶対にいわない。――だいたいさ、佐原さんだって悪いんだ。父ちゃんと母ちゃんが死んでから、おれ、誰にも我が儘いわないようにしてたのに……。それなのに、佐原さん、おれのこと甘やかそうとするから……」


　心配をかけたくなかったから、兄にだって我が儘をいわなかったし、悩なやみ事をうち明けることもしなかった。


　ずっと自分ひとりで解決しなきゃいけないと思い込んでいたから、不意に差さし伸べられた腕うでの温かさに惹ひかれてしまった。


「佐原さんが悪いよ。我慢しなくていいんだなんていっておれを甘やかして、我が儘いえだなんていうから……」


「――わたしのせい……ですか？」


「そーだよ、佐原さんのせいだ。好きにさせちゃったあんたが悪い。だから責任取れよ」


　滅め茶ちや苦く茶ちやなことをいっている自覚はあるが、止まらなかった。


　佐原に想おもいを伝える機会は今しかない。


　これを逃のがせば、この想いはきっと自分の中で後悔と共にくすぶり続けることになる。


　あのときこうすればよかったのか、ああすればよかったのかとうじうじ後悔してたら、楽しかった思い出もきっと重荷になる。


「好きになってくれなんて無茶いわないから……。ただ、酔ってたんだなんて言い訳なしに、一回だけでいいからちゃんと抱いて欲しいんだ。おれがそうして欲しいんだよ。――駄目かな……？　おれ相手じゃ、その気にならない？」


　真っ赤になってしゃべりながら、いつしか恵はうつむいていた。


　自分が無理難題をふっかけてる自覚があるだけに、佐原の反はん応のうをみるのが怖こわい。


　恵が返事を待っていると、佐原は返事の代わりに長い息を吐はいた。


（やっぱ、駄目なんだ）


　昨夜は寝ぼけていたから、つい手を出してきただけだったんだ。


　がっかりして、涙なみだがこぼれそうになる。


「――ほんとうに後悔しませんか？」


　涙を堪こらえて力を込めた頰ほおに、佐原の指先が触ふれた。


「……ぜったいしない」


　顔を上げると、酷く困こん惑わくしたような佐原と視線があった。


「おれでもいい？　抱いてくれんの？」


「自分を卑ひ下げするようなことをいわないでください。わたしの目に、あなたは随ずい分ぶんと魅み力りよく的にうつりますよ」


「ほんと？」


「はい。だから昨夜も我慢が効きかずにあんなことになってしまったんですから……」


「すげー、うれしい」


　恵は嬉しい気持ちのままテーブルを回り込んで、佐原の首にぴょんと飛びついた。


「ちょ……恵くん、そんな無む邪じや気きに……」


　恵に抱きつかれて、ソファーの背もたれに体重を預けた佐原が、息を吐きつつ天を仰あおぐ。


「そんなだから勘違いじゃないかって不安になるんですけどね」


「違ちがうっていってんじゃん」


「……途と中ちゆうでやっぱりやめたはなしですよ？」


「うん。――おれがしたいっていってるんだから、佐原さんは余計な心配しなくていーんだってば」


　恵は佐原の膝ひざに座ったまま、余計な茶々を入れてくる佐原の口を自分からふさぎにかかった。


「……んっ……」


　佐原の首に腕を回し、少し背せ伸のびして唇くちびるを押しつける。


　いきなりの行こう為いに佐原は最初は驚おどろいていたようだったが、やれやれといった風に唇が笑えみを形作っていくのが、触れ合った唇からわかる。


　嬉しくなった恵は、夢中になって、その唇の感かん触しよくを追った。
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「ここでする？　それともあっち？」


　長いキスのあと、唇を離はなした途と端たんに恵が聞いた。


「……あっちで」


「わかった」


　佐原の膝から降りると、はやくはやくと佐原の手を引っ張って兄の部屋に誘さそう。


「――恵くん、できれば君の部屋のほうがいいんですが？」


　兄の部屋の前で、佐原が戸惑ったように立ち止まる。


「なんで？　おれのベッド、シングルだから窮きゆう屈くつだよ」


「ですが、その……。さすがに望のベッドを使うのも気がひけて」


「昨夜はやったのに？」


「あれは不ふ可か抗こう力りよくですから……。でも今日はよしときましょう」


　次に会ったとき、望の顔を真正面から見れなくなります、と佐原がいう。


「ふーん。黙だまっときゃわかんないのに。佐原さんってば、変なトコ生き真ま面じ目めだよね」


　恵は首をひねりつつ、自分の部屋のドアを開けた。








　部屋に入るなり、恵がぽいぽいと服を脱ぬぎ捨すてていく。


「――随分と積極的ですね」


　さらに佐原の服にまで手を伸ばしてくる恵に、佐原は戸惑った。


「へ？　こーいうのって変？」


「変じゃないですが、珍めずらしいかもしれませんね」


　これじゃあ脱がせる楽しみがないと、佐原が苦笑する。


「じゃ、脱がされる楽しみを味わってよ」


　胸を押して佐原をベッドに座らせ膝の上に跨またがると、恵は佐原のシャツのボタンをひとつひとつはずし始める。


「いつもこうなんですか？」


　恵の好きなようにさせながら、佐原が聞く。


「いつもって？」


　恵はキョトンとした。


「だから、他ほかの人とするときもこんな風なのかと……」


「……おれ、他の人とこんなことしたことないけど」


　ファーストキスの相手だって佐原だったのに、あんまりだ。


　恵はボタンをはずす手を止めて、むうっと唇を尖とがらせた。


「え、でも……。昨夜も随分とお上手でしたし」


「上手って、なにが？」


「だから、そのキスが……。だから初めてじゃないのかと……」


　違ったんですか？　と不安そうに聞かれ、恵は深くうなずいた。


「佐原さんが初めてだよ」


「その割にはお上手すぎやしませんか？」


「むかつくっ」


　恵は、疑わしそうな佐原の腹にぼくっと拳こぶしを入れた。


「ちょ……、酷ひどいです」


「酷いのはそっちじゃん。おれにキス教えたの佐原さんなんだからね。――寝ねぼけてて、おれにしつこくキスしたこと覚えてなかったみたいだけどさ」


「寝ぼけた？」


「うん。最初に泊とまった日に、前の彼女と勘かん違いして、むちゅ～って濃のう厚こうなのをしかけてきたんだけど」


「本当ですか？」


「本当だよ。――自画自賛もいいとこ」


「それは、失礼。……確かに上手なのはキスだけで、後は酷くぎこちなかったからあまり経験がないんだとは思ったんですが……」


「全然ないよ」


「じゃあ辛つらかったでしょう」


　少々乱暴にしてしまいましたし、と佐原が気の毒そうにいう。


「昨夜のって乱暴だったの？」


「ええ……まあ。――恵くんが、すでに誰だれかのお手つきなんだと思ったら少々不ふ愉ゆ快かいになりまして」


　普ふ段だんはそんなのどうでもいいんですけどね、と佐原。


「今日は優やさしくしますから、勘弁してください」


　抱だき寄よせられ、つるりと背中を撫なでられる。それだけのことで恵の機き嫌げんは治った。


「別に、どーでもいーよ……。ほんとは、昨夜のこと、あんまりよく覚えてないんだ」


「そうなんですか？」


「うん。やっぱ、酔よってたのかな……。今度は絶対に忘れないから」


　はやく、と恵はさっきはだけておいた佐原の胸むな元もとにキスを落とした。


「ほんとに積極的ですね」


　佐原は苦笑しながら、すり寄ってくる恵の頰に手を添そえて上を向かせる。


「でも、ここからはわたしにまかせてください」


　音をたてて上唇を軽く吸ってから、深く唇をあわせる。


　今までつき合ったどの女のものより薄うすく甘い舌に、佐原は熱く舌を絡からめた。


「……ふっ……ン……」


　恵は、夢中になってキスに応こたえた。


　舌を絡めたまま、佐原は恵の身体からだをゆっくりと横たえる。


　恵の身体は、単に小さいというより、高校生らしい成長期をまだ迎むかえていないように見える。


　肌はだも子供のように瑞みず々みずしくなめらかで、佐原はその感触を手の平で楽しんでいるようだった。


「ん……っ……」


　口こう腔くう内を甘くかき回されながら、肌の上を大きな手がすべっていく。


　同時に与あたえられるその感触は、恵にうっとりとした酩めい酊てい感を与えた。


（きもちいい……）


　目を閉じ、その不思議な浮ふ遊ゆう感に酔う。


　唇を解放した佐原は、恵の頰ほおや首筋にキスを落としていく。


「……あ……」


　なめらかな肌を楽しんでいた指先が、恵の胸の突とつ起きを軽く弾はじくと、恵の身体は芯しんから甘く痺しびれ、震ふるえた。


「気持ちいいですか？」


「ん」


　うなずくと、もう片方の突起が唇くちびるに含ふくまれ、舌先でころがされる。


「あ……んん。もっと……」


　甘いだけの優やさしい痺れに、恵はたまらずに佐原の頭を抱きかかえ、さらなる愛あい撫ぶをねだる。


「恵くんは、本当に素す直なおですね」


　素直に甘えてくる恵の反はん応のうを、佐原は喜んで貪むさぼる。


　今の恵には不安も戸と惑まどいもない。


　はっきりとは覚えていなくても、一度経験したことだけに未知の体験に対する恐きよう怖ふもない。


　好きな人に触ふれてもらえることに喜び、与えられる感覚を余さず受け取ることだけを望む身体は、快感に酷く忠実で、ちょっとの動きにも敏びん感かんに反応して佐原を喜ばせる。


「ああ、もう先が濡ぬれてる」


　佐原の指先が恵のそれに触れ、からかうように先をぬるりとなぞる。


「や……っあ！」


　たまらずに恵の身体が跳はねる。


「これ、イヤ？」


「ちが……やぁ」


　佐原が耳元でそう囁ささやきながら、それから指を離そうとすると、恵はいやいやをしながら佐原にしがみついた。


「だめ、もっと…」


「いいんですね？」


「ん……いい。もっと」


「もっと、……どうして欲しいの？」


　やわやわと揉もみ込まれて、ざわりと背筋が震えた。


「もっと、つよく……」


「こんな風に？」


「んあ……、いぃ」


　指で先をグイッと強くこすられ、熱くなっていたそれはさらに硬こう度どをましていく。


　楽しげな声に促うながされるまま、恵は何度もうなずき、何度も望むことを口走り続けた。


　佐原に求めてもらえる機会は、もう二度とないかも知れないと思うと、恥はずかしいなんて戸惑っている余よ裕ゆうは恵にはなかった。


「あ……なに？」


　不意に、佐原の身体が離はなれて、恵は不安になった。


「大だい丈じよう夫ぶ。もっと気持ちよくしてあげるから……」


「…ん……」


　切なげに唇をキュッと嚙かむさまが愛いとおしくて、佐原はその唇に吸い寄せられるように口づける。


　再び身体を離した佐原は、指で散々なぶったそれに唇をよせた。


「あっ……あん……ふっ……」


　大きな手が宥なだめるように内うち股またをなで上げ、舌先がそれを舐なめあげ、熱い口腔内にすっぽりとくわえ込まれる。


　優しい愛撫に、恵はただ素直に身み悶もだえる。


「……くっ……っ！」


　急に先せん端たんに軽く歯を当てられた。


　微かすかな痛みより、急激な愛撫の変化に、恵の身体は敏感に反応する。


　その快感に身体が跳ね上がりそうになるのを、力ずくで押さえ込まれ、さらに巧たくみに愛撫される。


「……あっ……っん……」


　経験の浅い身体は、続けざまに与えられる刺し激げきに耐たえられずに己おのれを解放しようとしたが、根本をキュッと締しめつけられてそれもかなわない。


「……もっ……やぁ」


　せき止められた快感が、身体の中を熱く熱く駆かけめぐっていく。


　ぞくぞくと背筋を戦せん慄りつが駆け抜ぬけ、このまま感じ続けたら気が変になってしまうんじゃないかと、朦もう朧ろうとする意識の中で恵は悲鳴をあげた。


「もう降参？」


「ん……ん…」


　知らぬ間に涙なみだが零こぼれていた。


　恵は酷ひどく楽しげな佐原の声にうなずいて、甘く痺れる指先を佐原の髪かみに滑すべり込ませる。


「ひぁ……っ」


　いきなり、熱い口腔内にすっぽりとくわえ込まれ、唇で強くしごかれた。


　同時にきつく縛いましめていた指が離れる。


「――あああっ………っ！」


　恵は背筋をそらせながら、自身を解放した。


　解放の衝しよう撃げきで、意識が甘く白はく濁だくする。


「いい子だ」


　はあはあと息を乱し、半ば意識を手放している恵を、佐原は当然ながらまだ解放するつもりはなかった。


　汗あせばんで顔に張り付く恵の前まえ髪がみをかき上げてやってから、ぐったりした身体の下に枕まくらをあてがい足を開かせて、そこに舌を這はわせた。


「……っ……ふ…？」


　甘くうずくような腰こしの甘さと、やけに卑ひ猥わいに響ひびくしめった音が、白濁していた恵の意識を引き戻もどした。


「な……に？　っ……」


　湿しめった音をたてるのが佐原の舌で、自分の後ろを舐めているのだと知って、恵は身をよじって逃のがれようとした。


　が、先に予測していた佐原にその動きを封ふうじ込められる。


「や……そんなとこ、だめ」


　大好きな人がそんなことをするのが我が慢まんできずに、半ベソになって訴うつたえる。


「だめ？　昨夜もここつかったのをわすれちゃったのかな？」


　言葉と同時に、既すでに濡らされていたそこに、つぷっと佐原の指が侵しん入にゆうしてきた。


「あ……！」


　内部を指が蠢うごめく感かん触しよくが不快で、恵はギュッと目を閉じる。


　一いつ瞬しゆんだけ生理的な嫌けん悪お感を感じたものの、記き憶おくの片かた隅すみに残っている昨夜の甘い記憶がそれを払ふつ拭しよくした。


「……んんっ……」


　一度、受け入れる気になると、不快だったはずの指の動きにつられるように身体からだの奥から熱が湧わき出てくる。


「……っふあ……」


　クッと、ある一点を指でこすりあげられると、たまらずに甘い声が零こぼれた。


「思い出した？」


「ん」


　からかうような佐原の声に、恵がうなずくと、次いで指が増やされた。


「あ……ああ……っん」


　増やされた指が身体の奥で蠢くたびに、重苦しく甘ったるい感覚が身体に広がっていく。


　そこから身体が溶けてしまうんじゃないかと恵が不安になりかけたころ、


「そろそろいいですよね？」


　佐原が指を引き抜いた。


「あ……」


　快感を与あたえていたものを失って、後ろが物足りないとうずく。


「力を抜いて」


　両足を抱かかえあげられ、そこに熱いモノが押しあてられた。


「あ―――っ！」


　指とは比べものにならない質量が、身体の中にねじり込んでくる。


　恵は条件反射でずり上がりかけたが、佐原に腰を引き寄せられてかなわない。


「あ……んん……っ……」


　痛みはさほど感じない。


　ただ、確かな存在感が侵入してくるたび、内臓が押し上げられるような恐きよう怖ふに勝手に身体が硬かたくなる。


「もうすぐ…はいるから、もう少し辛しん抱ぼうして…」


　硬こう直ちよくした恵に締め上げられて苦しかったのか、佐原の声もかすれている。


　やがて、収め終えた佐原が深く息を吐はいた。


「大丈夫ですか？」


「ぜんぶ、……はいった？」


　うなずきながら、ためらいがちにそう聞くと、シーツをギュッと握にぎりしめていた手を佐原に捕つかまれ、「ほらね」と結合部に導かれる。


　ちょっと触ふれただけで恵は手を引っ込めた。


　佐原を身体の中に受け入れているのだというあまりのリアルさに、さすがに恥ずかしくなったのだ。


「動きますよ？」


「ん」


　恵の身体が佐原の存在に慣れて硬かたさがとれてくると、ゆっくりと佐原が腰を使い始めた。


「……っふ……」


　初めのうちは圧あつ迫ぱく感かんだけを感じていた恵だったが、馴ならすようにゆうるりとかき回されているうちに、徐じよ々じよに違ちがう感覚を覚え始める。


「あ……っ…やぁ……」


　触さわられてもいないのに、前がゆうるりと変化し始めた。


「気持ちよくなってきた？」


「ん……。もっと……うご…て…」


　ねだると、グッと深く突つき上げられた。


「……あっ――ああ！」


　深くうがたれて、そこから甘ったるいしびれが全身に広がった。


「いい反はん応のうだ」


　恵が漏もらす嬌きよう声せいに、佐原は嬉うれしそうに笑えみを浮うかべ、さらに激しく動き出す。


「……あ……ああ……っ、さはら…さん…」


　揺ゆさぶられるたびに、恵の身体は甘く火ほ照てる。


　前を刺激されるのとは違う、身体の奥深いところから湧わき出てくる甘い感覚に、恵は翻ほん弄ろうされまくった。


「や……ああっ……ん……っふ」


　深く突き入れられるたび、その甘い刺し激げきに自分でも驚おどろくほどに濡ぬれた甘い声が唇くちびるから零れてしまう。


　そんな自分の声に煽あおられて、身体の奥がまた熱くなる。


「あっ……あんっ」


　硬くて熱いものの与えるその甘かん美びな刺激をもっと欲しがって、無意識のうちに佐原の動きを追って腰が揺れる。


「ふ……っ……いいっ――」


　ビギナーには激しすぎる快感に、恵は半泣き状態で喘あえぎ身み悶もだえ続けた。


「も……っ……」


　だめと首を振ふって訴えると、


「もうイキたい？」


　佐原が耳元で囁ささやく。


「ん……んん……」


　喘いでいるのか、うなずいているのか、自分でも判断しきれない声で恵は応じた。


「もう少しだけ……我慢して」


　佐原は抱え上げた足の内うち股またに音をたててキスをしてから、いっそう激しく動き出す。


「う…そ、――やぁ……あっあん……あっ！」


　さっきまでの動きは恵の身体を思いやってのものだったのだろう。


　まるで別人のように容よう赦しやなく動き出した佐原に、突き上げられ、身体がきしむ。


　同時に深い刺さすような快感に神経を焼かれて、恵は殆ほとんど半はん狂きよう乱らんになって喘いでいた。


「っ……」


　一ひと際きわ深く押し込まれ、佐原が微かすかに呻うめく。


「ふっ……あっ――！」


　身体の奥に佐原の熱いほとばしりを感じた恵は、その衝しよう撃げきに身体を反り返らせながら同時に自分も放っていた。


「めぐむくん……？」


　心配そうな佐原の声を耳元に受けながら、恵は甘い充じゆう足そく感の中で今度こそ完全に意識を手放していった。
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　翌日の日曜日。


　恵は昼近くになってやっと目を覚ました。


　思い出せないけれど、なんだか酷ひどく甘ったるくて幸せな夢をみたような気がして、その余よ韻いんに浸ひたりながら薄うす目めをあける。


「……うそ」


　ベッドの中に佐原の姿がない。


　一気に目が覚めた恵は、着き替がえるのももどかしく毛布を巻き付けたままの格好で家中を探し回った。


　だが佐原の姿も荷物も見当たらない。


「一言ぐらい、なんかいってってくれてもいーのに……」


　恨うらみ言ごとがポロリと口から零れたが、これでよかったのかもなと頭の隅すみでは考えていた。


　面と向かって別れをいわれたら、きっと自分は子供みたいに泣いてしまってただろう。


　佐原を困らせたくはない。


「こういうの、佐原さんのいうギブアンドテイクなのかな」


　佐原は一時期の逃にげ場を必要としていた。


　そして恵は一度だけでいいから、佐原に抱だきしめて欲しいと願った。


　お互たがいの利益が一いつ致ちして、そして別れただけ……。


　佐原にとってもう自分の存在には利用価値がなくなった。


　ただそれだけのこと。


「もともと期待してなかったから、へーきだし」


　強がりじゃなく、本気でそう思える。


　だって恵の望みはかなったのだから……。








　その日の夜、兄から恒こう例れいの電話がかかってきた。


「変わりないか」と問われて「うん」と明るく答える。


　当たり前のことだが、兄は佐原がこの家を訪おとずれたことさえ知らないようだった。


　バザーにまっわる失敗談を、佐原の存在を抜ぬきにしておもしろおかしく脚きやく色しよくしてしゃべり、そのうちに話題が途と切ぎれた。


「……あのさ、兄ちゃん。先週の電話でいってた兄ちゃんの友達ってどういう人？」


　これぐらい聞いても変には思われないだろうと、思い切って聞いてみる。


「隼人か？　お前、会ったこと……ないか。あいつ、放課後は女とつき合うのが忙いそがしかったからな」


「もてる人？」


「ああ、凄すごくな。先週少し話したもてる奴やつってのが隼人なんだよ。――馬ば鹿かがつくぐらい生き真ま面じ目めで不器用な奴だよ」


「ふーん」


　生真面目なのはわかるような気がするが、不器用なのは理解できない。


「生真面目すぎて人の期待を裏切れなくてさ、余計な重荷を次から次へとしょっちまってたからな。本人にその自覚がないのが少々気の毒で、何度か忠告もしたんだが馬ば耳じ東とう風ふうでさ。――ま、それをこなせる能力もあったから、トントンなのかもしれないけどな」


「ふーん」


（伊だ達てに友達やってるわけじゃないんだな）


　兄の観察眼に恵は感心した。


「まぁ、凄くいい奴だよ。有能なお供もついてるし……」


（野上さんのことかな）


　その人知ってる、と口走りそうになるのをグッと我が慢まんする。


　佐原のためにも、この一週間のことは知られないようにしないといけないのだから。


「そうか、お前達会ったことないんだったよな。それじゃ、なにかあったとき安心して頼たよれないだろう？　一度、顔合わせだけでもやっとくか？」


「あー、うん。ま、そのうちね。――とりあえず年内は忙しいから勘かん弁べんして」


　こんなに忙しいんだと年内の学校行事を数え上げ、しばらく雑談してから「おやすみ」と受話器を置いた。


「先週の今ごろは、おれ、佐原さんのこと知らなかったんだよな」


　あっという間の一週間。


　でもきっと、ずうっと忘れられない一週間になるのだろう。


　恵はそんなことを思いながら、リビングの灯あかりを消した。


　眠ねむるために自分の部屋に向かいかけ、ふと兄の部屋の前で足を止める。


「もう、いっか」


　佐原が来るまでは、毎日このドアを開けて、ここにはいない兄に「おやすみ」をいっていた。


　でも、その悪あく癖へきも、もう終しゆう了りよう。


　今度こそ、ひとりでも平気。


　恋れん愛あいには発展しなかったけど、佐原を恋こいしいと想おもう気持ちは今でも心に残ってる。


　その想いだけで、ひとりでいても胸のあたりが温かいから……。


「今度、佐原さんの小説を買ってみよっかな」


　その考えは、恵の気持ちを随ずい分ぶんと浮うき立たせた。
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　月曜日、教室につくといきなり、「悪かったな」と五十嵐に謝あやまられた。


「なにが？」


　訳がわからず恵はキョトンとする。


「デートの邪じや魔まをした件と、金曜日の放課後の件だ。――あんなに遅おそくまで残ることになるとは思わなくて違ちがう用事を優先しちまった。手伝えなくて悪かった」


「あ、もしかして、うちに電話くれたの五十嵐？」


　五十嵐はうなずいた。


「なんで、うちの電話番号知ってんの？」


「ひとり暮らしだからな」


「――あ、そっか」


　以前、担任の提案で、なにかあったときのためにとひとり暮らしの生徒の電話番号がクラス委員の恵にだけ伝えられたことがあった。


　恵は、自分だけが知ってるんじゃ不公平だからと、彼らに自分の家の番号も教えておいたのだ。


「こちらこそ、心配かけて悪かったよ。――おれのヘマが原因なんだから、あんまり気にすんなよな」


「そうはいってもな……。山田、お前、携けい帯たいぐらい買ったらどうだ？」


「えー、だって必要ないし」


「必要だ。山田が普ふ段だんから携帯もってれば、他の奴らの番号なりメアドなりいくらでも知る機会があったはずだ。金曜みたいなことがあっても、それでいくらでも呼び出せる」


「そーいうもん？」


「ああ。俺だって、少しだが知ってるしな」


　とにかく、今度ああいうことがあったら連絡をよこせ、と五十嵐に携帯電話の番号を書いたメモを強ごう引いんに手て渡わたされた。


「うちにこもらず、もう少し社交的になったほうがいい」


　五十嵐の二度目の忠告に、恵は今度は素す直なおにうなずいた。











　無口で無愛想にみえて意外に人がいい五十嵐は、バザーの一件をずっと気にし続けているようだった。


　気にするなといっても、借りがあるという態度をとり続ける。


　面めん倒どうになった恵は、それならとバザーの手伝いをしなかった代わりの交こう換かん条件を五十嵐に出した。


　その条件は、佐原原作の恋愛映画につき合うこと。


　さすがに男ひとりでみに行くのが恥はずかしかったから誘さそってみたのだが、


「男二人じゃ、もっと恥ずかしくないか？」


　と返され、確かにと納なつ得とくする。


　けっきょく、五十嵐の女友達にもつき合って貰もらうことで話はついた。


「すまん。倍に増えた」


　日曜日、待ち合わせ先の映画館の前で、五十嵐が不服そうに眉まゆをひそめた。


　その背後には四人の女の子たち。


　三年が一人と、同学年が三人。以前、五十嵐に四よつ股またをかけたと怒おこって詰つめ寄よった女生徒達だ。


　結局、六人で映画をみて、その後、つれだってチェーン店のイタメシ屋に向かった。


　その途と中ちゆうも、席に着いてからも、女の子たちは夢中になって今みた映画の感想をしゃべりまくっている。


「ほんとうに面おも白しろかったのか？」


　面白かったと興奮さめやらぬ彼女たちに、五十嵐が不満そうにいう。


「面白かったよ、ね？」


「うん。なんか、もうせつなくてサイコー」


「あの男に腹は立たないのか？」


　一度結けつ婚こんの約束をしておきながらそれを破は棄きするなんて無責任すぎると、五十嵐は本気で憤いきどおっているようだった。


　女の子たちは、五十嵐のこういう発言になれているのか笑って流している。


「五十嵐って随分と……」


　驚おどろいた恵が呟つぶやくと、隣となりに座っていた上級生の女の子が笑った。


「そう、カチンコチンに堅かたいの。ビックリでしょ？」


　迫せまってもびくともしないんだもんやんなっちゃうと、舌を出す。


「で、めぐちゃんはどう？　面白かった？」


「あー、うん。――すごく……よかったかも」


　書いた本人はチープな小説だといっていたが、恵には凄すごく面白かった。


　流行の曲や、お洒しや落れな舞ぶ台たい設定で特別な雰ふん囲い気きをつくってるけど、物語の基本は出会って恋をして別れるだけの、そんなありきたりなラブストーリー。


　陳ちん腐ぷだといわれれば、それまでかも知れない。


　それでも恵は、映画をみている間は確かに主役達に感情移入して、どきどきしていた。


（自分の経験と重ねちゃうのかな……）


　ふとそんなことを考えて、ぼんと赤くなる。


「どしたの？」


「なんでもない」


　隣の先せん輩ぱいにめざとく気づかれてあわてて首を振ふる。


「山田、おまえも面白かったのか？」


「うん。ほんとに面白かった。――どこがどう面白いんだって聞かれると、はっきり答えらんないけど」


「これは、やっぱりアレよね」


　先輩が、ぴっとフォークを掲かかげた。


「情じよう緒ちよがあるかないかの差よ。五十嵐は硬かたすぎ。――やっぱりさ、誰だれだって夢のような綺き麗れいな恋愛ってのに憧あこがれる気持ちがあるじゃない？　あの映画はそこんところを刺し激げきするのよ。シンデレラや白雪姫ひめがずっと語かたり継つがれてるのと一いつ緒しよの理由なわけ」


「あれは童話と違ちがって、悲ひ恋れんだろうが」


「それはまぁ、そうだけど。嫌きらいあって別れてるわけじゃないから……」


「先輩、無む駄だですって。五十嵐ってば、女心がわからないことに関しちゃ我が校一ですよ」


「ねー」


「そうそう」


「わるかったな」


　女の子たちにやりこめられて、五十嵐は不満そうに腕うでを組んだ。


　最初、五十嵐の後ろに四人の女の子たちがいるのを発見したときは、もしかしていまだに五角関係をやっていたのかと一いつ瞬しゆんびびったのだが、やりこめられている姿をみると微び妙みように違うようにも感じる。


　そう思ってこっそり隣の先輩に聞いたら、「全員、完全にふられ済み」と彼女はほくそ笑えむ。


「この先、自分がどんな風に生きていくかもわからないのに、うかつに伴はん侶りよは決められないって」


「伴侶？」


「そ、もう笑っちゃうっしょ？　でも、そんな奴やつだからさ、自分を選んでもらえたらまさにシンデレラ気分を味わえるじゃない？」


「だから、諦あきらめきれずに？」


「半分ね。でも、そんなに未練たらたらってわけじゃないの。――他ほかの誰かに目を向けられるようになるまでは、乙おと女めチックな夢に浸ひたるのもいいかなぁって程度」


　あの映画をみて浸るのと似たような感じ、と彼女は微ほほ笑えむ。


「ふーん」


　憧れでいい。振り向いてくれなくてもいいから想おもいをもち続けていたい。


　いつか他の誰かを好きになれるまで、その想いが、きっと自分を支えてくれるから……。


　恵は、彼女の気持ちがちょっとだけ、わかるような気がした。


　思い返してみると、佐原に会って自分が失ったものはなにもない。


　むしろ、その逆だった。


（おれってば、ラッキーだったのかもな）


　恵は、ひとりでこっそりと微笑んだ。







★




　それから三ヶ月あまりが過ぎ、二学期の後半にあった選挙でついうっかり生徒会役員に選出されてしまった恵は、いまでは生徒会書記の肩かた書がきを背負っている。


　そんな大役なんて無理だと、最初の頃ころは自分を推すい薦せんしたクラスメイト達を恨うらめしくも思ったけど、少しだけ強気に振る舞まう術を身につけてからは、自分の立場や仕事にも慣れて余よ裕ゆうが出てきたように感じる。


　生徒会の権力を笠かさに着て、図ずう々ずうしく、我わが儘ままになったと、恵の変化を批判する奴もいるんじゃなかろうかと不安だったりもしたのだが、実際はむしろ逆で、歓かん迎げいムードで受け入れられたようだ。


　不思議に思って、最近よくつるむようになった五十嵐にこぼしたら、


「面めん倒どうな仕事を山田に押しつけてるっていう罪悪感があったせいだろう」といわれた。


　面倒な仕事を押しつけられてるという気持ちより、自分の力不足に嘆なげく気持ちのほうが強かった恵は、そんな風に周囲が思っていたことを初めて知って、なんだか初めて学校の友達と対等な立場に立てたような気がして、妙みように感動した。


　そして、あれ以来一度も佐原とは会っていない。


　予想していたことだが、電話すらなかった。


　だが意外にも、恵と顔を合わせたせいで望との約束を思い出したらしい野上が、「ひろしくんで～っす」と半月に一度のペースで近きん況きよう伺うかがいの電話をくれるようになって、それとなく彼の口から佐原の近況を聞くことができた。


　佐原はやけくその猛もうスピードで仕事をこなしているらしく、そのうち頭から湯気を噴ふき出すんじゃないかと、電話口で野上が笑う。


　きっと一刻も早く仕事を終わらせて自由になり、自分の人生を仕切りなおそうとしてるんだろう。


　一日も早く、佐原の望みがかなえばいいなと、恵は思った。











「さっぶぅ」


　自転車を降りた途と端たん、恵は手て袋ぶくろをはめた手で耳をこすった。


「あー、もー、はやく暖かくなんないかな」


　日曜日の午後いっぱいは五十嵐のアパートにお邪じや魔まして、兄の電話がかかってくる一時間ぐらい前に家に戻もどるのが、最近の恵の習慣になっていた。


　佐原が恵の家からいなくなったことを、五十嵐には随ずい分ぶんと経たってからうち明けた。


　佐原と恵との関係を誤解したままだった五十嵐がどう思ったのかはわからないが、五十嵐はそれ以来一緒に飯を食おうと誘さそってくれるようになった。


　もちろん五十嵐の例の女友達も一緒で、毎週日曜の賑にぎやかすぎる食しよく卓たくに、恵は随分と気持ちを和なごませている。


　自転車を駐ちゆう輪りん場に停とめてから、帰る途と中ちゆうのコンビニで買い込んできた食料を手にマンションのエレベーターに乗り込む。


　生徒会役員になってしまった恵は、卒業式を一月後に控ひかえた今、その下準備に追われる毎日を過ごしていて平日でも帰宅時間が遅おそくなるのが常だ。


　ひとりきりの生活をあまり苦には思わなくなったものの、冷え冷えとした暗い家に帰るのは未だに苦手だ。


　それでも以前のように電気をつけっぱなしにするようなことはしない。


　新しく購こう入にゆうした携けい帯たいが意外に金のかかる代しろ物ものだから、そっちに回すために光熱費を節約する生活を心がけてるからだ。


「おれってば、おりこうさん」


　自画自賛しながら、エレベーターを降り部屋の鍵かぎを開ける。


　ドアを少し開けた恵は、室内から流れてくる暖かな空気に気づいた。


「まじ？　エアコン入れっぱなしだったっけ」


　慌あわててドアを全開にしたら、今度は灯あかりがみえた。


　さらに、香こうばしいコーヒーの香かおりも……。


「うそ、まじで？」


　恵は靴くつを脱ぬぎ散らかしたまま、リビングに駆かけ込む。


「――おかえりなさい」


　駆け込んだ恵を迎むかえたのは、期待通りの穏おだやかな笑え顔がおで、嬉うれしさのあまり恵は本気で飛びついた。


「佐原さんだ!!　うわっ、うれしい、どーしよう!!」


　嬉しい気持ちのまま、首にぎゅぎゅうっとしがみつく。


「ちょ、ちょっと恵くん、まず落ち着いて」


　恵に全体重をかけられて、佐原は苦しそうにのけぞる。


「あ、ごめん」


　恵はぴょんと床ゆかに足を下ろすと、改めて佐原をみつめた。


「恵くん、もしかしなくても背が伸のびました？」


「やっぱりわかる？　実は、ここ三ヶ月で十・五センチほど伸びたんだ」


　頭に手の平を当てて、胸をはる。


「それはそれは。――顔立ちも少し大人びたようで。ちょっと望に似てきたかな？」


「そっかな？」


　大好きな兄に似てきたといわれるのは、けっこう嬉しい。


「あのさ、いま週に一回ずつ保健室に計りにいってんだけど、まだまだ伸びてるみたいでさ。この調子だと兄ちゃんを越こす日も近いね」


　一生あのままの身長だったらどうしようと密ひそかに不安だっただけに、堰せきを切ったように伸び出した身長に、恵は大いに喜んでいた。


「望のレベルまではまだ十センチ以上あるでしょう？　あまりぬか喜びするのもどうかと……」


　喜びに水を差す佐原の言葉に、恵は笑顔のままでピクッと頰ほおをひきつらせた。


「……佐原さん、あいかわらずだね」


「あ、これは失礼」


　失言ですね、と佐原が口を押さえる。


　なんとなく、二人とも互たがいの顔をみながらついつい笑ってしまった。


「コーヒー豆、補ほ充じゆうしてあったようですね」


「あ、うん。料理はやっぱ無理だったけど、コーヒーぐらいなら、おれでも淹いれられるし」


「まさか、いまだに冷れい凍とう食品？」


「季節柄がら、肉まんも食べるけど」


　放り投げてしまっていたコンビニの袋ふくろを拾って掲かかげると、佐原はぴくっと眉まゆをひそめた。


「あ、でも、今日は五十嵐のところで夕飯食べてきたし、平日は役員仲間と外食したりするようになったし……。――背だって伸びてんだから別にいーじゃんか」


　佐原はわざとらしく息を吐はいてから、気を取り直したように笑みを浮うかべた。


「食生活の話は後にして、とりあえずコーヒーいかがです？」


「飲む。荷物置いてくるね」


（ああ、もうどーしよう）


　もう二度と二人きりで会うことなんてないだろうと思っていただけに、恵は嬉しくて仕方なかった。


　目を離はなしているうちに佐原が消えてしまいそうな不安感にかられて、コートやバッグをポイッと部屋に投げ込んで駆け足でリビングに戻る。


「なんだか、以前より騒さわがしくなったんじゃありませんか？」


　そんな恵をみて、佐原は苦笑した。


「だってマジで嬉しいんだもん。――で、今回はどーしたのさ？　今度こそ、本当に兄ちゃんになにか頼たのまれた？」


「違ちがいますよ」


「あ、じゃあ、ひろしくんと喧けん嘩かして逃にげ出してきたとか？」


「野上くんと喧嘩して、なぜわたしが逃げ出さなきゃならないんです？」


「あ、そか。――じゃ、なんで？」


　用件と滞たい在ざい期間は早めに聞いておいたほうが、がっかりが少なくてすむ。


　そんな気持ちから、恵は佐原に質問しているのだが、おかしなことに佐原はなんともいぶかしげな表情になってしまった。


「どーしたの？」


「……いや、その、まさか、覚えていないんですか？」


「なにを？」


「なにをって……。別れ際ぎわにお話ししたでしょう？」


「へ？」


　恵はキョトンとした。


「しゃべってないよ。起きたら佐原さんもういなかったし」


「…………寝ねぼけてましたね」


「佐原さんが？」


　またかよ、と呆あきれたら、


「恵くんが、です」


　佐原に強い口調で返された。


「――参ったな。覚えてないんですか。それだったら、もしかしなくても状じよう況きようが変わっててもおかしくないわけですね」


「だから、なんのことさ？」


　もそもそと小声でつぶやく佐原に業ごうを煮にやして、恵はドンとテーブルに手をついて身を乗り出した。


「ですからね、今現在、恵くんには――」


　佐原は、乗りだした恵の首を引き寄せて唇くちびるに軽くキスをする。


「――こういうことをする相手が誰だれかいますか？」


「い、いないけど……」


　恵は、その不意打ちにボンと赤くなった。


「それは上々。――あの日、帰り際に、仕事を片づけたら必ず戻ってくるので待っててくださいねとお願いしてたんですよ」


　おでこにおまけのキスを落としてから、佐原は恵の首を放した。


「恵くんがずっと待ってると可愛かわいらしくうなずいてくださったので、安心して仕事に専念していたのですが……。まさか寝ぼけてらしたとは」


「うそ、まじで？　佐原さんが寝ぼけてて、いったつもりになってるんじゃないの？」


「夢と現実の区別ぐらいつきますよ」


「佐原さん、前科があるし……。それに、おれ全然覚えてない」


「みたいですね。――それだったら一言も残さずに消えたわたしを、随ずい分ぶんと怒おこってるんじゃないですか？」


「――おれ、怒ってるふうにみえる？」


　的はずれなことをいう佐原に、恵は少々あきれた。


「……みえないですね」


「うん。……正直いって、戻もどってきてくれるなんて思ってなかったから、なんか実感わかないや」


　今すぐ抱だきつきたい気持ちでいっぱいだったのだが、あまりにも話がうまく運びすぎて、夢だったらどうしようかと逆に不安になって動けない。


「でも、おれ、あれからずっと佐原さんのこと考えてたよ」


　ぺたっとテーブルに突つっ伏ぷして、佐原を視界から追い出した状態でもごもごとしゃべる。


「ひろしくんにそれとなく近きん況きようを聞いたりしたしさ」


「お互い様さまでしたか」


「へ？」


「実はわたしが野上くんに電話をかけさせて、それとなく恵くんの近況を伺うかがってたんですよ」


「……自分で電話くれればいいのに」


「恵くんの声を聞いたら、決意が鈍にぶるような気がしたので……」


「ふーん、まどろっこしいの」


「そういわないでください」


　久しぶりの佐原の声が耳に心ここ地ち良い。


「……おれ、佐原さんのこと、もっと知りたかったから、佐原さんが書いた小説は全部読んだし、映画もみた」


「おやおや、あんな駄だ作さくを読んだんですか」


　佐原がコーヒーカップを置いた振しん動どうが、テーブル越ごしに恵の頰に伝わってくる。


「酷ひどいなぁ。駄作なんかじゃなかったよ。おれ、思わずファンになっちゃったし……。映画を一いつ緒しよに見に行った女の子たちも楽しんでた。みんなさ、ああいう恋れん愛あいに憧あこがれるって」


「憧れ、ですか？」


「うん。――誰かに憧れを与あたえるって凄すごいことだよね」


「……まいったな」


　きしっとソファがきしむ音につられて、恵は上半身を起こした。


「なにが？」


　ソファーにもたれ天てん井じようを仰あおいでいる佐原に聞く。


「恋愛小説はもう二度と書かないつもりで、出版社にもそう宣言してきてしまったんですが……」


「書きたくないなら、無理することないよ」


　他人が与えたレールに乗るのが嫌いやだと佐原はいっていた。


　自分の期待で、佐原を縛しばるわけにはいかない。


「佐原さんが、ほんとにやりたいことをやればいいんだし……」


「だから困ってるんじゃないですか」


　佐原は、恵の顔をみて穏おだやかに微ほほ笑えんだ。


「今のわたしは、恵くんのためにしか動く気がないんです。恵くんがわたしの小説を好きだといってくれるのなら、やはり書かずにはいられない」


「……おれのため？」


「ええ。恵くんが望むなら、なんでもしますよ」


「駄だ目めだよ、そんなの。おれに振ふり回されるんじゃ元の木もく阿あ弥みじゃん」


「振り回されるんじゃなくて、わたしが勝手に動くんですよ。――逆です」


「ぎゃく？」


「はい。――これからは自分のために、自分のやりたいことをして生きていくつもりなので……。だから、恵くんの望むことをなんでもしたいんです」


　――あなたが嬉うれしければ、わたしも嬉しい。そういうことです。


　と、佐原がおっとりと告げる。


（それって、同じかも……）


　恵は佐原にいつも笑ってて欲しいと思う。


　大好きな人が笑っている顔をみていると自分も幸せな気分になれるから……。


「じゃあ、じゃあさ……。もしかして、兄ちゃんが帰ってくるまでの期間限定でこの家にいてくれるとか、そーいうんじゃなくてさ、ずっと一緒にいてくれるの？」


「わたしはこの家に戻ってきたんじゃなくて、恵くんの側そばに戻ってきたんです。恵くんが望んでくれるのなら、ずっと側にいますよ」


「おれでいいわけ？　佐原さんなら、どんな人だって選より取りみどりじゃん」


「わたしは、恵くんがいいんです。君の側にいると、わたしは普ふ段だんよりずっとうろたえたり、怒ったりと調子が狂くるうようで、それが意外に心地良いんですよ。君の側にいると、どうやら素すの自分に戻れるようなので……。――側にいてもいいですよね？」


　聞かれて、恵はすっくと立ち上がる。


「嫌だなんていうわけないだろ！」


　ほんとはずっと側にいて欲しいと思っていた。


　素直にそういえなかったのは、佐原を困らせたり縛しばりつけたるするのが嫌だったから。


　でも、もう我が慢まんしなくていいんだ。


　恵は、思いっきりバフッと佐原の胸に飛び込んだ。


「……よかった。これでハッピーエンドですね」


　この不意打ちに少々むせつつ、佐原が囁ささやく。


「おれ、信じたからね。佐原さんはずっと側にいてくれるんだって信じたからね」


「はい。――いっぱい信じてください」


「だ、黙だまってどっかいったら、承知しないかんな」


「……おやおや。恵くん、実はやきもち焼きでしたか？」


「あたりまえじゃん。好きなんだから」


　むうっと唇くちびるを尖とがらせて睨にらみつけたら、ちゅっと上唇にキスされた。


「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。今度は、噓うそなんてついてませんから」


「うん」


　期待していなかったしあわせな結末。


　恵は嬉しい気持ちのまま、佐原にすりよった。




もっともっと抱きしめて






「やっぱり、だめ」


　三ヵ月ぶりに再会して、やっと本当の意味で手に入れた可愛かわいい恋こい人びとは、佐原の膝ひざの上に乗って自分から積極的に誘さそってきたくせに、いざことに及およぼうとするといきなり身体からだを離はなして佐原を驚おどろかせた。


「この期ごに及んで、お預けですか？」


「だって、おれ、今日みんなと公園でミニバスケとかして遊んできたんだもん。さすがに汗あせくさいよ。――シャワー浴びてくるから、ちょっと待ってて」


　ぴょこんと膝から飛び降りて、バタバタと着き替がえを取りに家の奥へと消える。


　恵はバスルームへむかう間ま際ぎわ、


「そっこーで戻もどってくるから、絶対そこから動くなよ！　いなくなってたら承知しないからな！」


　と、強い口調で言いはなっていった。


「お、面おも白しろすぎる……」


　佐原は、手の平で口元を押さえ、くつくつとこみ上げてくる幸せな笑いをせき止める。


　自分を少しでもよくみせようと思う気持ちが恵には一いつ切さいない。


　駆かけ引ひきも、下心もない。


　その飾かざり気けのなさが、佐原には酷ひどく好ましかった。








　離れている三ヶ月の間、佐原はずっと恵のことを考え続けていた。


　恵は、大切な友人の弟だ。


　それだけに中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでつき合うわけにはいかない。


　間ま違ちがいなく自分が恵を愛しているのだという確証を求めて、佐原は何度も何度も自分の気持ちを反はん芻すうし確認した。


　恵のどこを気に入ったのかと散々考えた。


　人並み外れた大きなアーモンド形の目が可愛らしいし、その瞳ひとみに純じゆん粋すいな好意を湛たたえて見つめられるのは随ずい分ぶんと心ここ地ち良いから。


　たまにふてて唇くちびるを尖とがらせるのも可愛らしいし、ちょっと優やさしくしただけでころりと機き嫌げんをなおしてすり寄ってくる素す直なおさが愛いとおしいから。


　だから側そばにいてみつめていたいと思う。


　そんなありきたりなことしか浮うかばなくて、あまりにも陳ちん腐ぷだと自分でも呆あきれてしまう。


　少なくとも佐原は、自分の小説の中ではそこまで単純な表現をつかったりしない。


　それでも、困ったことに真しん剣けんに考えれば考えるほど、陳腐すぎる表現しか浮かんでこないのだ。


（そういうものなのかもしれない）


　最終的に、佐原はそういう結論に達した。


　恋れん愛あい感情を表現することで金を稼かせいでいたから、自分は恋愛に関してはプロだと思っていたのだが、恵といるとそんな自尊心はどこかに吹ふき飛んでしまう。


　今まで自分が恋愛だと思っていた行こう為いは、一種の疑似恋愛。


　所しよ詮せんはスマートなルールにのっとって行われるゲームみたいなものだったんじゃないかと、最近では思うようになった。


　これからここで始まる生活は、他人からみればまるで現実味のないおままごとのようにみえるだろう。


　それでもいいじゃないかと、佐原は思う。


　他人にみせて憧あこがれを抱いだかせるような関係を築くために、恵の側にいるわけじゃない。


　プライドを捨てて年下の男の子のご機嫌を取っているようにみえてもかまわないし、振ふり回されていると思われてもかまわない。


　自分がそうしたいと願うまま恵の側にいること、それが今の自分にとっての一番の幸せなのだから……。








「……ん？」


　リビングに響ひびく電話のコール音に、ピンときた佐原は時計をみた。


「十時ジャスト、ですね」


　本来なら、恵はこの電話に間に合うように家に帰ってきたはずだった。


　それなのに、それをケロリと忘れてシャワーを浴びにいっている。


　自分の存在が電話に勝ったことが嬉うれしくて、佐原は優ゆう越えつ感から笑えみを浮かべつつ受話器を取る。


「こんばんわ」


「……あぁ？　隼人か。――悪い、間違った。後でかけ直す」


　電話の向こうの友人、望は、佐原の返事も待たずに通話を切った。


　仕方なく佐原もいったん受話器を置いて、もう一度電話がかかってくるのを待つ。


　十秒も待たずに、再びコール音は響いた。


「はい。山田です」


　佐原が答えると、受話器の向こうの相手が息を飲むのがわかった。


「……隼人、お前、もしかして家にいるのか？」


「ええ。お邪じや魔ましてますよ」


「………めぐむは？」


「今、シャワー浴びてるところですね」


「…………客が来てるのに、なんでシャワーなんか」


「恵くんを怒おこらないでくださいよ。わたしは客じゃないんですから」


「客じゃなきゃなんだってんだ？――……まさか」


　望の声が固くなる。


「そのまさかですけど」


「冗じよう談だんだろ？　だってお前……」


「高校時代の仲間内でただひとりあなたに興味を示さなかった、ですか？」


「そーだよ。だから恵に近づけても平気だろうと思って鍵かぎ渡わたしたのに」


「たぶん、あなたにそういう意味での興味がなかったからだと思いますけど……。――恵くんはあなたと違ちがって、自分の魅み力りよくを利用して人を利用してやろうとか、そんな小狡ずるいことはまったく考えたりしない実に素直ないい子ですから。あなたとよく似た性格だったら絶対に惹ひかれなかった自信がありますね」


　本当に似ていない兄弟なのだ。


　対人関係に不器用で心を許せる友達が欲しいと願っていた弟と、器用に人を操あやつれる才能を持っていて、友達を都合よく利用できるアイテムだと考える傾けい向こうがある兄。


　周囲の人達が望むままに生きていた佐原は、そんな望の奇き妙みような性格に興味を抱いた。


　一方望は、自分をまるで研究材料のように観察するばかりで、操られもしないし、恋愛対象としての興味をまったく持たない佐原を、唯ゆい一いつ対等に話せる相手だと認めている。


　二人の友人関係はそんな土台の上に成り立っているのだ。


「隼人、今すぐ鍵かぎ返せ!!」


「手て遅おくれですよ」


「手遅れって……。お前、俺おれの大事な弟になにしたんだ!?」


「野や暮ぼなことを聞かないで欲しいものですね」


「……」


　受話器の向こうの望は、怒いかりのあまり意味にならない言葉を発している。


　少々苛いじめすぎたかと、佐原は苦く笑う。


「そう怒らずに……。――わたしは本気ですよ。遊びであの子に手を出したわけじゃない」


「なお悪い。俺は、絶対許さないからな!!」


「許さない？　あんなに不安定な子をひとりにさせておいたあなたに、そういうことをいう権利があるんですか？」


「……いや、だってな……」


「誤ご魔ま化かそうとしても無む駄だですよ。わたしは全部知ってるんだから……。あなたは自分の都合で恵くんをひとりにしたんです。その気になればあなたが日本に残ることも、恵くんを連れて行くこともできたはずだ。違ちがいますか？」


「……」


「親しん戚せきの家に預けることだってできたんじゃないですか？　それをしなかったのはどうしてです？　いずれあなたが日本に帰ったときの居場所をキープしておきたかったわけですか」


「その家で暮らすっていいはったのは恵だ」


「そうかもしれませんが、ろくに反対もしなかったのでしょう？　あなたの興味を惹きたがっている人達を利用するのはかまいませんが、ひとりきりの弟まで自分の都合で振り回すのはどうかと思いますよ。――あまりに可愛かわいらしくて、他人にまかせたくない気持ちもわかりますけどね」


「……お前、性格悪くなってないか？」


「あなたほどじゃないですよ。それに、性格が変わった訳じゃなくて立場が変わったんです。――恵くんに係わることに関して、わたしはあなたより恵くんを取ります。今後は、そのつもりで」


　お兄さん、と付け加えたら電話の向こうの望が「冗談じゃないっ!!」と怒ど鳴なった。


「恵に替かわれ!!　絶対別れさせるからな!!」


「無理だと思いますよ。どうあがいても、最終的に恵くんもあなたよりわたしを選びます。――どうしてもあなたが、あなたの可愛い弟を無駄に悩なやませるようなことをいうつもりなら、わたしにも考えがありますよ」


「なんだよ、考えって」


「あなたがどうして日本を離はなれなきゃならなかったのか、その本当の理由を恵くんに教えようかと。――信じていた兄が、自分と恋こい人びとを天てん秤びんにかけた結果だなんて知ったら、さぞかし……」


「あー、もー、わかったよ。勝手にしろ！」


　望の声に被かぶさるように、八つ当たりでもしているのか、なにか物が割れるような音も聞こえてくる。


「ええ、そうさせていただきます」


　佐原はクックッと笑う。


　望とは高校時代から何度となく喧けん嘩かしてきたが、性格的な問題か、いつも小狡い望にやりこめられてばかりで、佐原が完全勝利を収めたのはこれが初めてだったのだ。


（病やみつきになりそうだ）


　佐原が小さな勝利の喜びに浸ひたっていると、「おまたせっ」と、恵がバスルームから飛び出してきた。


「電話中？……あっ!!　もしかして」


「はい。もしかします。――望ですよ」


　でますか？　と受話器を差し出すと、さすがに恵は戸と惑まどったようだった。


「一応、わたしの方から説明しておきましたけど……。どうしますか？」


「――でる」


　ゴクンとつばを飲み込みながら恵は受話器を受け取り、受話器と佐原を見比べた後でキッチンのほうへパタパタと駆かけていってしまった。


「さすがに気まずいかな」


　恵にとって、望はたった一人の肉親で保護者だ。


　電話とはいえ、恋人と一いつ緒しよにいる現場をいきなり目もく撃げきされたような感覚なんだろう。


　しばらく待っていると、通話を切った受話器片手に恵が戻もどってきた。


「どうでした？　怒られたりはしなかったでしょう」


「……うん」


　恵は受話器をホルダーに戻してから、佐原の膝ひざの上に座ってピッタリと身を寄せてきた。


「おれなりに真しん剣けんに考えた結果なんだろうから、なにもいわないって……」


　脅おどしが利きいたらしい。


　望は、物分かりのいい兄を演じてくれたようだ。


「恵くん、信用されてますね」


「そっかな？」


「そうですよ」


　頷うなずくと、恵は本当に嬉うれしそうに笑う。


「あ、でもさ。成績下がったら、考えを改めるかもしれないっていわれた」


「おや、そうきましたか」


「おれ、来年受験だから仕方ないよ。――やっぱり予備校とかに通うべきなのかな」


「必要ないでしょう」


「んー、そーいわれてもなー。おれ、兄ちゃんや佐原さんみたく頭よくないからさ」


　人一倍勉強しないと三流校にだって引っかからないかも、と恵は少し恥はずかしそうに白状した。


「予備校は必要ないだろうっていってるんですよ。勉強だったら、わたしがお教えしますから……」


「佐原さんがぁ？」


　やけに嫌いやそうな声で聞き返されて、少々不快になる。


「嫌なんですか？」


「………そーじゃないけど。でもおれ、まじで頭悪いから呆あきれられるかも」


「そうですか？　覚えは随ずい分ぶんといいようですけど」


　スルッと背中を撫なで下ろすと、ぴくりと恵の身体からだが震ふるえた。


「忘れていませんよね？」


「うん！」


　零こぼれそうに大きな瞳ひとみを覗のぞき込むと、恵は笑みを浮うかべ、ぎゅうっと首にしがみついてくる。


「忘れてない。――早く、やろ」


　背も伸のびて顔立ちも少し大人びたのに、言動はまったく変わっていない。


　淫いん靡びな駆け引きもムードもまったく考えていない、ストレートな物言いに佐原は苦笑する。


「はいはい」


　首にくっついている恵を抱だき上げ、そのまま運ぶ。


「身長が伸びだのはけっこうですが、体重のほうはあまり変わってなさそうですね？」


「今は縦に伸びるので、いっぱいいっぱいなんだよ」


「そうですか？　もうちょっと太ってくれないと骨が刺ささりそうだ」


「………女と比べないでよね」


「ッ…。酷ひどいな、恵くん」


　カプッと肩かたに嚙かみつかれた。


「ふん。――あれ、兄ちゃんの部屋つかうの？　嫌なんじゃなかったっけ？」


「お許しもいただいたし、もういいかと……。それに、いずれ望が帰ってきたときには新しいベッドを進しん呈ていしますよ」


　ベッドに恵を降ろして、軽く唇くちびるをあわせる。


「今日は脱ぬがせてくれないんですか？」


　からかうと、恵は「脱がせる楽しみもあるっていったじゃん」と、にまっと笑った。


「それはそうなんですけど」


　その微ほほ笑えみは、あまりにもほがらかすぎて言動にそぐわない。


（覚えは悪くないが……）


　少々無む邪じや気きすぎるようだ。


　心の中で苦笑しつつ、まるで子供の着き替がえを手伝う親の心境でパジャマのボタンに手をかけた。


　パジャマをするりと脱がせ、すべらかな肩に胸に、確かめるように手の平をはわせる。


「肌はだは変わってないですね」


「はだ？」


　くすぐったそうにピクンと反はん応のうしながら、恵が首を傾かしげた。


「自覚してないんですか？　まるで子供みたいに瑞みず々みずしくて柔やわらかい。――病みつきになったら困りますね」


　胸むな元もとに唇を寄せ、軽く吸うと簡単に赤い印がついた。


「なんで困るのさ？」


　微かすかに震える声に顔を上げると、恵は今にも泣きべそをかきそうな顔をしていた。


「めぐむくん？」


「ずっと……おれの側そばにいるっていったじゃん。違ちがう？」


「違わないですよ」


　泣きそうな恵の頰ほおを両手で包んで微笑みかけながら、佐原は自分の失言を悔くやんだ。


（この子は、ほんとうに素す直なおだ）


　駆け引きじみた言葉遊びを知らないから、いわれた言葉をそのまま受け止める。


　今までつき合ってきた女達が喜ぶような言葉でも、恵には逆効果になるようだ。


「大だい丈じよう夫ぶ。ずっと側にいます」


　軽く唇をあわせ、囁ささやきかける。


「うん」


　恵は佐原にぎゅうっとしがみついて、自分から深くくちづけてきた。


「……ん……っ」


　佐原は、恵の好きなようにさせながら、受け身でキスに応じる。


　最初の夜、あまりにも達者な恵のキスに、他ほかの誰だれかに教わったんだろうと頭に血が昇のぼったりもしたが、こうしていると恵のキスが自分の忠実なコピーだっていうのがよくわかる。


　無邪気に求め、素直に受け入れる。


　本当の意味で無む垢くな存在を、自分は手に入れてしまったのだろう。


（責任重大だな）


　自分次第で、恵はどんな風にも変わる。


　できうることならば、いつまでもこんな風に無邪気に求めて欲しいものだと、佐原は思う。


「……っ……」


　急に離はなれた恵がしゃくり上げ始める。


「どうしたんです？」


「……な……んで…ない。……っ……」


　いきなり泣き出してしまった恵に驚おどろいた佐原が顔を覗き込もうとすると、恵は隠かくすようにして佐原の肩に顔を押しつけてしまう。


「めぐむくん？――なにか、気に障さわることでも？」


「違う。――ただ、さ……。ちょっと怖こわくなっただけ……」


「怖い？　どうして？　わたしがここにいるのに」


「だから……だよ。――お……かしいよね。もう、こんな風に会えないんだろうなって…思ってたときは、ひとりでも平気だったのにさ……。佐原さんを好きだって思える気持ちだけで、それだけで充じゆう分ぶんだって……安心できてたのに……」


「いまは不安？」


　こくりと恵が頷く。


「――いつまで側にいてくれるんだろうって……」


「ずっと側にいるって、さっきもいったでしょう？　わたしを信じられませんか？」


　信じてないわけじゃない、と恵は何度も頭を振ふる。


「……でも、父ちゃんと母ちゃんみたいなことだってあるし……。だから――」


　恵は再び佐原の肩に顔を押しつけ、ぎゅうっと抱きついた。


（ああ、そういうことですか……）


　突とつ然ぜんの事故で両親を一度に喪そう失しつしたことがいまだに傷になって残っているのだろう。


　無理もないと、佐原は思う。


「離れていたほうが安心できるのなら、そうしますが？」


「それは嫌。そんなことしたら、今度は浮うわ気きされるんじゃないかって心配になるし」


「浮気なんてしませんよ」


「……タラシのくせに」


「それは廃はい業ぎよう済みなんですが」


　自じ業ごう自得だけに、佐原は苦笑してしまう。


「――ねぇ、恵くん。自分の命の刻限を知る人なんて、どこにもいませんよ」


「……なこと、わかってるよ」


「だったら、開き直っていただけるとありがたいんですが」


「ひらきなおる？」


「ええ。――開き直って、その時がいつきても後こう悔かいしないように生きなくては……。自分ではどうにもならないタイムリミットに怯おびえて、怖がっているなんて時間が勿もつ体たいない。そう思いませんか？」


「………そう……かな」


「そうですよ。それに、さっきから何度もお預けをくっているわたしも可か哀わい想そうですしね」


　恵が顔をあげた。


「……ああ、そっか……。そーだよね。おれ、自分のことでいっぱいで……。――ごめん、続きしよ」


　恵の指が佐原のシャツのボタンを慌あわただしく外していく。


（まったく、この子は……）


　気をつかってくれているのがみえみえだ。


　癒いえていない心の傷の痛みに強ごう引いんに蓋ふたをしようとしているのがよくわかる。


「恵くん」


　佐原は恵の手をつかんで止め、手の平に唇くちびるを押しつけた。


「――中ちゆう途と半はん端ぱに納なつ得とくしたままでいると、後が辛つらいですよ」


　望に対しても、たぶんそうだったのだろう。


　安心させるために笑って、元気にしゃべって、自分はもう大丈夫だとアピールし続けていた。


　本当はちっとも大丈夫じゃなかったのに……。


「……でもさ」


「ずっと側にいるという言葉が、逆に恵くんを不安にさせるというのなら撤てつ回かいします」


「……えっ、だって」


　不安そうな眼めで見上げた恵の唇に、軽く唇を押しあててからその眼を覗のぞき込む。


「いいから聞いてください。――ずっと側にいられるかどうかはわからないけど、わたし自身はずっと恵くんの側にいたいと願っています。側にいて、あなたの姿をみて、声を聞いて、触ふれていたいと願っています。わかりますか？」


「……おれも同じだし」


　恵が頷うなずく。


「では、わたしがそう願っていることを信じてください。――そこから始めましょう」


　できますか？　と聞くと、恵は微かに唇を尖とがらせた。


「……佐原さん、タラシだからなぁ……。いったい何人の女に、おんなじことをいったかわかったもんじゃないし」


　唇は尖っているが、目元には微かな笑みが浮うかんでいる。


（少し、落ち着いたかな）


　安心した佐原は、恵の頰に手を伸のばした。


「酷ひどいな。それは廃業したといったでしょう」


「どーだか……」


「本当に嫉しつ妬と深い。――言葉でいって納得してくれないなら、実力行使です」


「なんだよ、それ」


「身体からだで納得させてあげます」


　尖った唇に舌先で触れると、迎むかえ入れるように柔やわらかくほころぶ。


　そのまま深く唇をあわせ、喜んで応じる恵を焦じらしつつ、ゆっくりと唇を味わった。


「……ん……」


　首にぎゅっとしがみついた恵が、自分から誘さそうようにベッドに倒たおれ込む。


　外気に触れ、むき出しになっていた恵の肌はだはひんやりとしていた。


「冷たくなってしまいましたね」


「……っ……へーき」


　手の平でゆっくりと脇わき腹ばらをなで上げると、恵はくすぐったそうに身をよじった。


　耳元の柔らかな部分に唇を押しあて強く吸い、脇腹をなで上げた手の親指でくりっと胸の突とつ起きをこする。


「あっ……っ」


（やっぱり、少し変わった）


　背が伸びたぶんだけ、体つきも以前とは違ちがう。


　三ヶ月前に抱だいたときは、まるでマシュマロのようにただ柔らかな手て触ざわりだったのが、いまは弾だん力りよくのあるしなやかな筋肉の動きを感じとれる。


「ん……っふ……」


　本人がいった通り縦に伸びるほうにばかり栄養がまわっているようで、瘦やせすぎではあるものの、大人の体つきになろうとしているのがよくわかる。


（勿もつ体たいないことをしたかな）


　以前との違ちがいを、手と唇とで探さぐりながら佐原は思った。


　恵が日々成長していくさまを、この手で実感してみたかった。


　仕事に一区切りつけるために、三ヶ月もの間、離れていたことが少々悔くやまれる。


　それとも、三ヵ月ぶりだからこそ劇的に変化したように感じるだけで、毎日一いつ緒しよにいたらこれほどの変化を感じなかっただろうか？


「……や……っ……佐原さん」


　以前より細く、すんなりとした首筋を唇で辿たどっていると、恵が泣きそうな声を出しながら、佐原の手をつかんで下へと誘った。


「おや、もう……ですか？」


　間ま違ちがい探しのように恵の成長の形けい跡せきを探っている佐原から、ただ優やさしく触れられるだけの愛あい撫ぶをしつこくしつこく受けていた恵のほうは、焦らされ続けていたわけだからたまったものじゃない。


「はやく……なんとかして」


　もう切せつ羽ぱ詰つまった状態になっていて、佐原に身体を押しつけてくる。


「こらえ性しようのない」


　佐原は少し意地悪く微ほほ笑えみながら、恵のそれに指をからめ、かるく握にぎり込む。


「あっ……やだ……」


　中途半端な接せつ触しよくに涙なみだ目になった恵に恨うらめしそうに見上げられ、佐原は白旗をあげた。


「どうやっていかせて欲しい？　口で？　手で？」


　望み通りにしてあげますよと、低く耳元で囁ささやくと、ピクンと恵の身体が震ふるえる。


「っあ…――――!!」


　その瞬しゆん間かん、恵は佐原の手の中に放ってしまっていた。


「……やっ……うっそぉ――」


　乱れた息を吐はきながら恵が小さく囁く。


　恵は恥はずかしそうに真っ赤になって両手で顔を隠かくしてしまった。


「本当に、こらえ性のない」


　恥じらうさまが可愛かわいらしくて笑いながらからかうと、いきなり腹へと拳こぶしの反はん撃げきがきた。


「わるかったね」


　恵は唇を尖らせてそういうと、毛布を頭まで引っ張り上げて背中を向け、くるんと丸くなってしまった。


「ちょっ……めぐむくん。そりゃあないでしょう」


　わざと情けない声を出すと、恵は毛布の中から声を出す。


「……わらわない？」


「笑いません。誓ちかいます」


　うなずきつつ、そうっと毛布をはぎとる。


「だから、機き嫌げんをなおして……」


　背中に音をたててキスをすると、恵はくるっと振ふり向いた。


「……こっちのがいい」


　腕うでを伸ばし、唇へのキスを求める。


　まだ少し尖った唇に頰ほおに、ついばむようなキスを何度も落とした。


「……んん……っ…」


　応じる舌に徐じよ々じよに熱がこもる。


　機嫌が治ったのを確認してから、佐原は恵の耳元をくすぐっていた手を背中にすべらせ、さらに奥へと進める。


「――いいですか？」


　指先でそこを確かめるようになぞると、恵はふるっと身体を震わせながらうなずいた。


「……ッつ……ふ」


　つぷっと濡ぬれた指を差し入れ、ゆっくりと動かす。


　しばらくすると、その動きに応じるように内部が蠢うごめきはじめた。


「平気ですか？」


　肩かたに額を押しあて、熱い息を吐く恵に囁きかける。


「……へーきじゃ……な……。あぁ!!」


　指を増やし、ぐりっと内部をかき回すと、そこでの快感を知ってしまっている身体が反はん応のうした。


　恵はたまらなそうに背中を反らせ、嬌きよう声せいをあげる。


「っ……すみません」


　本来なら、もう少し時間をかけ、恵の負担にならないようにしてあげたかったのだが、切なそうによせられた眉まゆや、耳に心ここ地ち良い甘い声に煽あおられ我が慢まんがきかなくなる。


　恵の足を抱かかえ上げ、佐原のそれを受け入れるほどには準備ができていないそこを無理矢理こじ開けて、押し入っていく。


　こらえ性のないのは自分のほうかと、佐原は今まで知らなかった、そんな自分自身に呆あきれていた。


「……っ……く……」


　相当辛つらいはずなのに、恵はジッと堪こらえて受け入れようとしてくれていた。


　痛みを堪えるためか、声を殺すためか、嚙かみしめられた下した唇くちびるが白く、痛々しい。


　強ごう引いんに奥まで侵しん入にゆうして、動きを止める。


　白くなった唇くちびるを舌先で宥なだめると、唇がひらいてピンクの舌が佐原を誘う。


「……ふっ…んん……」


　繫つながったまま、深く舌をからめ、吸いあう。


　息苦しくなるほどに深く、熱いキスを交かわしあっていると、強引な行こう為いに強こわばっていた後ろが、徐々に柔らかにほころび始める。


「……あん――っ……」


　内うち腿ももを指先でくすぐると、きゅっと佐原を締しめつけた。


「わたしを感じてますか？」


　唇をはなし耳元で囁くと、恵はこくっと頷うなずいた。


「どんな風に？」


「……あっ…、そ…なの……わか……な……」


　軽く揺ゆすると、それに応じて恵の内部が熱く蠢くのがわかる。


「……や……、……さはら……さ……ふっ――」


　そのままじっとしていると、焦れたように腰こしが揺れ出す。


「もっと感じたい？」


「ん……。もっと、……はや……く」


　首に腕を伸のばしてしがみついてきた恵が、こくこくと何度も頷く。


　その素す直なおさがなによりも愛いとおしい。


「望むまま――」


「……っ――!!　ん……んん……あっ――」


　佐原は、深く激しく動き出した。


　夢中になってしがみつき、もっと深くに受け入れようと、自分から動く恵が愛しくてたまらない。


　もっともっと感じて、求めて欲しかった。


　心の中に癒いえない傷を持っている恵には、百の言葉より、肌はだで感じさせ覚えさせたほうがいい。


　恵を欲しいと、側にいたいと願うこの気持ちを、恵が疑わないくてすむよう、もっともっと強く自分の存在を恵の身体からだに焼き付けたい。


　気も狂くるわんばかりの快感を与あたえて、中毒にしてしまいたいとさえ思う。


　そんな気持ちに突つき動かされるまま、佐原は深く恵を貪むさぼり続けた。


　しなやかに熱く受けとめてくれる恵の身体に、自分のほうが先に参ってしまいそうだと甘く自じ嘲ちようしながら……。








　翌朝、腕を引っ張られるような感覚で佐原は目を覚ました。


（よく……寝ねてる）


　佐原の右みぎ肩かたに額を押しあて、その右みぎ腕うでを両手で抱だき抱かかえるようにして熟じゆく睡すいしている恵の横顔が、遮しや光こうカーテンの隙すき間まから漏もれた光に浮うき上がっている。


　すんなりと背が伸びて、顔立ちも少し大人っぽくなったと思ったのに、寝ね顔がおはあいかわらずあどけなくて可愛らしい。


　みつめているうち、不意に、随ずい分ぶん昔に流行した抱っこちゃん人形を連想してしまった佐原は思わず吹ふき出しそうになる。


（……いけない）


　恵を起こすには、早すぎる時間だ。


　少々浮かれている自分を自覚して、佐原は苦笑した。


　そうっと腕を引き抜ぬき、上半身を起こす。


「……ん」


　抱きしめていた腕を失った恵の手が、探さぐるようにシーツの上を動く。


　指先をつつくと、佐原の手を両手でぎゅっと握にぎり締め、安心したようにまた動かなくなる。


　むき出しになったその肩が寒そうで、佐原は毛布をかけなおしてやった。


　あの日、初めて恵と会った朝も同じだった。


　腕に重みを感じて目覚めたら、見覚えのない少年が腕にしがみついていて目を疑った。


　事情を聞きたくて起こそうとしたが、あまりにも安心しきった寝顔に気を削そがれ、あどけないその顔をただ見つめ続けた。


　そして、自分の手を握って安心しきったように眠ねむる存在を酷ひどく愛しいもののように感じ、ただ純じゆん粋すいにその眠りを守りたいと思った。


　そんな風に自分から誰だれかになにかをしてあげたいと感じたのは、あれが初めてだったかもしれない。


（まさか、これが初はつ恋こい……だなんてことは……）


　……やはり少々浮かれすぎているようだ。


　佐原はあわてて首を振り、あまりにも気き恥はずかしい単語を頭から追い出した。







その腕うでで溺おぼれたい





黒くろ崎さきあつし
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